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Ｍｅｎｕ１　ゴーレム窯のパンとチーズフォンデュ









　星の子どもが夜そ空らへ帰っていく──そんな光景だった。

　それは炎のように揺らいでいて、楽しそうに踊っているようにも見えるし、暗い空に吸い込まれていくようにも映る。やがてそれらは、広い山の空に、はらりと消えた。

　彼らは山に住まう低級霊だ。

　山に強い思念を残した者の魂の一部が実体化した、魔獣の一種である。

　低級霊を剣や槍やりで倒すことは難しく、浄化系のスキルか聖水によって退治するしかない。

　しかし、今消えていった低級霊たちは自ら決断し、天へと召されていった。

　そして、この奇跡が生まれたのだ。

　その場にいた者たちは、空を仰ぎ、顔を輝かせながらその光景に見入っている。

　側に垂すい涎ぜんの料理があっても、低級霊たちが生み出す幻想的な光景から目を離せずにいた。

　だが、その場にただ一人、幻想的な光景から目を背け、下を向いている青年がいる。

　ディッシュ・マックホーン。

　異世界ルーンルッドでは、神からの贈り物【スキル】が誰しもに必ず一つ与えられている。

　しかしディッシュは例外だった。何一つスキルを持たず、生まれてきたのだ。

　そのゼロスキルのディッシュの瞳ひとみは、目の前の砂の塊に向けられている。さらりとした真っ新な砂は、夜風に乗ると、低級霊と一緒に空へと向かった。

　ようやくディッシュの顔が上がる。

「俺もだ。ありがとな、ゴードン」

　いつも通り歯をむき出し、屈託のない笑顔を浮かべている。

　けれど、その頰は珍しく涙に濡ぬれ、低級霊が放つ光によってユラユラと揺れているように見えた。

　ディッシュの瞳に映っていたのは、夜天に展開される美しい光景ではない。

　それはこの六日間に起こった素晴らしい思い出だった。
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　激しい剣けん戟げきの音が、薄暗いダンジョンに響いていた。

　打ち合っていたのは、【光速】の聖騎士アセルス・グィン・ヴェーリンだ。

　暗いダンジョンの中で、まさしく光のように動き回り、魔獣を攪かく乱らんする。その青い瞳に映っていたのは、巨大な壁とも言うべき魔獣だ。

　ゴーレム──硬い岩や鉱石でできた巨大な魔獣である。今、アセルスが遭遇したゴーレムは特に大きく、まるでお城そのものが人化したような姿をしていた。

　アセルスはゴーレムの背後を衝つく。幸い相手の動きはのろく、スキル【光速】を使えば回り込むなど造作もないことだった。

「たぁあぁあぁあぁあぁあぁあ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いがダンジョンに響き渡る。天井近くまで飛び上がると、一気に剣を振り下ろした。

　ギィィィイィイィイィイィイィイイイインンンン!!

　耳をつんざくような音が、ダンジョンを貫く。

　全力の一振りに、顔を歪ゆがませたのはゴーレムではない。アセルスの方だ。

「一いつ旦たん退ひいてください、アセルスさん」

　声を荒らげたのは、アセルスの仲間フラムだった。赤髪の青年の拳こぶしにはすでに、燃えさかる炎が握られている。それを見て、アセルスはゴーレムの肩を蹴けり、離脱した。直後、フラムの【炎帝】のスキルが発動する。ゴーレムよりもさらに大きな火塊が炸さく裂れつした。

「やった！」

　フラムは歓声を上げる。一方地面に着地したアセルスは顔を上げ、敵の動きをつぶさに観察した。すると、突如ゴーレムの目が赤黒く光る。

「まだだ!!」

　アセルスが叫んだ瞬間、ゴーレムはフラムが放った炎を振り払った。表面こそ派手に黒焦げているが、その動きが鈍った様子はない。むしろ怒りが増し、激しく身体を振って動き出す。ダンジョンの岩壁を削ると、その瓦が礫れきの一部がフラムに向かって飛来した。慌てて、フラムはその場から退避するも、小さな破片が肩口に突き刺さる。

「大丈夫か、フラム」

「な、なんとか……」

　怪我をしていない方の手を上げる。一先ずアセルスはホッと息を吐いた。

「エリザ、フラムを回復させてくれ」

「は～い」

　間延びした声が緊迫した戦場に響く。司祭服を着た女性が、そっとフラムに寄り添った。スキル【聖癒】の使い手にして、【聖女】という綽あだ名なを持つエリーザベトだ。

　一ひと先まずアセルスたちは、ゴーレムが飛ばした瓦礫の中に隠れる。アセルスたちを見失ったゴーレムは、手当たり次第に周囲にあるものを壊し始めた。

「まさかたまたま見つけた山の中のダンジョンに、ゴーレムがいるとはな」

　アセルスは周囲を窺うかがう。どうやら古代の遺跡らしく、壁や天井のあちこちに難しい古代の文字や、道具あるいは魔石のようなものが張り付けられていた。

「どうしましょうか、アセルスさん。僕の炎が効かないんですけど！」

「これはぁピンチですねぇ。どうしましょ～かぁ」

「エリザさんが言うと、全然ピンチに思えませんよ。わかってます？　エリザさんの【聖癒】もあいつには効かなかったんですよ」

　ゴーレムはダンジョンなどに残った強い思念が、魔石などを含んだ天井や壁、あるいは石床に取とり憑ついて生まれる魔獣だ。故に、ゴーストなどを祓はらうことが可能なエリーザベトの【聖癒】が、一番有効な手段となるのだが、何故か通じないらしい。

「私の剣も通じない」

　アセルスは奥歯を嚙かみ、悔しそうに顔を歪める。

　いくら光のように動けても、硬いゴーレムの前では、アセルスでさえ無力だった。

「……仕方ない。一旦退却しよう。ギルドに報告して、対策を──」

　その時、アセルスたちの前を一陣の突風が吹き抜けていく。

　否──突風ではない。大きな狼だ。まるでダンジョンの床を滑るように走って行くと、ゴーレムに接敵した。突然の強襲にゴーレムの反応が遅れる。

「あれって確か……」

「ディッシュくんが飼ってる……」

「ウォン!!」

　アセルスが叫ぶ。その名前に呼応するかのように銀毛の神獣ウォンは吠ほえた。

「うぉぉぉぉおおおおおおお!!」

　吠ほえ声ごえをダンジョンに響かせながら、ウォンは巨大ゴーレムに激突した。

　巨大な砲弾が撃ち出されたように派手な音が鳴る。

　次の瞬間、アセルスたちが目撃したのは、胸部がバラバラになったゴーレムだった。

　重い音を立てて、ついにゴーレムは倒れる。幾度かその巨手を動かすような仕草をするも、静かにその機能を停止した。

「一撃!?」

「ウォンちゃん、やりますねぇ」

「────ッ！」

　フラムとエリーザベトが称賛する。アセルスは口を開けたまま固まっていた。

　あのゴーレムを一発で倒したのだ。さすがは神獣と言うべきなのか。それとも、ウォンそのものが強いのか。いずれにしても、Ｓランクの冒険者すら手こずる難敵を、ウォンがたった一匹でやっつけたのである。

　ウォンはゴーレムの残ざん骸がいの上に足を置き、勝利を誇るように長い遠吠えを上げた。

　呆ぼう然ぜんと見送っていたアセルスだが、すぐに意識を取り戻す。

「ウォンがここにいるってことは……」

「よう。アセルス、今日は変なところで会ったな」

　蓬ほう髪はつを乱し、背中に木製の背はい囊のうを背負った青年が立っていた。

　アセルスの友人であり、世界で唯一と言っていいゼロスキルの料理人ディッシュだ。

「ディッシュ！　どうしてここに？」

「いつも通りさ。ウォンと一緒に獲物を探し回っていたら、すごい音が洞どう窟くつから聞こえてきてよ。念のために中を覗のぞいたら、アセルスたちがいたってわけだ」

「そうか。……いや、助かった。このゴーレムには手を焼いていてな」

　そこでアセルスは、はたと気付いた。

　ウォンは強いが、ディッシュは戦闘能力が皆無だ。ゼロスキルなのだからそれは当然だろう。いくらウォンを従えているとはいえ、極力危険を避けるのが、山で生きる鉄則である。

　それでも、ディッシュは危険を顧みずダンジョンに飛び込んできてくれた。

　つまり、それは──と想像したアセルスは、顔を紅潮させ、ディッシュに熱烈な視線を送る。

「ディッシュ、君は──」

「なんだ？　アセルス。真剣な顔で……。しかも、顔が赤いぞ。もしかして風邪か？」

「ディッシュ、正直に言ってくれ」

　アセルスはガッとディッシュの肩を摑つかむ。無意識に顔を近づけ、じっとディッシュを見つめた。

「ディッシュがこのダンジョンにやって来たのは──」

「やって来たのは？」




「このダンジョンにおいしいものがあるからじゃないのか？」




「「「は？」」」

　ディッシュだけではない。横で聞いていたフラムやエリーザベトも固まった。

　だが、アセルス劇場に幕引きはない。突然、青せい天てんの霹へき靂れきとばかりにショックで表情を歪ませると、顔を手で覆いながら「見切ったぞ」と呟つぶやいた。

「ディッシュは獲物を捕る時、ウォンにお願いする。今回倒したのは、ゴーレムだ。つまり、今回の食材はゴーレムというわけだな？　そうだろ、ディッシュ!?」

　名推理とばかりにアセルスは一つ頷うなずき、自信満々に言い切る。

　その口元からは、すでに涎よだれが垂れていた。

「うーん。ゴーレムとはどんな味だろうか。見た目はそうだな。なんだか私の大好きなチーズにも見えるし、もしかしたら茹ゆでて牛酪のような味になったりするのだろうか。むふふふ。妄想するだけで涎が……。さあ！　ディッシュよ。今日はゴーレムでどんな料理を作ってくれるのだ？」

　ぺろりと舌を出して、目を輝かせる。ご馳ち走そうを待ち受ける子どものようだった。

「そんなわけねぇだろ」

「────ッ！」

「いや、そんな……。『ウソだ！』みたいな顔されても困るんだが。さすがの俺もゴーレムを食材にはできないぞ」

「そ、そうなのか？」

　アセルスはしゅんと下を向く。そして、何故か横でウォンも顎あごと尻しつ尾ぽを下に向け、落ち込んでいた。アセルスと同じく食べられると思っていたらしい。

　一方、ディッシュはウォンが倒したゴーレムに興味津々だった。ゴーレムのほとんどは、硬い鉱石でできている。さすがに食材でないものを料理することは、ゼロスキルの料理人とて不可能だ。

「けど、こいつでうまいパンを作ることができるかもな」

「うまい？」

「パン～！」

「おおおおお!!」

「うぉん！」

　三人と一匹の瞳が輝く。

「こいつの一部をダンジョンから運び出す。手伝ってくれるか、アセルス？」

「ももももももちろんだ、ディッシュ！　おいしいパンのためなら、なんだってするぞ！」

　そう言って、アセルスは割れたゴーレムの一部を持ち上げる。【光速】を使って、すいすい運び始めた。その動きに、仲間はもちろん、ディッシュとウォンも圧倒される。

「さすがはアセルス……。あいつの食い意地は世界一だな」

　にしし、とディッシュはいつも通り笑うのだった。
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　次の日。休みだったアセルスは、勝手に付いてきたフラムとエリーザベトを伴い、『長老』の根元にやってきた。

　すると、ディッシュは昨日運び込んだゴーレムの一部を使って、中が空洞になるように何やら組み立てている。今回のゴーレムの身体は、ダンジョンの壁や床を利用して生まれたからなのか、直線的な素材が多い。岩場で生まれるゴーレムはゴツゴツしているが、古い遺跡で生まれるゴーレムの身体は表面がとても滑らかな形をしているのだ。

　それ故に、とても組み立てやすいと、ディッシュは上機嫌だった。

　淡々とゴーレムの一部を積み上げていく。

「ディッシュ、何を作っているのだ？」

「窯だ」

「窯？」

「そうだ。ゴーレムを材料にして、石窯を作ってるんだ。言ってみれば、ゴーレム窯だな」

「「「ゴーレム窯!!」」」

　アセルス、フラム、エリーザベトの三人の声が揃う。

　石窯というものは知っているし、その構造もなんとなく理解している。

　だが、ゴーレムを材料にして、石窯を作るなんて見たことも聞いたこともなかった。

「ご、ゴーレムなんかで石窯ができるんですか？」

　フラムは尋ねずにはいられなかった。

　確かにゴーレムの材料は鉱石だから、窯の材料に適しているように感じる。しかし、窯として使うには、高い耐久性が必要になる。さらに窯の中で薪まきをくべ、火を点つけるのだから、耐熱性もほしいところだ。ゴーレムといえど、所しよ詮せんは魔獣である。簡単にできるとは思えなかった。

「うまくいくとは思えません」

「でも、フラム。こいつは、お前の炎に耐えたって話じゃねぇか」

「う──」

「アセルスの剣も通らなかったんだろう」

「うむ。その通りだ、ディッシュ」

　横で聞いていたアセルスが、うんと頷いた。

「アセルスたちはすっげぇ冒険者だ。でも、その攻撃が効かなかったってことは、このゴーレムは耐久性も耐熱性も優れてるってことじゃないのか」

「なるほどぉ……。たしかにぃ」

　エリーザベトはのんびりとした声を上げて、手を打った。

「ディッシュよ、私が訊ききたいことは一つだけだ」

「ん？　どうした、アセルス？　そんな真剣な顔をして」

「パンはいつできる？」

　ずでん、とフラムとエリーザベトがすっ転ぶ。

　パーティーのリーダーであるアセルスの食い意地はやはり筋金入りだった。

「落ち着けよ、アセルス。まだ窯を作ってる最中なんだ。……よし。これでいいだろう」

　ディッシュが残りの材料を置くと、立派な窯が完成した。

　そしてポケットから何やら取り出す。

「ディッシュ、それは？」

「昨日拾った魔石だよ。材料を重ねただけじゃ味気ないだろ？　ちょっとした装飾だな」

　窯の上の方にちょうど魔石が入るぐらいの凹へこみがあり、ディッシュはそこにはめた。

　瞬間、魔石から光が漏れ出す。まばゆい光にディッシュたちの目が眩くらんだ。

「ちょ！　何なんですか！」

「あら～、これはぁ～」

「ディッシュ！　ディッシュは無事か？」

「俺は無事だぞ。しかし、なんだ、この光は！」

「うぉん！」

　最後にはウォンまで出てきて、各人がおののく。

　光はすぐに止やんだ。一体何なのかと思い、その場にいる全員がゴーレム窯の方を向く。

　すると、妙な声が聞こえてきた。

『アレ？　ココ？　ドコ？　ワタシ、ダレ？』

　…………。

　沈黙が落ちた。全員が辺りを見渡す。

「ちょ！　エリザさん、急に変な声を上げないでくださいよ」

「何を言っているんですかぁ、フラム。私はぁ何も喋しやべってませんよぉ」

「お前じゃないのか、フラム。どう考えても、男の声だったぞ」

「いや、違うぞ、みんな」

　互いを警戒するアセルスたちに、声をかけたのはディッシュだった。

　その相棒であるウォンも、何かに気付いたらしい。

　鼻の頭に皺しわを寄せると「う～」と低く唸うなり、たった今完成したゴーレム窯を睨ねめつける。

「声は窯の方から聞こえた。間違いなくな」

「窯？」

「そんな……。もしかして、ゴーレムが蘇よみがえったとか」

「でもぉ、たとえゴーレムさんが生き返ったとしてもぉ、喋るのはおかしいですよぉ」

　皆の視線が、ゴーレム窯に集中する。すると窯の上部に何か目のようなものが光っていた。

　なんだか、目を右左にさせていることから、向こうも戸惑っているらしい。

「俺の名前はディッシュってんだ。お前、何者だ？　ゴーレムなのか？」

『ごーれむ？　ワカリマセン。ナニモ、ワカラナイノデス』

「記憶喪失ってことか？」

　何もわからない……。ゴーレムの回答を聞いて、困り果てたのはディッシュたちの方だった。

　すると、死霊系魔獣に詳しいエリーザベトが前に進み出た。

　エリーザベトが注目したのは、ディッシュが最後にはめた魔石である。

　注意深く観察した後、「なるほどぉ」と唸った。

「どうやらぁ、この魔石の中にぃ、強い人間の思念が残っていたようですねぇ」

「魔石に残っていた人としての思念と魔力が、このゴーレム窯に意志を与えたということか」

　試しにはまった魔石を取り除こうとするが、完全に窯に定着して、抜くことができない。どうやら魔石に宿っている魔力が少なすぎて、手が生えたり足が生えたりしてゴーレム化することはなさそうだが、構造そのものは魔獣と呼称してもよい存在である。

　アセルスは顎に手を当て考え込んだ後、一つの決断を下す。

「浄化しよう」

「え？　ちょっと待てよ。こいつは窯だぞ。ゴーレムじゃねぇ」

　反論を聞いたアセルスは、冷静にディッシュを諫いさめた。

「ディッシュの言う通りだと思う。これは窯に定着したゴーレムだ。しかし、だからといって、無害というわけではない。いつ手が生え、足を伸ばして襲ってくるかわからないのだ」

「でもよぉ……」

「ディッシュ、聞き分けてくれ。魔獣の恐ろしさはお前もよく知っているだろ」

「そもそもディッシュさんは、なんでゴーレムをかばうんですか？」

「それは……」

　フラムの質問を聞いて、ディッシュは胸に手を置いた。

　ディッシュも理解しているのだ。このままゴーレム窯を放置する危険性を。

　しかし、それでも──。

『ヨロシイノデハナイデショウカ？』

　ディッシュの反論を遮り、ゴーレムから再び声が漏れる。

『ワタシハ、ワタシガ、ナニモノカヲ、シリマセン。デモ、アナタタチニトッテ、ユウガイデアルナラ、ハイジョスベキデス。ワタシハ、アナタタチニ、メイワクヲカケタクナイ』

　思いも寄らぬ提案だった。ゴーレムの方から浄化してほしいと言ってきたのだ。皆の脳裏に「実は悪いゴーレムではないのではないか」という思考がよぎる。

　だが、アセルスたちは冒険者だ。魔獣狩りの専門家である。たとえ虚を突く一言があっても、油断するわけにはいかない。ゴーレム自身がそうしろと言っているなら、粛々と実行するだけだ。

『アノ……。ディッシュサン』

「なんだ？」

『ワタシヲ、カバッテクレテ、アリガトウゴザイマス。デモ、ワタシハ、アナタニ、メイワクヲ、カケタクナイ。ダカラ、キエマス』

　ディッシュは握った拳こぶしを下ろす。ここまで言われたら、さしものディッシュも何も言えなかった。下を向き、押し黙ると、ディッシュの悲哀を察したウォンが、ペロリとその頰を舐なめる。

『デハ、オネガイシマス』

「ああ……。エリザ、頼む」

「はいはーい」

　エリーザベトは魔力を練り、集中する。

　やがてスキル【聖癒】を解き放った。

『サヨウナラ、ミナサン』

　神々しい光が窯の周りを覆う。視界が白く染め上げられ、ゴーレム窯を包んだ。

　やがて光は収縮し、元の風景に戻る。深緑から漏れる日差しが、優しくディッシュたちを照らしていた。

　沈黙した窯をじっと見つめていたのは、ディッシュである。

　そのディッシュに、アセルスは同情するような視線を送った。

「すまん、ディッシュ」

「いや、お前は冒険者として当然のことをしただけだ。ただ──」

「ただ？」

「名前ぐらい付けてやりたかったな」

　ディッシュはぼんやりと呟つぶやく。ゴーレムが天に召された空へと顔を向けた。その頰をウォンがペロリと舐め、飼い主を励ますと、ディッシュはその顎あごを撫なでて安心させた。

「さて、まあ……。とりあえず、飯でも作ろう。落ち込んだ時ほど、腹いっぱい食べるもんだ」

「おお！」

「待ってたよ、ディッシュさん」

「楽しみですぅ」

　ご飯を食べるため、皆が一いつ旦たん窯に背を向ける。その時だった。

『アノゥ……』

　再び窯から声が聞こえ、慌てて一同は振り返る。

　窯の上部にある目も、ディッシュがはめた魔石も煌こう々こうと輝いていた。

「な、なんで？　まだ喋ってるの？　この窯！」

「おやおやぁ。わたしの【聖癒】で浄化されたはずなのにぃ」

「【聖癒】が効かなかったのか？」

　アセルスたちはおののく。ディッシュも呆ぼう然ぜんと見つめるだけだ。

　一方、ゴーレムの方も目を八の字にして、困っていた。

『ド、ドウヤラソノヨウデス。ドウシタラ、イイデスカ？』

　どうしたらって──。

　アセルス、フラム、エリーザベトは顔を突き合わすが、誰も答えることができない。

　その横で、ディッシュは再び窯の前に立つ。口角を上げ、嬉うれしそうな表情を浮かべていた。

「どうしたらって、そりゃ決まってんだろ？」

『ハイ？』

「お前に名前をやる。お前は、今日からゴードンだ」

『ゴードン？　ワタシノナマエ……』

「ああ。よろしくな、ゴードン！」

　ディッシュは握手をするように、ゴードンと名付けられた窯の表面を撫でるのだった。




　結局、アセルスたちはゴードンと名付けられたゴーレム窯を祓はらうことはできなかった。

　エリーザベトの見立てでは、どうやらディッシュが持ち込んだ魔石に原因があるらしい。あの魔石は元々人が持っていた物で、その強い残留思念が窯に乗り移り、定着してしまったようだ。その持ち主も、ゴードンで間違いないのだが、そこから誰かを特定することは、【鑑定】スキルを持つギルドの受付嬢フォンでも難しいことだった。

　一方、ディッシュはゴードンを使って、パンを焼こうとしていた。ゴードンの中にぽっかりとできた空洞の中に薪を詰めていく。火種を入れ、しばらく経った後、煙を吐いて炎が上がった。

『ヒィ！　ヒィィイィィイィイイィイィイイ!!』

　突然、ゴードンが悲鳴を上げる。

『ヒィ！　ヒガ、ヒガ！　ワタシノオナカデ、モエテル！　ヒィ、ヒィイイイイ!!』

「大丈夫だ、ゴードン。お前は窯なんだ。これぐらいの火はへっちゃらさ」

『デ、デモォ、ディッシュサン、ディッシュサンノ、オナカノナカデ、ヒガモエテタラ、コワクナイデスカ？』

「いや……。便利だと思うけどなあ。自分の腹でパンが焼けるんだぜ」

『ソンナフウニ、オモエルノハ、ディッシュサンダケデスゥ！』

「にしし……。まあ、いいや。とりあえず一回焼いてみようぜ」

『チョ！　マッ……。ココロノジュンビガ……ヤメ────ヒィイィイィイィイィイィイイィ!!』
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「これもダメか……」

　真っ黒に焦げたパンを見ながら、ディッシュは肩を落とし、近くの切り株に腰を下ろした。

　ゴードンが来てから四日が経過しようとしていた。しかし、一度もパンは成功していない。顔を煤すすだらけにしたディッシュは、真っ黒になったパンをテーブルに置いた。焦げた部分を取って食べるものの、中の生地の食感はかさかさで、まるで藁わらでも食べているようにもっさりとしている。

　寝床から下りてきたウォンに差し出すが、もう失敗したパンには飽きたらしい。

　その辺の木の実にかぶりつき、お腹を満たしていた。

『スミマセン、ディッシュサン。ワタシガ、オクビョウナバッカリニ……』

　目を八の字にして、ゴードンは謝る。

　ゴードンはいまだ火を怖がっていた。窯に火を入れる度に、ゴードンが興奮して、その魔力に反応して火力が上がってしまうらしい。言わば、窯の中はゴードンの心の中なのだ。

「ゴードンのせいじゃねぇ。俺がうまく温度の管理ができていないからだ」

『オンド、デスカ？』

「パンってすっげぇ難しい料理なんだ。たいていの料理は、鍋なべにぶち込めばおいしくできる。けれど、パンは違う。材料をレシピ通りに作っても、うまく作れる日とうまく作れない日があるんだ」

『ソレハ、ドウシテデスカ？』

「その日の気温と空気中の水分量だな。それだけで微妙に違ってくる。その少しの差が、このパンってわけだ」

　ディッシュはかさかさのパンを口に入れた。

　こんなものでも、腹の足しぐらいにはなる。それに、今度こそおいしいものを作ってやろうという気概にもなるのだ。

「焼き加減も一緒だ」

　石窯は一旦窯の中で薪まきをくべて、燃やす。しばらく窯の中を温めた後、火と灰を取り除き、その余熱でパンを焼くのが一般的な使い方だ。余熱で焼くため、火力自体パンには影響がない。温度を管理するディッシュの経験値が、単に足りないだけなのである。

「夏の日と冬の日だけで、温度の下がり方は目に見えて違うし、空気が湿っていると、それでもまた下がる。絶妙な温度を、その日の気温や天気に合わせて、調整しなければならないんだ」

『スゴイデスネ』

「パン職人はみんなやってることだ。俺はまだひよっこってだけさ」

　ディッシュはゴーレム窯に手を入れ、中の温度を確かめる。鑑定系のスキルの中には、温度を数字で計測できるスキルもあるらしいが、ディッシュにそんなスキルはない。だから、こうやって手で温度を測り、身体に覚え込ませているのだ。

『ディッシュサン。ヒトツ、オキキシテイイデスカ？』

「ん？　なんだ？」

『ドウシテ、ワタシヲ、アノトキ、カバッテクレタンデスカ？』

「かばう？　ああ、最初の時のことか。うーん。そうだな。うまく言えねぇけどよ」




　ゴードンともうちょっと喋しやべりたかったからかな。




『ワタシト？』

「俺さ。スキルを持ってねぇだろ？　昔から友達がいなくて、よく自分が使ってる仕事道具に喋りかけてたんだ。だから、いつか喋り返してくれねぇかなあって思ってたら──」

『ワタシガ、アラワレタ、ト──』

「ああ……。お前が喋った時、俺──すっげぇワクワクしたんだ。どんなことを喋るんだろうって思ってさ。だから、抑えきれなくなって、ついアセルスにわがままを言っちまった」

『スミマセン。ワタシガ、ヒトノレイデ……』

「いいって。気にすんなよ。俺の料理の話もいいけどよ、俺はもっとお前の話が聞きてぇ。何か思い出したことはあるか？　ダンジョンに棲すみついていたってことは、たぶんゴードンは冒険者か何かなんじゃないのか？」

『スミマセン。オボエテイナイノデス』

「そうか。悪いな、急せかしてしまって」

『イエ。……デモ、ヒトツダケ、オモイダシタコトガ、アリマス』

「お……。なんだ？」

『ワタシノイエニモ、カマガアリマシタ』

「かま？　おお！　ゴードンの家にも、窯があったのか？」

『ハイ。ツマガヨク、ソノカマデ、パンヲ、ツクッテマシタ。アサ、コドモトイッショニ、タベテ……。イセキヘ……』

　そこでゴードンははたと気付いた。

　ディッシュも目を輝かせている。

「ゴードン！　お前、奥さんと子どもがいるのか？」

『ハイ！　ドウヤラソノヨウデス』

「やったな！　思い出してきたじゃねぇか！」

　ディッシュはゴードンを叩たたき、荒々しく労いたわった。

　そして、ディッシュは額の汗を拭ぬぐう。

「さあ！　もうひと頑張りしようぜ、ゴードン」

『ハイ！　アノ……ディッシュサン、オネガイガアリマス！』

　記憶が一部戻ったことが影響しているのか。ゴードンは何か意を決した様子で、ディッシュに提案する。いつも八の字に曲がった目は、逆八の字を描き、やる気を漲みなぎらせていた。

『オンドノカンリヲ、ワタシニ、マカセテクレマセンカ？』

「え？　温度の管理ができるのか、ゴードン」

『コノカマノナカハ、ワタシノココロデス。ワタシノコトハ、ワタシガ、イチバンワカッテイマス。サッキノオンドモ、オボエテイマス』

　それを聞いたディッシュの目の色が変わる。

「ゴードン、お前……。さっきまでの温度を覚えているのか？」

　だとしたら、すごいことだ。

　さっきは焼きすぎだった。おそらく余熱の温度が高すぎたのだろう。それならば、温度を低くして、パンを焼けばいいのだが、これが口で言うほど簡単なことではない。人間の感覚というのは、時に優れているが、時に騙だまされやすい性質を持っている。たとえ、ディッシュが適温だと判断しても、先ほどよりも温度が下がっているか保証はない。

　だが、ゴードンはそれをきちんと覚えているという。

『ハイ。ダイジョウブデス』

「よし！　じゃあ、もう一回だ！」

『ハイ！』
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　とっぷりと夜が更けた丑うし三みつ時どき。

　ディッシュは家へ帰り、ゴードンも目を瞑つぶっていた。

　不思議なことに、この身体にはちゃんと睡眠をするという習性が残っているらしい。だが、姿勢として立ったまま寝ているような状態ゆえ、うまく寝付けないでいたが、四日目ともなると慣れてきた。『長老』の根元で鼾いびきを響かせながら寝ていると、カタカタと奇妙な音が聞こえてくる。

　ハッと瞼まぶたを持ち上げると、テーブルの上の豚の頭ず蓋がい骨こつと目が合った。

「お前だな。新入りってヤツは？」

『ヒッ！　ガイコツガ、シャベッタ！』

　ゴードンは目を丸くする。

　だが、随分と瘦やせた骨だった。それになんだかいい匂いがする。

「我が輩はマジック・スケルトン！」

『マジック・スケルトン？　──ッテ、マゾク??』

「ほう。そういう記憶はあるようだな、ゴードンとやら。我われこそは古きは魔獣を使役し、世界を絶望へと誘った種族の末まつ裔えいなり！」

『ド、ドウシテコンナトコロニ、マゾクガ……。ソシテ、ドウシテ、オイシソウナニオイヲ、サセテイルンダ？』

「黙れ！　人霊風情が、我が輩の出自など気にするな」

『イ、イッタイ、ナニヲシニ、ココニ？』

「愚問だな、我が従属者よ。我が輩はお前に用があって来たのだ」

『ワタシニ？』

　ゴードンはパチパチと目を瞬かせた。

「問おう。貴様、我の仲間になるつもりはないか？」

『な、仲間？』

「ふん。確認するまでもないな。ゴーレムの中にいる人霊よ。我が輩が見たところ、お前はこの世界に強い未練があるのだろう。あの【聖女】ですら祓えない強い未練がな。我が輩が知るところによれば、そういう強い未練は往々にして──憎しみだ」

『ニクシミ……』

「そう。人間の感情の中で、憎悪こそもっとも強く、崇高な感情よ。今でこそ落ち着いているが、お前にもあったはずだ。強い憎しみ、あるいは恨みが……」

『ウラミ……』

「お前はあのダンジョンの中で、人霊として彷徨さまよっていた。おそらくお前は冒険者か、遺跡の探検家だったのだろう」

『イセキノ……。タンケン…………。ウゥ……。アタマガ────！」

「そしてお前は遺跡の中で命を失ったのだ。それは何故だ？　魔獣に襲われてか？　それとも遺跡のトラップに引っかかったのか。それとも──」




　誰かに殺されたか……。




　その言葉を聞いた時、ゴードンは落雷に当たったようなショックを受ける。

　瞬間、脳裏に様々な映像が浮かんだ。それは紛れもなくゴードンの記憶だった。

『アア……。ソウダ。ワタシハ、イセキノタンケンカダッタ。デモ……。ソウ──アレハ、イセキタンケンノ、ガイドヲ、ツトメテイタトキノコトダ』

　たまたま遺跡で未発見の通路を見つけ、価値の高い財宝を見つけた。

　しかし、財宝を巡って、仲間同士でのいざこざが始まり……。

「ほう……。で、仲間を殺したのか？」

『チガウ！　ワタシハ、ナカマヲトメヨウト……』

　仲間を助けようと間に入り、運悪く急所に短剣が刺さって、そのままゴードンは死んでしまった。

「それはさぞ無念であったであろう。仲間がお前を殺した。可哀想よな。そんな些さ細さいないざこざで、お前は命を断たれた。お前の妻も子どもも泣き叫び、さぞ悲しんだことであろう」

『妻……。子ドモ……』

「そうだ。お前はもう二度と妻にも子どもにも会えぬ」

『会えなイ……』

　どんどん、ゴードンの口調が自然になっていくにつれ、強い感情が漏出する。

　その様を見て、マジック・スケルトンはからりと顎あごを上げて、笑った。

「遺跡探険家になったのは何故だ？　そこにやりがいを感じていたからではないのか？　ああ、可哀想に……。お前はもう二度と遺跡探険はできぬぞ。それはどうしてだ？　誰がお前を殺した？　そうだ。人間だ！　お前は人間を殺すために生まれたのだ。さあ、己を解放しろ。今一度、ゴーレムとして覚かく醒せいし、人間に恐怖と絶望を与えるのだ」

『恐怖……。絶望……』

　ゴードンの怒りは頂点に向かうと思われた。しかし、逆に怒りは収まっていく。

「何故だ？　人間を恨んでないのか？」

『恨んでないかといえば、たぶんチガウでしょう』

　ゴードンは静かに話しかける。

　その口調はほぼ人間の時と変わらないものになっていた。

『けれど、ワタシは今、遺跡探険家などではありません。ゴードンです。ディッシュさんの窯なのです。彼はとてもワタシを大事にしてくれル。それは仇あだを討つことよりも、もっと幸せなことだとワタシは気付いたのデす』

「貴様！　ええい！　かくなる上は──」

　マジック・スケルトンは魔力を練る。だが──。

「うぉん！」

「へ？」

　気付いた時には、マジック・スケルトンはどこからともなく現れたウォンに嚙かまれていた。すると、ウォンはべろべろと表面を舐なめ始める。

「や、やめて！　舐めないで！　溶ける！　唾だ液えきで溶けちゃうから！　我が輩の骨密度が！　なくなっちゃう！　お願いやめて！」

「うぉん！」

「べべべべべ、別にいじめてなんかないっスよ。ちょちょちょちょっと、新入りに口の利き方を教えてやっただけで！　あん！　やめて！　甘あま嚙がみ！　甘嚙みでお願いしゃす！　ウォン様ぁ!!」

　マジック・スケルトンは、ウォンに弄もてあそばれながら、どこかへ消えてしまった。

　再び静かな夜がやってくる。鬱うつ蒼そうと茂る木々の合間から、綺き麗れいな月が見えた。

『ワタシは幸せだ。もう一度、あんなに綺麗な月を見ることができたのダから……』

　そう言って、ゴードンはそっと目を瞑るのだった。
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　ゴードンが『長老』にやってきて、六日が経とうとしていた。

　今、アセルス、フラム、エリーザベト、ウォン、さらにはアセルスの従者であるキャリル、グランソンが、ゴードンと名付けられたゴーレム窯の前で、固かた唾ずを吞のんでいた。

　その先頭に立っていたのは、ディッシュだ。腕を組み、じっと窯を見つめている。

　ゴードン自身も何か緊張した面持ちで、せわしなく目を左右に動かしていた。

「そろそろだな」

　ディッシュは窯の前に置いた煉れん瓦がを取り払う。

　すると、芳ほう醇じゆんな香りが各人の鼻を突いた。焼きたてのパンの香りだ。いつまでも嗅かいでいたい、そんな優しい芳香に包まれ、皆の身体が自然と弛し緩かんした。

　厚手の手袋をはめ、ディッシュは窯の中に手を伸ばす。

　窯の中にぽっかりとできた闇から現れたのは、程よく焦げ目がついたパンだった。

「おお！」

　アセルスは目を輝かせると同時に、唇を舐める。

　ディッシュは早速、パンに短剣を入れる。やはり外側はパリパリだ。こぼれたカスすらおいしそうに見える。俄が然ぜん、周囲の期待が高まる中、はらりとパンが切れた瞬間、夏空に浮かぶ雲のような白い断面が現れた。

「「「「「おお!!」」」」」

　歓声が上がる。

　キメが細かい。気泡は小さく、かつ均一だ。断面の毛羽立つ感じも一切なく、うっとりするほど綺麗であった。ディッシュは短剣ではなく、今度は手でちぎってみる。すると、ふわっと綿を裂くようにパンがちぎれていく。それだけで、パンのふわふわ感が容易に想像できた。

　いよいよ味を確認する。ディッシュは一部をちぎり、口の中に入れた。

　一つ、二つと顎を上下させ、よく味わう。そしてカッと目を開いた。

「うめぇぇえええぇぇぇえぇえぇええぇ!!」

　ディッシュは唸うなった。先ほどまで強こわばっていた顔が、空気が抜けたように緩んでいく。

　その様を見ただけで、アセルスはじゅるりと唾つばを飲み込んだ。

　今にも、パンではなくて、緩んだ顔のディッシュに襲いかかりそうな勢いである。

「ディッシュ！　私にも食べさせてくれ！」

　アセルスは懇願する。ディッシュはいつも通り「しょうがねぇなあ」と言いながら、にししと笑った。アセルスだけではない。フラム、エリーザベト、さらにはウォンやキャリル、グランソンも願い出る。どうやらみんな食べたかったようだ。

　ディッシュはとりあえず人数分を切り分け、それぞれに差し出す。

　パンを耳ごと囓かじるもの、小さくちぎって食べるもの、人それぞれの食べ方があったが、ともかくディッシュとゴードンの共作したパンが、人の口の中に消えていく。

「うんまあぁあぁああぁああぁあぁあぁあぁあぁあぁあぁあ!!」

「うまっ！　僕、こんなおいしいパン食べたことがないですよ」

「う～ん。おいしいですぅ」

「うぉぉおおぉぉおおぉおぉおぉぉおんんんんん!!」

　もっちりとしながらも、決して食感が軽いわけではない。程よくしっとりしていて、嚙み応えも十分ある。味もいい。牛酪のほのかな甘みが口内に染み込んでいく。

　しかし、何よりも香りだ。

　パンを食はんだ瞬間、香ばしい匂いが爆発的に広がっていく。

　これは出来立てでしか味わえない一種の贅ぜい沢たくであろう。

　特にゴーレム窯で作ったパンの香りは、普通の石窯よりも濃いように感じる。

「この耳もカリカリとしていて、私好みだ」

　貴族の淑女であることも忘れ、豪快にアセルスはパンにかぶりつく。

　カリッと頭頂にまで響く気持ちのいい音を立て、パンの耳を頰張っていた。

「驚きました……」

　薄い眉び宇うを動かしたのは、ヴェーリン家の執事グランソンである。

「こんなにもちもちしたパンを食べたのは、初めてです。王宮の職人でも作れるかどうか」

「はい。わたくしもそれが気になりました。柔らかいパンはいくらでもありますが、こんなにしっとりとして、もちもちのパンは初めてです」

　同じくメイドのキャリルも、摩ま訶か不ふ思し議ぎとばかりにパンを観察している。

「それに、この断面は白すぎます。普通の石いし臼うすで挽ひいたのでは、ここまで綺麗にはならないはずです。何か秘密があるのではないですか、ディッシュさん」

　ルーンルッドで売られている一般的なパンは、どちらかといえば黒いパンが多い。

　小麦粉の素となる胚はい乳にゆうだけではなく、表皮や胚はい芽がも一緒に混じっている全粒粉のパンが、ほとんどだからだ。しかし、貴族や王族が食べるパンは、胚乳だけの真っ白なものが好まれる。それ故に、石臼で挽いた後に篩ふるいにかけるのだが、その選別方法にも限界はある。

　時間をかければ、すべて取り除けるかもしれないが、それには膨大な時間がかかってしまうのだ。

「ああ。それはな。俺専用の石臼があるんだ」

「ディッシュ殿の専用の石臼ですか？」

「まあ、石臼というよりは、歯臼なんだけど」

「はうす？」

　すると、ディッシュは異様な形をした白い臼を持ってくる。

　その姿を見て、皆が愕がく然ぜんとした。最初に口を開いたグランソンが恐る恐る質問する。

「これはもしや……。魔獣の歯ですか？」

「正解！　こいつは、ビッグホーンっていう魔獣の歯だよ」

「「「ビッグホーン!!」」」

　アセルス、フラム、エリーザベトが同時に叫んだ。

　ビッグホーンとは、その名の通り大きな巻角を持った巨大な羊の魔獣だ。

　水辺や草原を好み、魔草などの草葉を食べて生活している。気き性しょうは荒く、人間を食べることはないが、外敵を追いかけ回す習性を持つ危険な魔獣だ。

「ビッグホーンってめちゃくちゃグルメでな。あいつらは胚芽や表皮は絶対に食べねぇんだ」

「じゃあ、どうやって選別しているんですの？」

　キャリルは首を傾げ、ふわりと尻しつ尾ぽを振った。その質問に対して、ディッシュは歯臼を開いて見せる。中はすり鉢のようになっていて、上下で歯の間隔が違っていた。上うわ顎あごの歯は間隔が狭く、下した顎あごの歯は間隔が広い。

「ビッグホーンは下顎の歯と、上顎の歯を回すようにして食べるんだ。具体的に言うと、間隔の広い下顎で小麦の実を摑まえて、間隔の狭い上顎の歯で身を引っかけて、殻と胚芽を取るんだ」

　ディッシュが実践してみせると、綺麗に小麦の実が、表皮と胚芽、胚乳に分かれた。

「すごい！」

　キャリルが感嘆の声を上げれば、グランソンも呆あつ気けに取られた様子だった。二人とも料理を作るため、ディッシュがやっていることが、どれだけすごいことか理解できるのだ。

「ビッグホーンはこのまま食べちまうけど、小麦粉としては荒いからな。だから、もう一度石臼で挽いて、細かくしたのを使ってるんだ」

「驚きましたわ。まさか脱穀するのに魔獣の歯を使うなんて」

「ええ。このグランソン、感服しました。魔獣の一部を調理器具に使うとは……。ディッシュ殿ならではの発想ですね」

　ヴェーリン家のメイドと執事は、感心しきりだった。

　だが、ディッシュは首を振る。

「俺だけの力じゃないぞ。ゴードンがいなければ、こんなにおいしいパンを作れなかったと思う。──な！　ゴードン！」

　パンにとって温度は絶対だ。生地を練り上げる時、発酵させる時、焼き上げる時にも温度管理の問題が付きまとう。だが、ゴードンは一度感じた適温を覚えていた。ディッシュよりも正確にだ。

　おかげで発酵させる時ですら、ディッシュはゴードンに手伝ってもらい、結果的においしいパンを作り上げることができたのである。

「このもっちりとした生地も最高だな。これも絶妙な温度管理のおかげだろうか」

　アセルスは舌鼓を打つ。ディッシュはそれにも解説を加えた。

「ゴードンの窯の中は、普通の窯よりも魔力が高い。だから、火の精霊が寄り付きやすいんだろうな。精霊が宿るパンはうめぇぞぉ。あいつらが勝手にパンの中と外を均等に温めてくれるからな。外はカリッと、中はもっちりとした焼き上がりになるんだ」

「そうか。ゴードンって、精霊にも愛されているんだね」

「良い魔獣もいればぁ、悪い魔獣もいるのですよぉ」

　フラムとエリーザベトも、ゴードンを讃たたえる。

『……………………………………』

「ん？　どうした、ゴードン？」

　ディッシュはゴードンを小突く。すると、遅れて反応があった。

『…………ア、すみません。ディッシュさん。何か言いましたカ？』

「なんだ、お前？　もしかして寝てたのか？　まあ、毎日ぶっ通しでパンを焼いていたから無理もないか。ありがとな、ゴードン。お前のおかげでうまいパンを焼くことができたよ」

『いえ。ワタシではありませン。ディッシュさんの努力の賜たま物ものでス。ディッシュさんが、頑張っていたから、ワタシも頑張れたのだと思いまス』

「ゴードンなら、ディッシュを任せられそうだ。ディッシュの助けになってやってくれ」

「アセルスさん、そんなことを言っていいんですか？　ゴードンは魔獣なんですよ」

　若いながら、真面目で慎重なフラムがアセルスをたしなめる。だが、パーティーのリーダーであるアセルスに迷いはない。その青い瞳ひとみも澄み切っていた。

「大丈夫だ、フラム。こんなにおいしいパンを焼けるのだ。おいしいご飯を作る人間に、悪いヤツなどいない」

「それって、アセルスさんが単にパンを食べたいだけじゃないですか」

「バレたか。……というわけで、ディッシュ！　もう一斤パンを焼いてくれ」

　アセルスが食べたパンは、たった一切れだ。食いしん坊の聖騎士のお腹が、たったそれだけで満足するはずがない。すかさず、おかわりを所望する。

　すると、ディッシュはその期待に応えるように「にしし」と笑った。

「アセルスよ。お前は、パンを食べるだけで満足か？」

「む？　どういうことだ？」

「このパンをもっとおいしく食べたくないのかって訊きいているんだよ」

　ディッシュは口角を上げる。どこか悪魔じみていた。

　その表情を見て、反応したのはキャリルだった。

「なるほど。だから、わたくしにこれを持ってこいと言ったのね」

　キャリルは持ってきた荷物の紐ひもを解く。薄い布にくるまれていたのは、一本のチーズだった。

　封を切っただけで漂ってきた芳香に、皆が酔いしれる。

　一際反応したのは、チーズを好物とするアセルスだ。

「でぃ、ディッシュ！　チーズで何をするのだ？　もしかして、ピザでも作るのか？」

「ピザも悪かねぇが、この窯はパン専用なんだ」

「で、では──」

「チーズっていや、もう一つ代表的な料理があるだろ」

「まさか!!」

「そう、始めるぞ。ゼロスキルのチーズフォンデュパーティーをな!!」





◆◇◆◇◆






　ディッシュは、キャリルとグランソンに手伝ってもらいながら、チーズフォンデュの準備を始めていた。チーズフォンデュ担当は、キャリルだ。屋敷でもよく作るらしく、手早く材料を混ぜて、ディッシュが作った炉に鍋なべをかける。

　その横で、ディッシュとグランソンがパン以外の材料の準備にかかっていた。

　アセルスはその様子を、目をキラキラさせながら見つめている。自然と鼻はな唄うたを歌い、お尻しりまで振って軽く踊り始めた。そのアセルスの肩をエリーザベトが叩たたく。珍しく浮かない顔をしていた。

「どうした、エリザ？」

「アセルスぅ、ちょっとお話があるのですよぉ」

　二人は『長老』の根元にある炊事場から離れていく。

　すると、エリーザベトはある事実をアセルスに告げた。それを聞き、アセルスの表情が曇る。

「ディッシュは、その事実を知っているのだろうか？」

「さあ……。でもぉ～」

「そうだな。ディッシュは魔獣の専門家だ。私たち以上に魔獣のことを知っている。知らないはずがないか。……だとしたら、少々残酷かもしれないな」

　ゴードンから目を離し、アセルスはディッシュの方を心配そうに見つめるのだった。





◆◇◆◇◆






　料理の準備は整った。

　すでに『長老』の根元には、チーズの良い香りが漂っている。皆がそれぞれ選択した飲み物を構え、乾杯を待っていた。その中心にいたのは、ディッシュだ。此こ度たびの幹事は、早速パーティーの主役を紹介する。

「今日は、ゴードンの歓迎会だぞ」

『ワ、ワタシの？』

「そうだ。優秀な俺の相棒を、みんなに紹介したくて家まで来てもらったんだ」

『ワタシのために……。みなさん、ありがとうございます』

「じゃあ、新しい『長老』の住人を祝して──」

「「「「「「乾杯！」」」」」」

　喜びの声が『長老』の根元に響き渡った。

　果実酒、あるいは果実汁、麦酒、蒸留酒を呷あおる。中には一気飲みする者もいた。

　チーズフォンデュ担当のキャリルが、やや底の深い鉄てつ鍋なべを握り現れると、皆の前で蓋ふたを開く。

　ふわり、と白い湯気が立ち上った途端、チーズの癖のある香りが鼻を突いた。

　直後、全員の瞳に映ったのは、黄金色のチーズである。

　ぐつぐつと音を立て、気泡が浮かんでは消えていく。

「おお！　うまそうだな！」

　ディッシュは涎よだれを吸い込んだ。側にいるウォンも荒い息を吐いて、舌を出している。期待を膨らませた銀毛はすでにモフモフになっていた。ウォンがキャリルの料理を認めた証拠だ。早く食べたいとばかりに大きな腹の音を鳴らしている。

　皆が黄金色に染まったチーズフォンデュに目を向ける中、アセルスは少し自慢げに鼻を鳴らした。

「ふふふ……。キャリルのチーズフォンデュは絶品だぞ」

「そりゃそうですよね。チーズにうるさい人が家にいるんだから」

「何か言ったか、フラム」

「ひっ！　なななななな何も言ってませんよ！」

　アセルスはフラムを追いかける。【光速】の力を使って、あっという間に捕まえてしまった。

　そのやりとりを見て、皆が声を揃えて笑う。

「さあさあ、みなさん。お熱いうちにどうぞ」

　キャリルは竹たけ串ぐしを皆に渡す。ディッシュによって、様々な食材がチーズフォンデュの周りにセットされていた。だが、まず皆の串が一斉に向けられたのは、やはりゴーレム窯で作られたパンだった。串に刺し、黄金色に染まった鍋の中に沈める。竹串を回してよく絡め、鍋から引き上げると、粘り気の強いチーズが糸を引いた。

「おお！　トロットロだ！」

　アセルスは無邪気に声を上げ、子どものように喜ぶ。

　漂ってくるチーズの香りを飲み込み、フーフーとよく冷ました。

　頃合いを見計らい、口を大きく開けて一気に頰張る。

「おふ！　おふ!!」

　まだ熱いらしい。必死に舌の上で転がし、口内を馴な染じませる。

　しばらくしてゆっくりと咀そ嚼しやくを始めた。ビッグホーンのようにゴロゴロと歯を動かす。

「うっっっっっまっっっっっつつつ!!」

　チーズフォンデュの味付けは、アセルスもよく知るものだった。

　何種類かのチーズを混ぜ、個々の特徴をうまく引き出せるように【調合】している。オーソドックスな酸味のチーズもあれば、ほのかにナッツの風味を感じるものもある。まろやかな甘みは、おそらく葡ぶ萄どう酒ではなく、牛乳を混ぜているからだろう。葡萄酒のキュッと胃に来る感じも嫌いではないが、アセルスはこのクリーミーさが気に入っていた。

　さて、そこにディッシュとゴードンが手塩にかけて作ったパンである。

　果たして、それは当然おいしかった。

　もっちりとしたパンに黄金色のチーズである。おいしくないわけがない！　まさに鬼に金棒。アセルスに伝説の武器を与えるようなものだった。

　モチモチした食感に、トロッとしたチーズが口の中で歯や歯茎に絡んでいく。互いが味で喧けん嘩かすることもなく、パンのほのかな甘みと、チーズの風味が優しく広がっていった。

　アセルスだけではない。

　他の者にも好評だ。皆、チーズのように顔をトロトロにして喜んでいる。

　チーズと、パンの相性は間違いなく最高だ、と少し味にうるさいグランソンが評した。

　皆の反応を見て、ディッシュはゴードンを小突く。

「やったな、ゴードン」

『はイ。皆様が喜んでくれて良かったでス』

　ゴードンは目をへの字に曲げて喜んだ。

　一方、アセルスは他の具材に手を付けようとしていた。

　見た目からすると一般的なものが多い。茸きのこに、黄色の甘茄子パイア、かぼちゃ、小さな卵は鶉うずらだろうか。ベビーコーンやマシュマロといった変わり種まである。なかなかバラエティに富んでいるものの、アセルスはつい首を傾げてしまう。

　ディッシュの料理にしては、少し大人しいと思ったからだ。

　だが、ご馳ち走そうであることに代わりはない。早速手を伸ばしたのは、縦に切られた白い茸だった。

　少し大きめのマッシュルームだと思って、アセルスはチーズと絡め、口に入れる。

「ぬぬっ!!」

　思わぬ食感に驚く。まるで肉でも食べているような弾力を感じたからだ。

　しかし、咀嚼すると強い茸の風味と、独特の旨うまみが口内に広がっていく。

「でぃ、ディッシュ！　なんだ、この茸は？」

「ん？　ああ、それはウィスパーマッシュの身の部分だな」

「ウィスパーマッシュ!!」

　別名『お化けきのこ』といわれるＤランクの魔獣だ。今は小さいが、秋口になると成長し、強い刺激性のある胞子を飛ばす、はた迷惑な魔獣としても知られている。

「な、何これ！　この甘茄子めちゃくちゃ甘い！」

「こっちのかぼちゃもすっごく甘いですぅ」

　フラムとエリーザベトが揃そろって唸うなる。

　甘茄子とかぼちゃの甘みに酔いしれていた。

「そっちはウィル・オ・ウィプスが入った甘茄子とかぼちゃだな！」

「「ウィル・オ・ウィプス!!」」

　フラムとエリーザベトは再び声を揃えた。

　ウィル・オ・ウィプスは作物に宿る低級霊だ。その作物を誤って食すと、人間の魂の一部が食べられてしまうと言われている。ウィル・オ・ウィプスが作物の中に入ると、何故か異様なほど甘くなるため、農民の間ではあまりに甘くできた作物は、捨ててしまうのが慣習になっていた。

「ちょっと待ってください！　僕たちも魂が削られるのでは？」

「ふふふ……。こういう時こそ、わたしの出番なのですよぉ」

　エリーザベトは構えるが、ディッシュは首を振った。

「大丈夫だ。ウィル・オ・ウィプスは入ってねぇよ。やつらはここにいるからな」

　ディッシュが掲げたのは、人の顔そっくりにくりぬかれたかぼちゃだった。側にある甘茄子も、かぼちゃ同様に人の顔にくりぬかれている。

　空洞になった中身には、ウィル・オ・ウィプスらしき物体が浮かび、光を放っていた。

「こうやって、野菜を人の顔の形にして、くりぬいてやると、こいつらはこの中に留まるんだ。お前らが食べたのは、その抜き取った部分だから害はねぇよ。それにほら……。綺き麗れいだろ」

　ディッシュはウィル・オ・ウィプスが入ったかぼちゃをその辺りの枝に括くくり付けた。

　すでに辺りは暗くなっている。ウィル・オ・ウィプスの光が、ぼんやりと辺りを包んだ。かぼちゃだけではない。甘茄子や人参、馬ば鈴れい薯しよといったものの中にも、ウィル・オ・ウィプスがいて、煌こう々こうと辺りを照らしていた。

　星々が瞬く夜天に迷い込んだようで、一同は料理から顔を上げて見入る。

　ちなみにディッシュが用意したものは、それだけではない。

　ベビーコーンだと思っていたそれは、ファイアーコーンと言われ、魔導の実験などに使われる材料の一種だ。夏の暑い日だと実が弾はじけて、花火のように打ち上がることから、そう呼ばれている。

　マシュマロに見えるそれは、マジックコットンの胞子である。属性耐性の強いローブを編むための材料の一種で、その胞子はキラービーという甘党の魔獣に届けてもらうため、マシュマロ以上に甘く、ふかふかしているのが特徴だ。

　鶉の卵は、アラーニェといわれる大おお蜘ぐ蛛もの偽卵である。

　ディッシュが厳選したチーズフォンデュの具材を前にして、フラムは息を吞のんだ。

「な、なんだか……。闇鍋みたいに思えてきました」

「でも、味はおいしいですよぉ」

　エリーザベトはマジックコットンの甘さに顔を緩める。

　たっぷりのチーズフォンデュを付け、魔獣や魔草に臆おくすることなく頰張っているのはアセルスだ。その横で勉強熱心なキャリルが、ディッシュにパン作りについて質問している。側でグランソンも興味ありげに聞き耳を立てていた。

　おいしい料理を食い、飲み、そして笑う。

　楽しく、幸福な時間はあっという間に過ぎていった。




　宴もたけなわとなる中、ゴードンは会場を見つめていた。

　皆の顔に笑みが灯ともっている。自分がディッシュと協力して作ったパンに舌鼓を打ち、「うまい」と言葉を聞くたびに、心が震える。それは人間だった頃には、味わえなかった感情だった。

『これが料理というものなのですネ』

　感慨深げにゴードンが呟つぶやくと、ディッシュが近づいてきた。

「ゴードン、楽しんでくれてるか？」

『楽しいです、ディッシュさん。ありがとうございます。素敵なパーティーを開いてくレて』

「お礼はいいって。むしろお礼を言うのは、俺の方だ。お前がいなかったら、こうやってみんなにパンを振る舞うことができなかっただろうしな」

『そんなことはありまセん。ディッシュさんなら、どんな窯でも必ずおいしいパンを作ることができたでショう』

「どうだろうな。……でも、俺はお前に料理を食べさせられないのが悔しいよ」

　ディッシュはがっくりと項うな垂だれる。

『ワタシも食べたいです、ディッシュさんの料理。ですが、ワタシは……』

「……ごめん、ゴードン。お前が一番食べたいのにな」

『いえ。気にしないでください。……そうだ、ディッシュさん。ワタシの窯の中に、あのチーズフォンデュを置いてくれませんか。できれば、パンも……』

「ん？　わかった。ちょっと待ってろよ」

　ディッシュは熱々のチーズフォンデュとパンを持ってくる。

　それをトレーごと、温度が下がった窯の中に入れた。

　瞬間、チーズとパンの香りが、窯の中に充満する。

『ああ……』

　ゴードンは酔いしれる。

　彼は食べることはできない。栄養を摂取することも難しい。

　だから、せめて香りだけでも堪能しようと考えた。

『なんと……。豊かな香りなのだろウ』

　窯の中の炭の匂いが、チーズとパンの香りによって洗われていく。さらに香りは窯の入口から吐き出され、世界に広がっていった。ゴードンはその香りを浴びる。

『ああ……。これは……。なんだか懐かしい気がすル』

　瞬間、見ている世界が急速に広がっていく。

　刹せつ那なの間、意識が途切れ、次に感じた時には、ゴードンは見知らぬ家の中に立っていた。そこに暖炉があり、近くでチーズの入った鍋なべが、プツプツと音を立てている。

『こコは……？』

　疑問を呈したが、ゴードンにはわかっていた。

　そこは我が家である。ゴードンの家だ。

　すると、不意に声が聞こえた。




　あなた……。




　振り返ると、立っていたのはゴードンの妻と娘だった。

　ゴードンに向かって、微笑みかけている。娘は天使のように声を上げて、「パパ」とゴードンに向かって小さな手を伸ばしていた。

　二度と会えないと覚悟していた。いや、思い出すことすらできないと思っていた。

　今見ているものが、夢であり、単なる思い出であることは理解している。

　それでも、ゴードンは嬉うれしかった。

　自分が今、どこにいるかなど些さ細さいな問題である。

　ただそっとゴードンは妻と娘を抱きしめた。





◆◇◆◇◆






　突如、ゴードンは発光を始めた。

　まさしく黄金色のチーズのように眩まばゆい光を放ち始めたのである。

　さしものディッシュも驚いていた。アセルスやフラム、エリーザベト、ウォンやキャリル、グランソンも口を開け、ゴードンの変化に目を丸くしている。

「ゴードン……。お前──」

『ディッシュさん……。どうやらお別れのヨうです』

「え……。ちょっと待てよ！　俺にはお前がまだ必要なんだ。もっとおいしいパンを作ろうぜ」

『大丈夫ですよ。あなたならきっとワタシと作ったパンを超えることができるはずデす』

「で、でもよぉ……」

　ディッシュはゴードンを引き留める。

　ゴードンはディッシュにとって単なるゴーレム窯ではない。運命共同体──パートナーだった。ウォンとも、アセルスとも違う。一緒においしいものを作ろう。それを同じ目線で語れる相手だと思っていた。

　さらに言えば、彼らの生い立ちも似ている。お互いこの世界から忌み嫌われた者同士だった。

　ディッシュにとって、ゴードンとは自分自身だったのだ。




　ありがとう、ディッシュさん……。




　ピキッとひび割れたのは、窯にはまっていた魔石だ。

　最初力強く輝いていた魔石にひびが入ると、くすんだ色に沈んでいった。

　そして窯の崩壊が始まる。無慈悲な音を立て、堅けん牢ろうだったゴーレム窯は砂となって崩れていった。さらに風に煽あおられ、チーズのような色をした砂が天に向かって昇っていく。それを見送るように、周りに掲げられたかぼちゃや甘茄子から、ウィル・オ・ウィプスが飛び立ち、暗い闇の中に消えた。




　気が付けば、ディッシュの足下はゴードンだった砂に埋もれていた。

　青年は顔を天へと向け、そして一言感謝の言葉を投げかける。

　ディッシュは明らかに悲しみに暮れている様子だった。そのディッシュに対して、アセルスは腫はれ物ものに触れるように慎重に声をかける。

「ディッシュよ。言いにくいことなのだが、ゴードンの────」

「ゴードンの魔力には限界があったってことだろ」

「知っていたのか？」

「ああ……。俺がいつも口酸っぱく言っていることだからな」

　魔獣は死んだ瞬間から魔力が漏出する。

　だが、ウォンが倒したゴーレムは生きていた。正確に記すなら仮死状態だったのだ。それでも、魔力は減っていき、魔石の中で渦巻いた人霊が次々と死ぬ中、その魔石に一際思い入れが強かったゴードンだけが生き残った。

　そして、ディッシュが窯として再生させた瞬間、仮死状態から復活したのである。

　だが、ゴードンには致命的な弱点があった。魔力を摂取できなかったのだ。

　それは魔獣にとって、死を意味している。

「たぶん、ゴードンの魔力はもう何日も前になくなっていたんだろう。けれど、あいつは俺においしいパンを作ってもらうために、ずっと無理して頑張っていたんだ」

「ディッシュ……」

　アセルスは声をかける。

　失意に沈むかと思われたディッシュだったが、そっと砂となったゴードンに手を差し入れる。掬すくい上げると、サラサラと砂がこぼれていった。最後に手の平の上に残ったのは、チーズフォンデュが入っていた鍋である。中身は空になっていた。窯の中に置いたパンも消えている。

　ディッシュは目を少し乱暴に拭ぬぐい、無理やり前を向く。

　いつも通り、にしし……と歯を剝むき笑った。

「俺とお前が作ったパンはうまかったか？」

　ゼロスキルの料理人は、そう夜天の向こうに問いかけるのだった。








Ｍｅｎｕ２　わがまま王女と石焼き麦酒芋









　アリエステル・ラスヌ・カルバニアはカルバニア王国の王女である。

　自然とカールした黄金色の髪。大きく、星彩のように輝く青い瞳ひとみ。背は小さく、胸も未熟だが、肌は真珠のように白く、国の宝石と言われるほど、可愛い盛りの少女だった。

　だが、アリエステルは絵に描いたようなわがまま王女である。

　右を向けと言えば、右を向かせ、左を向けと言えば、左を向かせる。従わなければ地団駄を踏み、その度に家臣を困らせてきた。

　特に料理になると顕著だ。幼少の頃から様々なものを食べてきた彼女は、とても舌が肥えており、十三歳の現在に至っては少々の料理では眉まゆ一つ動かさない。それどころか、料理人に「味付けが薄い」だの、「塩を入れすぎ」だの、文句を言う始末である。

　そんなアリエステルだが、王女でありながら、超レアスキルの持ち主だ。

　スキル【全属性習得】。様々な属性魔法を習得できる希け有うなスキルで、行く末は王女よりも天才魔法姫として期待されている。だが、王女は頭こそ悪くないのだが、すこぶる勉強が嫌いで、かつじっとしていられない質たちだった。

　今日も山狩りならぬ魔獣狩りに、お供を連れて出かけていた。山狩りとは低クラスの魔獣を野に放ち、ハンティングする──社交界ではポピュラーな遊びの一つである。

　いつものようにゴブリンとスライムを放ち、騎士たちが所定の場所に魔獣たちを追い込んでいた。

　その最中、事件が起きる。

　アリエステルが忽こつ然ぜんと消えたのだ。

　近くにいた教師が少し目を離した隙に、魔法でどこかへ行ってしまったらしい。

　魔獣狩りは一転、王女の捜索へと変わった。





◆◇◆◇◆






「ここでよかろう」

　アリエステルは飛ひ翔しようの魔法を解いた。

　降り立ったのは、緑の深い山野だ。何も手入れされていない鬱うつ蒼そうと茂った森。緑の匂いの中に混じった獣臭。どこからともなく聞こえる沢の音。視界も悪く、方角もわかりにくい。整備され、視界の良い王族の保養地とは全く異なっていた。

　だが、アリエステルは満足そうに頷うなずき、やがて大口を開ける。

「むふふふふ……。あははははははは！　これだ。これが妾わらわの望んだ冒険なのじゃ！」

　森のど真ん中で高笑いをぶちかますと、鼻歌交じりに森の中を歩き出す。

　アリエステルは王族が開く魔獣狩りに、飽き飽きしていた。

　毎回出てくる低クラスの魔獣、何重にも安全対策が施された地形、騎士が弱らせた魔獣にとどめを刺すだけの山狩りなぞ、なんの面白味もない。時々、保養地に放たれた魔獣よりも、狩る側の自分の方が哀れに思えてしまう。

　だから、アリエステルは遊びよりも冒険を望んだ。

　危険なことは百も承知だが、アリエステルにはスキルがある。

【全属性習得】によってたいていの魔法を使うことが可能だ。

「さあ、かかってこい、魔獣よ!!　このカルバニア王国王女アリエステルが相手になってやるのじゃ!!」

　やあやあ、と戦場の武将のように声を張り上げる。

　しかも、アリエステルの装備はすべてピンクで統一されていた。緑に覆われた山の中では、遠目からでも目立つ。むろんモンスターに狙われるのは必定であった。

『がおおおおおおおおおお!!』

　先陣を切ったのは、熊のようなモンスター──ブライムベアだった。

　大きな吠ほえ声ごえを上げ、ピンクの装備に身を包んだアリエステルを威嚇する。空気をビリビリと震わせるブライムベアの声に、アリエステルは居すくまったが、それは些細な時間に過ぎない。

　まるでおいしい料理を目の前にしたかのように、ぺろりと舌で唇を舐なめた。教育長が見たら、きっと「お下品」と叱しつ責せきしただろう。

「食らうがいい!!　妾の魔法を！」

　急にどこからともなく黒雲が垂れ込め、重苦しい雷鳴が轟とどろく。

　次の瞬間、その雲から青白い雷精の槍やりが放たれた。

　光の速度で、大柄なブライムベアの体たい軀くを貫く。

　まさに一瞬だった。命を絶たれたブライムベアは、どおと地面に沈む。焦げた異臭が辺りに立ちこめる中、アリエステルの笑い声だけが響き渡った。

「くはははは！　どんなものじゃ！　妾の魔法は！　参ったか、魔獣よ!!」

　死体を足あし蹴げにし、アリエステルは薄い胸を張る。

　どうやらその勝ち気な性格と派手な恰かつ好こうは、王宮だけではなく山でも不興を買ったらしい。彼女の前に次々と魔獣が現れた。図鑑でしか見たことのない魔獣を前に、アリエステルは気け圧おされるどころか、目を輝かせる。大げさに手を掲げ、得意の魔法で魔獣たちを返り討ちにしていった。

　その戦果は、ＳＳクラスの聖騎士アセルス・グィン・ヴェーリンに匹敵する。

　調子に乗った姫は魔獣を狩り続け、気付いた時には辺りは暗くなっていた。

「さすがに長居をしすぎたようだの。そろそろ帰るか」

　魔法を使って飛び立とうとした瞬間、魔力が切れた。

「ふん。こんなこともあろうかと、魔力補充の薬を……」

　魔法薬を取り出そうと鞄かばんを開くが、薬はどこにもない。

「し……しまった」

　鞄の底に穴が開いていた。どうやら戦闘の最中、魔獣に底を切られたらしい。

　さしものアリエステルも動揺する。慌てて右を見て、左を見る。どちらの方向もただ深い闇が横たわっているだけだ。自分が山のどの辺りにいるかさえも、わからなかった。

　パニックになったアリエステルは闇雲に走り出す。真っ暗になった森で何度もこけそうになりながら、駆け抜けた。そのわがまま王女の目には涙が浮かんでいる。

　しかし、行けども行けども暗闇だ。当然、人家もなく、人の声も聞こえてこない。ただ野鳥の声と、梢こずえの鳴る音しか聞こえてこなかった。

「どうしたら良いのじゃ」

　いよいよアリエステルは力尽き、がっくりと項うな垂だれる。

　動揺し闇に吞のまれたせいか、思考がまとまらない。今、アリエステルの頭の中にあるのは、「もし魔獣に襲われたら……」という恐怖だけだった。

　ぐ～～。

　突如、お腹が抗議の声を上げた。

「お腹、空いたのぅ……」

　そう呟つぶやくも、すっ飛んでくる家臣たちはどこにもいない。叫ぼうにも、その気力さえ湧かなかった。不意に目の前が暗くなり、意識が飛びそうになる瞬間、アリエステルは一対の光を目撃する。

　その光はゆらゆらと揺れ、こっちに向かってくる。同時に獣の息づかいが聞こえてきた。

　やがて現れたのは、見たこともない大きな狼である。

「魔獣……」

　失いかけた意識が、危機を察知して再び機能し始める。

　逃げなきゃ、と思ったが、もはや体力はどこにもなく、そもそも足が痙けい攣れんして動かなかった。

　このままでは死ぬ。

　ならいっそ意識を失えば良かったと、アリエステルは後悔した。

「パパ……。ママ……。助けて」

　アリエステルは生涯で一番と言っていいほどの恐怖を覚える。

　暗い山の中で震えていると、大狼の背後からアリエステルよりも少し年上の青年が顔を出した。

「なんだ？　行き倒れか？　おーい。大丈夫か？」

　ぐ～～～～。

　声を出す力すらないアリエステルに代わり、反応を示したのはそのお腹だった。

　青年はケラケラと笑う一方、王女の顔は野の苺いちごのように赤くなる。

「食べ物か……。何かあったかな」

　青年が手の平の上に出したのは、飴あめだった。

　側の大狼が興味を示し、鼻先を伸ばして飴を舐めようとする。

　青年は大狼の鼻面を押さえて阻止すると、アリエステルの口の中に入れてくれた。

（飴か……）

　アリエステルは少しがっかりする。でも、背に腹は代えられない。今なら、その辺に生えている植物の根っこだって食べられそうなのだ。飴などはむしろ贅ぜい沢たく品ひんと言えるだろう。

　なんの期待もせず、適当に舐めたら飲み込もうと、アリエステルは考えた。

　だが──。

「うまあああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶叫した!!

　な、なんだ、この豊潤な甘みは！

　しかも香ばしく、舐めれば舐めるほど口の中で煙のように広がっていく。

　しっかりと野性味があるのに、上質な砂糖のような甘みがあった。

　アリエステルは小さな舌を動かし、飴を舐めることに夢中になる。

　転がし、はたまた口内の隅に寄せて、じわりと上品な甘みを感じた。

（この甘みは一体……。わからん。さっぱりわからんぞ）

　果実とも、肉や野菜の甘みとも違う。むろん単なる砂糖の味でもない。

　アリエステルは古今東西、様々なものを食してきた。その舌に刻まれた味、食感は、千数種類にも及ぶが、今食べている飴はそのどれとも合致しない。

　新種の甘みとでも言うべきか。

　初めて体感する甘みによって、アリエステルの意識は完全に覚かく醒せいした。

　ぐ～～、とお腹はもっと寄越せと要求する。アリエステルも同じ気持ちだった。

　もっと知りたい。もっともっとこの甘みのことが知りたかった。

　十三歳にして、食の歩く辞典とも呼ばれる少女は、堪たまらず尋ねる。

「い、一体この甘みの正体はなんなのじゃ!?」

「ん？　スライムだけど」

「す、スライムぅぅぅぅぅぅぅうううううう!?」

　アリエステルの素すっ頓とん狂きような声が山野に響き渡るのだった。




　暗い山の中をディッシュ、ウォン、そしてアリエステルが列をなして歩いていた。

　真っ暗な闇の中で、頼りになるのは貧弱なカンテラの明かりだけだ。ゆらゆらと揺れる光は、足元の状況を映し出すだけで精いっぱいだった。

　そんな中、アリエステルはスライム飴をもくもくと食べている。

「よもや、この妾にスライムの飴なんぞ食べさせおって……。うーん、うまい」

「文句言いながら、食べてるじゃねぇか」

「うるさいうるさい。背に腹は代えられぬ。仕方なく食べておるのだ」

　さっきまで死にそうな顔をしていた人間とは思えないほど、アリエステルは気力を取り戻していた。食べ物を口にできたことも大きいが、人と合流して安心したのだろう。相手が見知らぬ青年とはいえ、会話をすることによって、自分のペースを取り戻しつつあった。

「お前、名は？」

「ディッシュだ。そっちは？」

「ふふん。お前のような下げ賤せんなものに名乗る名などないが、特別に……」

「じゃあ、いいや」

「待て待て！　そこはもう少し食い下がるところであろう。コホンッ！　助けてもらった恩もあるし、特別に名を名乗ってやろう。聞いて驚くがよい。妾の名はアリエステル。アリエステル・ラスヌ・カルバニアじゃ」

「なげぇ名前だな。めんどくさいから、アリスでいいか？」

「な！　ちょっと待て！　妾の名前を知らぬのか!?　というか勝手に略すな！　その名で呼んでいいのは父上と母上だけだ！」

「知らん」

「なんという田舎者じゃ。まあ、こんな山奥に住んでおれば、俗世のことに疎いかもしれぬが……」

　アリエステルは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　料理道具を乗せた背はい囊のうに、熊の毛皮、櫛くしが通らぬほど固まった蓬ほう髪はつをした青年を見つめる。こんな男が、このような至高の飴を作れるとは到底思えなかった。

「よくスライムを飴にしようと思ったの。誰かに教わったのか？」

「いいや。俺のオリジナルだ」

「では、お主のスキルか何かか？」

「俺にはスキルがないんだよ」

「スキルがない？」

「ゼロスキルなんだ、俺は」

「ゼロスキル……。ぷぷ……！　つまりは能無しか。なるほど。それでこんな山奥に住んでおるのか。よくもまあ……魔獣がうようよいる場所で、ゼロスキルが生きてこれたものじゃ」

　すると、ディッシュは立ち止まった。

　急に止まったため、アリエステルはびくりと肩を震わす。

　ちょっと言いすぎたか、とアリエステルが反省する一方、ディッシュはおもむろに背囊を下ろし、手早く火焚たきの準備を始めた。

「お前、何をしておる？」

「何って？　野営の準備だけど」

「野営!?　妾わらわに野宿せよというのか？」

「別に俺は付いて来いなんて言ってないぞ。お前が勝手に付いて来たんだ」

「な！　先ほどの意趣返しのつもりか！　いやじゃ。妾はベッドの上で寝たいのじゃ！」

　といっても、ディッシュの家はここからさらに山奥に入った場所にある。しかも、今は夜だ。夜道は当然暗く、山に慣れたディッシュですら迷うことがある。それに魔獣が活発に動き回る時間帯だ。これ以上、移動を継続するわけにはいかなかった。

　ウォンに乗れば、ひとっ飛びで家に帰ることができるかもしれないが、鞍くらなしで狼の背に乗るのは割ときつい。ディッシュよりも小さなアリエステルが耐えられるとは思えなかった。

　結局、アリエステルは諦あきらめることにした。むろん納得などしていない。

　ムスッとした顔で、スライム飴が入った袋に手を入れる。しかし、どんなに袋の中をかき回しても、飴の感触は皆無だった。逆さに振ってみたが、カスすら出てこない。

　く～～。

　アリエステルのお腹がおかわりを要求する。さすがに飴だけでは膨れないらしい。

「なあ、ディッシュ。他に何か食べ物はないのか？」

「ない。非常食の飴もお前が全部食べちまった」

　観念したアリエステルがごろりと寝転がる。待っていたのは、柔らかな羽毛のベッドではなく、冷たく硬い地面の感触だった。不平不満を言いたくても、ここは山の中だ。城に帰りたくても、動くための魔力も体力もなかった。足はすでに棒になり、魔力を使いすぎて若干頭痛もする。

　たとえここで野宿をし、睡眠がとれたとしても、飛行魔法のように集中力が必要になる魔法は、制御不可能かもしれない。

（これが冒険というものか……）

　王族の保養地から飛び出していった時、危険であることを考えなかったわけではない。安全な王宮暮らしに浸っていたアリエステルは、むしろ危機的状況に飢えていた。しかし、いざ身を置いてみると、自分には何もできないことを痛感した。

　急に両親が恋しくなり、目に涙が浮かんだ。「帰りたい」と甘えた声が口から出そうになったのを、寸前のところで抑える。身を小さくし、アリエステルは震えることしかできなかった。

　不意に梢を縫い、風が吹くと、ウォンは顔を上げる。

　その空気の中に何かを感じ取ったらしい。

　ディッシュも短剣を収めた鞘さやに手を置き、辺りを見渡した。その様子を見て、アリエステルも上半身を起こす。一気に空気が緊迫していくのを感じたアリエステルの額には、汗が滲にじんでいた。

　突然、ウォンはタッと駆け、闇の中に飛び込んでいく。

　アリエステルは反射的にディッシュの背後に身を隠し、肩を震わせた。

「もしやあの狼……。妾たちを置いて逃げたのか？」

「ウォンはそんなヤツじゃねぇよ」

　しかし、ウォンはなかなか帰ってこない。魔獣と接敵した様子もなく、吠ほえ声ごえも聞こえてこなかった。ただ沈黙だけが耳じ朶だを打つ。そんな中、アリエステルはただ震えることしかできない。静寂が恐ろしいものであると、この時アリエステルは初めて知った。

　やがてかさりと葉を踏む音がする。

　緊張感は最高潮に達し、アリエステルはディッシュの背中の後ろで背筋を伸ばした。

　闇の奥から、ようやくウォンが姿を現す。ディッシュとアリエステルはホッと胸を撫なで下おろした。

　一方、ウォンは鼻の周りを泥だらけにし、口に何かを銜くわえていた。氷の塊だ。中に何かが入っているのをディッシュが発見すると、短剣の柄つかの部分を使って慎重に氷の塊を砕いた。

「麦ばく酒しゅ芋いもだな」

　中に入っていたのは、普通の市場に売っているような芋だ。

　実が麦酒のような色をしているため、麦酒芋といわれているが、酒精は入っていない。

　それよりも何故、麦酒芋が凍った状態で、こんな山奥にあったかという方が、アリエステルからすれば不思議でならなかった。その疑問にディッシュが答える。

「たぶん、これはフブキネズミの氷室だな」

「フブキネズミ!?　あの魔獣のか？」

　犬や猫ぐらいの大きさで、主に秋季から春季の初めに活動する魔獣である。身体が異常に冷たく、こちらから触れたりしなければ害はない。こうして秋季に集めた作物を氷漬けにして、森のあちこちに隠す習性があり、それを食べて冬季を過ごしていると考えられている。

　ウォンが見つけたのは、フブキネズミが隠した氷室の一つだろう。

「よくやったぞ、ウォン」

　ディッシュは狼を撫で回す。

　すでに食糧の期待からか、ウォンの毛はモフモフになっていた。

　ぐごごごごごごご……。

　ウォンはおろか、ディッシュの腹からも音が鳴る。

　実は、アリエステルと同様に、ディッシュもウォンも腹ぺこだったのだ。

　一方で、アリエステルはがっかりしていた。この際、腹に入ればなんでもいいが、出てきたのは麦酒芋……。肥えた舌をもつ彼女には、物足りない食材だった。

「なんだ？　アリスは芋が嫌いなのか？」

「別にそうではない……。ただ食材としては、在り来たりすぎて──って、だから妾の名前を略すな！　馴なれ馴れしい！」

「食材としては在り来たりときたか。じゃあ、お前を満足させる芋に俺が調理してやるよ」

　ディッシュはにししと笑う。

　その笑みはゼロスキルの料理人の自信の表れだ。アセルスやキャリルが見たなら、きっと舞い上がったことだろうが、何も知らないアリエステルは、ぼうっと調理を見つめるだけだった。全く期待していないらしい。何せ田舎者が作る料理なのだ。スライムの飴あめには大層驚かされたが、今度はアリエステルもよく知る麦酒芋である。そのおいしさの限界値は、よく知っているつもりだ。

　満足させると宣言しておきながら、ディッシュのやったことといえば、あまりにシンプルだった。

　まず鍋なべの中に石を入れ、軽く焚き火に当てて熱する。すると、ウォンが持ってきた麦酒芋を熱した石の中に埋めた。たったそれだけであった。

　ますますアリエステルのテンションは下がっていく。

　彼女がこれまで食べてきた料理の種類は、千数百種類にも及び、その中に芋を使った料理は、百種類ほどある。むろん中には麦酒芋も含まれていた。

　アリエステルの舌を唸うならすような料理はいくつもあったが、そこには料理人が切せつ磋さ琢たく磨まし習得した複雑な料理手順が存在していた。石を入れ、その熱だけで食べる料理が、自分の舌を唸らせるとは思えなかったのだ。

　しかも、随分長い間、芋を焼いている。このままでは焦げてしまうだろう。

　やれやれ、とアリエステルは首を振った。その時である。

（ん？　あれ？　すごくいい香り……）

　漂ってきたのは、芋の風味が混じった香ばしい匂いだった。

　強い。とても強い芋の匂いがする。かつてこれ程強い香りがあっただろうか。

　ここまで芋の香りを引き出す料理手順など、アリエステルの記憶には存在していなかった。

　鍋の中に入った麦酒芋に、アリエステルが次第に興味を持ち始める。井戸の底のように暗かった瞳ひとみが、星のように瞬き始めた。

　く～～。

　腹の音が鳴り、活発に動き出すと、胃が他の内臓を蹴けるのがわかった。

　アリエステルはもちろん、他の一人と一匹も静かに待つ。

　ウォンはダラダラと涎よだれを垂らし、アリエステルも何度も唾つばを飲んで、鍋を凝視していた。

　ディッシュも鍋の中をつぶさに観察し、時々顔を近づけては匂いを嗅かぐ。芋が隠れて見えないため、匂いで判断しているのだろう。

　やがて竹たけ串ぐしを取り出し、そっと石の中にある芋に突き刺す。

　まるで吸い込まれるように串が入っていった。

「頃合いだ」

　ディッシュは芋を取り出す。




　石焼き麦酒芋を召し上がれ！




　ディッシュから差し出された麦酒芋から白い湯気が上がっていた。

　その様子をアリエステルは冷たい瞳で見つめる。

　正直に言えば、失望を禁じ得なかった。石焼きというから、少し興味を引かれたが、とどのつまり石の熱で焼いた芋に過ぎない。

　重ねて言うが、アリエステルは様々な料理を食べてきた。高級料理店の看板料理から、庶民が食べるような簡易菓子まですべてだ。むろん焼き麦酒芋も食べたことがある。

　もし麦酒芋を焼くなら、やはりスキルを使った炎が良い。

　穢けがれもなく、純粋な魔力で生まれた火で焼いた芋は、比べるまでもなくうまい。特に【炎帝】と言われるスキルを持つ冒険者の炎で焼いた麦酒芋は絶品だった。一瞬にして、中まで熱を通し、かつふっくらとした味わいを楽しめたのを、今でも舌が覚えている。

　だが、芋料理となれば、やはり焼くよりも蒸ふかす方がいい。優しくしっとりとし、まるでスイーツのように麦酒芋が甘くなるのだ。アリエステルのお気に入り料理の一つである。

　秋と冬の間に吹く寒風の日に食べると、身体の中がホコホコしてくるのだ。

　思い出しただけで、涎が出てくる、だが、同時に堅けん牢ろうな城壁に囲まれ、暖かな自分の私室とベッドを思い出して、アリエステルは泣きそうになった。

　何度か涙を拭ぬぐったが、目の前にあるのは、石焼き麦酒芋という現実であった。

「なんだ。食べないのか？」

「少々物足りぬが、いただくとしよう。背に腹は代えられぬしな」

　アリエステルは大人しく芋を受け取った。

「あっつ……あつ──！」

　ポンポンと両手で転がしているうちに、手の平から芋が落ちる。地面に落ちる前に、ディッシュがキャッチし、事なきを得た。ディッシュは「仕方ねぇなあ」と近くにあった大葉の葉の一部をちぎり、それで芋をくるむと、改めてアリエステルに差し出す。

「あ、ありがと……」

「おう。熱いから気を付けろよ」

　改めて渡された芋にアリエステルは目を落とした。

　熱がじぃん、と手に伝わってくるが、葉にくるまれているため、持てないわけではない。確かに触った熱は、蒸かしたり、スキルの炎で焼いたりしたものと同じだ。

　だが、手触りが違う。

　この芋に、蒸気や炎以上に熱が伝わっていることに、アリエステルは気付いた。

「うううううんん。うんめぇぇぇぇぇええ！」

「うおおおおおおおおおおんんん!!」

　横で早速、芋に口を付けたディッシュとウォンが騒いでいる。

　焚き火の明かりに照らされた両者の顔は、いずれも幸せそうだった。

　鎮火していたアリエステルの好奇心が、再び燃え上がる。

　く～～、とお腹の虫が鳴った。

　どうせ食べなければならないのだ。この際、味を気にしても仕方がない。

　アリエステルは、まず石焼き麦酒芋を割った。

「はぅ!!」

　まだ食べてもいないのに、アリエステルは悲鳴を上げた。

　襲いかかってきたのは、魔獣でもなければ野生の獣でもない。

　香りだ。

　芋の甘い香りが、まるで間欠泉のように吹き出したのである。

「おお！」

　嗅きゆう覚かくの次は視覚だ。アリエステルの瞳に、黄金色に輝く麦酒芋が現れた。

　金塊のようにキラキラと身が光り、蜜みつのように身がとろりとしている。

（違う。これは妾わらわが今まで食べてきた石焼き麦酒芋とは明らかに違う！）

　香り、身の艶つや、そして割った時に感じたふっくらとした感触。

　蒸かした芋でも、炎で熱した芋でもない。

　同等──いや、それ以上だった。

「ごくり……」

　アリエステルは唾を飲み込む。気が付いた時には、手が震えていた。

　料理への期待感──それは美食家のアリエステルにとって、武者震いと表現してもいい。
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　何度も唾を喉のどの奥に押し込みながら、ゆっくりと口先を近づけていく。

　その都度、芋の甘い香りが鼻び腔こうを直撃した。

　それだけで魂が侵されたような気分になる。

　もう我慢できない。できるはずがない。

　淑女の嗜たしなみを頭の片隅に蹴り飛ばし、アリエステルは大口を上げて一気に頰張った。

「うぅぅぅぅぅまああああああああいいいいぃぃぃぃぃい!!」

　これ程、声を張り上げたことは過去一度もなかった。

　それだけうまい。うますぎる！

「なんだ、この身の甘さは……!?」

　芋のクリームでも食べているかのように甘い。そして柔らかかった。

　パクッと頰張った瞬間、上質な甘みがさざ波のように押し寄せてくる。

　おそらく水分量の違いだ。蒸かし芋や普通の焼き芋よりも、石焼き芋の方が瑞みず々みずしく感じられる。

「何故だ？　何故、こうも甘いのじゃ!?　石で焼いているだけなのに!?」

「簡単だよ。熱を入れる時間に違いがあるだけだ」

「熱を入れる時間じゃと？」

　アリエステルは、はたと気付いた。

　確かにディッシュは、焼き石の中にかなり長く麦酒芋を入れていた。

　じっくりと熱を入れていたような気がする。

「芋ってのは、熱を入れれば入れるほど、甘くなるんだよ」

「な、何故!?」

「理由なんて知らねぇよ。俺は学者じゃねぇからな」

「ち、違う！　どうして、お主はそんなことを知っておるのかと訊きいておるのじゃ」

「試したからな。色々と……。で、熱を入れることによって芋が甘くなることを知った。そこから如何に長い時間、芋に熱を入れるか方法を探っていたら、石焼きに辿たどり着ついたんだ」

「ウソだ!!」

「ウソなんてついても仕方ねぇだろ。その芋がうまいことは事実だ」

　アリエステルのあまりの迫力に、ディッシュは思わずたじろぐ。

　代わりにウォンは「う～」と唸り声を上げて威嚇するが、アリエステルは一歩も退ひかない。時間が経たてば経つほど、アリエステルの凄すご味みが増してくる。まるで手に持った石焼き麦酒芋のようだ。

「ゼロスキルなどというのはウソであろう。お前は凄いスキルを持っているはずじゃ。そうでなければ、味の極致とも言えるような料理を作り出せるはずがなかろう」

　アリエステルは乱暴に頰張った。

　やはりうまい。涙が出そうになるほどにだ。

　そんな料理を作る料理人が、なんのスキルも持っていないわけがない。

「ホントだって。スキルを持ってるなら、こんな魔獣がウヨウヨいる山奥に住んでねぇよ」

「う……。まあ、確かに……」

　山の危険性を、身をもって学習したアリエステルは頷うなずく。

　いつしかアリエステルは口を閉ざし、黙々と芋を食べ続けた。

　お腹が歓喜し、満足していくのがわかる。

　黄金色に染まった腹の中で、腹の虫が小躍りしているのを想像した。

　聖騎士とは違い、アリエステルは小食だが、空きっ腹だったため、結局丸々二つも食べてしまった。アリエステルのことをよく知る侍従長が見たら、さぞかし目を丸くしただろう。

　それほどディッシュが作った石焼き麦酒芋は、美食家王女アリエステルを夢中にさせたのである。

　膨らんだお腹をさすりながら、すっかり大人しくなったアリエステルは、しばし物思いに耽ふける。料理の後片付けを終え、野営の準備を進めているディッシュを見つめていると、突然アリエステルは決意した。すっくと立ち上がり、ディッシュの手を摑つかむ。

「ディッシュよ！　お前に頼みがある」

「なんだよ、改まって……」

　初めてだ。初めてアリエステルは、この目の前にいる青年を側に置きたいと思った。

　高飛車な王女が珍しく緊張する。気位の高い小さな王女様は、生涯において告白されてきたことはあっても、自分から告白というものをしたことがない。

　社交界には顔の良い男はいくらでもいるが、その能力や性格を重んじるアリエステルが瞠どう目もくするような者はこれまで現れなかった。今まで望まれることはあっても、自ら望んだことはなかったのだ。故に、これがアリエステルにとって生涯初の告白であった。

　大きく息を吸い込み、あらん限りの声を振り絞るためお腹に力を入れる。

「妾の────────!!」




　ぷ～！




　突然、可愛らしい音が山野に響いた。

　横でウォンが盛大にくしゃみをする。何か嫌がるように、アリエステルから顔を背けた。

　王女の顔は、窯から上げた鉄のように赤くなっている。

　ディッシュは一瞬呆ぼう然ぜんとした後、微笑んだ。

「おう。芋食べた後は、屁へが────」

「それ以上言うなぁぁぁぁぁぁああああああ!!」

　アリエステルの右ストレートは、綺き麗れいにディッシュの左頰を貫くのだった。




　この後、アリエステルは無事に下山し、王国の者に保護され、王宮へと帰っていった。

　姫君はこっぴどく両親に叱られたが、山であったことについては、あまり多くを語ろうとはしなかった。

　だが、時々窓の外に見える山を見ながら、こう呟つぶやくのを家臣が目撃している。

　芋を食べたい……、と──。








Ｍｅｎｕ３　薬草チョコチップアイス









　聞き慣れない音に、ディッシュの意識が覚かく醒せいした。

　カラカラと車輪の音とともに、馬の蹄ひづめの音が聞こえる。次いで薄く目を開けると、そこは見覚えのない場所だった。馬車の客車の中だと気付くのに、少し時間を要する。

　だが、何故自分がこんなところにいるのか、ディッシュはさっぱりわからない。

　とにかく昨日のことを思い出してみたが、やはり何故自分が馬車に乗っているのかわからなかった。しかも馬車はなかなか高級で、以前アセルスの家を訪れるために使ったものより快適だ。

　轍わだちにはまっても揺れが少ないのは、魔石か何かで制御されているからだろう。

「起きたか、ディッシュ」

　不意にアセルスの声が聞こえて、慌ててディッシュは周りを見回した。

　横を見ると、アセルスが座っている。青い瞳ひとみを細め、心配そうにディッシュの方を見つめていた。

「アセルス……。あれ？　俺はまだ夢でも見ているのか？」

　ディッシュは、パンと頰を叩たたくが、──痛い。どうやら夢ではないらしい。

「夢じゃないなら、この馬車はどこへ向かってるんだ？　それと、なんでアセルスがここに？」

「馬車は王都へ向かっている。私はお前を迎えに来たんだ。ディッシュの知己としてな」

「迎えに？」

　ますますわからない。

　王都にというのもそうだが、そのためにアセルスが迎えに来たというのも、色々と繫つながらない。

「ディッシュ……。お前、先日アリエステル王女に会ったそうだな」

「アリエステル……。ああ、アリスのことか」

「再三の召喚に応じなかったそうではないか」

「そういえば、手紙をもらったな。でも、俺……文字が読めないからな。精々料理のメニューぐらいしかわからないんだ」

「ああ。そういうことか。納得した」

　ディッシュは六歳の頃から山で生活している。

　六歳といえば、下町の子どもでも教会学校に入って、文字を習い始める年齢だから、文字が読めないのも合点がいく。

　しかし、そんなディッシュが、若くして美食家であらせられるアリエステル王女を唸うならせた。

　初めてアセルスがその話を聞いた時、目を丸くするよりも、ディッシュならやりかねないと思ったという。

「あれって、なんて書いてあったんだ？」

「王宮に参内せよ、ということだ」

「なんで俺が王宮に行かなきゃならないんだよ」

「姫のことだ。お前の料理が食べたいのだろう」

「俺の料理が食べたいなら、俺の家にくればいくらでも食べさせてやるのに」

「そうは行かない。彼女は一国の姫だ。それに、あの事件以来、外出が禁じられている」

「お姫様も大変だなあ。ところでウォンはどこにいるんだ？　てか、あいつ……。俺が連れていかれていく時、暴れたりしなかったか？」

「ウォンなら、馬車の外にいるぞ」

　ディッシュが車窓から外を覗のぞくと、大きな狼が馬車と併走するように歩いていた。

　主の視線に気付くと、「うぉん！」と元気な声を放つ。その口からポタポタと涎よだれを垂らしていた。ディッシュの料理を前にした時のように目を輝かせ、毛もモフモフになっている。

　飼い主が半ば攫さらわれたというのに、ウォンは無邪気に喜んでいた。

「なんだかウォンのヤツ、嬉うれしそうだな……。そんなに王都が楽しみなのか」

「そ、そそそうかもしれないな……」

　アセルスは目を逸そらした。




　後にディッシュも知ることだが、当然ウォンは暴れた。

　その説得に当たったのが、アセルスである。

　ディッシュと知人であることから、王国からの依頼で隊長に抜ばつ擢てきされたアセルスは、見たこともないほど猛たけり暴れるウォンを前にして言った。

『ディッシュが王都へ行ったら、おいしいものを作ってくれるかもしれないぞ』

　まさに青せい天てんの霹へき靂れき──という感じで、ウォンは鼻頭を上げた。

　逆立った毛がふわりと垂れ下がり、やがてアセルスに対して尻しりを向ける。「行けよ」と言わんばかりに、尻しつ尾ぽを二度振った。つまりは、食のために飼い主を裏切ったのだ。

　ウォンの気持ちは、アセルスには痛いほどわかった。

　美食家のアリエステル王女を前に、ディッシュがどんな品を出すのか。

　アセルスは今から楽しみで仕方なかった。

「あいつ、なんであんなに涎を垂らしてるんだ？」

「な、なんでだろ～～な～～？　あは……あはははははは……」

　アセルスはそっぽを向いて誤魔化すのだった。





◆◇◆◇◆






　王宮に着くなり、ディッシュは身支度を整えさせられた。

　見たこともないほど広いお風ふ呂ろに入浴し、蓬ほう髪はつを丁寧に梳すかれ、今まで肌に感じたこともないほど袖そで通しの良い服を纏まとい、外で待っていたアセルスとウォンの前に姿を現す。

「でぃ、ディッシュなのか……」

　アセルスはそう言った後、言葉を失った。

　立っていたのは、端整な顔をした青年だったのだ。

　ぼうぼうだった髪は一括くくりにまとめられ、眉まゆも整えられている。肌を磨かれ、白い皮膚が露わになり、終始森の匂いがしていた身体からは、風ふ呂ろ上あがりの石せつ鹼けんの匂いが漂っていた。

　ワイルドななりはひそめ、某国の王子もかくやというほどの好青年が立っていたのである。

「そんな珍獣みたいな目で見るなよ、アセルス」

　聞こえてきた声は、間違いなくディッシュのものだった。

　思わず見み惚とれていたアセルスはハッと我に返る。

　普段はディッシュが作る料理に魅了されている【光速】の聖騎士だが、今は単純にその容姿の変化に驚いていた。

「うぉん！」

　アセルスの横でウォンが吠ほえる。

　ウォンも身体を洗おうと侍従たちが懸命の努力をしたのだが、誰も逃げ回る神獣を捕らえることはできなかった。そもそも神獣には強い聖属性が付与されており、穢けがれはおろか、ノミや虫が棲すみ付くこともない。常時清潔に保たれており、逆に触った人間の穢れなどを祓はらう効果すらあった。

　ディッシュは知らないが、実はモフモフすることによって、身体を石鹼で洗うのと一緒の効果を得ていたのだ。

　ともかく、一行はアリエステル王女の私室へと通される。

　扉を開けると、ディッシュよりも小さい姫が、目を輝かせた。

「遅かったな、でぃ────うん？　お主、本当にディッシュか？」

「お前がさせたんだろうが……」

　ディッシュは目を細めると、横でアセルスが口元を隠し、プッと吹き出した。

「まあ、よい。遠路はるばるご苦労であった。だが、長旅のところすまぬが、早速料理を作ってくれ。妾わらわの腹はペコペコじゃ」

「嫌だ……」

　ディッシュの一言に、場は凍り付く。

　く～～。

　小さな腹の音だけが虚しく響いた。その主であるアリエステルは、わなわなと声を震わせる。

「い、今なんと言ったのじゃ、ディッシュよ？」

「断ると言ったんだ」

「どうして!?」

「うーん。……なんていうか、気分じゃない」

「はあああああああ!?」

　いや、それはおかしい。

　普段なら、料理を作ってくれと言えば、嬉き々きとして応じるのがディッシュである。

　だが、宣言通りディッシュはぴくりとも動かず、ポーッと窓の外を見つめているだけだった。

「あ、アセルス！」

「は、はい。姫」

「そなた、ディッシュの知己であろう。お前からも、何か言ってやってくれ」

「はあ……。ですが、彼が気分じゃないと言うなら、気分じゃないのかと」

　理由はいくつか考えられるが、やはり城に強制的に連れてきたのがまずかったのかもしれない。

　それは完全にアセルスの落ち度だ。とりあえず城に着けば、ディッシュならば料理を作ってくれると、信じて疑わなかったことが裏目に出てしまった。

　あとは急激な環境の変化もあるかもしれない。いきなり城に連れてこられたのだ。山育ちのディッシュは、まだ環境に順応できていない可能性があった。

「姫……。一いつ旦たん料理については、保留にさせてください」

　アセルスの提案に、本意でなくとも、アリエステルは受け入れざるを得なかった。

　若輩ながら、料理には作り手の魂が必要だと、アリエステルは理解している。無理やり作らせたところで、出てくる品がアリエステルの舌を唸らせるような料理になるとは思えなかった。

「わかった。そなたに一任する」

　アセルスは、ディッシュとともに王宮の厨ちゆう房ぼうに向かった。

　彼の興味は料理だ。厨房に行けば、優れない気分も晴れるかもしれない。

「わぁ……」

　アセルスは思わず歓声を上げた。

　厨房に行くと、大小様々な釜かま、料理道具が並んでいた。当然、調理する料理人たちの姿もある。その凄すさまじい熱気が、厨房に立ちこめる熱とともに伝わってきた。特に今は夏季だから余計だ。料理人たちの額には汗が滲にじんでいる。ディナーの下ごしらえをしているのだろう。

　隅の方では料理人が集まって、今夜の夕食についてレクチャーをしていた。

　ディッシュの表情が変わる。見たこともない料理道具を手に取り、物珍しそうに見つめていた。

　すると、料理人たちの話す内容に「アリエステル」という言葉が聞こえる。

　料理人たちは皿の上の料理を囲み、首を傾げ、困り果てていた。

「どうしたんだ？」

　ディッシュはアセルスの制止も聞かず、首を突っ込む。

　皿に載っていたのは、真っ白なアイスとチョコレートだった。

　声をかけられた料理人たちが振り返る。

　白い口くち髭ひげを生やした料理人が進み出ると、ディッシュに話しかけた。

「君は？」

「ディッシュ・マックホーンだ」

「ああ……。姫が認めたという山育ちの料理人とは君のことか。何故、こんなところに？」

「姫に召喚されたのです」

　ディッシュの横に立ったアセルスが、事情を説明する。

　金髪の美しい女騎士を見て、料理人は目を見張った。その後ろで他の料理人たちが「【光速】の聖騎士、アセルスだ」と好奇の視線を送っている。

「事情をお聞かせ願えませんか？　彼が興味を持っているようなので」

　アセルスが料理人たちに事情を説明する横で、ディッシュはアイスとチョコに釘くぎ付づけになっていた。「うまそう」と目を輝かせる。

「なあ、これ……。もう誰も食べないのか？」

　ディッシュはアイスを指差す。

　窓から差し込む陽光を受けて、アイスはキラキラと光っていた。

　綺き麗れいにカットされたチョコレートも同様で、一種の芸術品のようにたたずんでいる。

　しかし、誰かが口を付けたらしい。

　スプーンですくった跡の部分は少し溶けていて、それがより一層食欲を刺激した。

「え？　ええ？　まあ……」

「一口だけもらってもいいか？」

　料理人たちは顔を見合わせると、お互い目で相談した後、うんと頷うなずいた。

　待ってましたとばかりに、ディッシュは料理人たちが用意しようとしていたスプーンを待たず、アイスを指ですくう。そのままペロリと口に運んだ。

「うん。うまい!!」

　若干シャーベット状になっていて、かき氷のようなシャクシャクとした食感が残っていた。おかげで、口の中がふわっと冷たく、調理の熱でむんとした厨房で食べると、また格別だった。

　甘さもちょうどいい。

　街で売られているアイスは、とにかく砂糖を入れすぎる傾向がある。

　だが、このアイスは程良く抑えられていた。

　牛乳の使い方を熟知しているのだろう。砂糖の甘さと、牛乳が持つ甘さ、そのどちらも殺すことなく、柔らかな甘みが舌を揉もみほぐしてくれる。シャキッとした食感と、抑えられた甘さのおかげで喉のど越しも申し分ない。アイスの冷たさと甘さが、胃の中に充満していくのを感じた。

　次いで、ディッシュはチョコレートにも手を付ける。

　アイスと同様に十分冷やされたチョコは、口の中で砕くとゴリゴリと音がした。

　その食感もまたたまらない。耳の中で響くと、心地よい食音を奏でる。

　チョコもアイスと同様に、甘みが抑えられていた。

　その分、舌に感じたのは苦みだ。これがまた味全体にいいアクセントになっている。苦みが、チョコの中の砂糖の甘みをより引き立ているのだ。一見、性格の合わない二つの味が、仲なか睦むつまじい夫婦のようにチョコレートを高次元に押し上げている。

「はあ……」

　ディッシュは思わず息を吐く。久しぶりに、自分の料理以外のものを食べて感動したディッシュは、白髭の老料理人に向き直った。

「あんたのお菓子……。ホントうまいなあ」

「こら。ディッシュ」

　アセルスは慌てた。

　王宮の料理人は、アリエステル王女が選りすぐった料理人たちばかりだ。少なくとも世界でも十本の指に入るだろう。そんな人間相手に、ディッシュの発言は些いささか横暴のような気がした。

　しかし、老料理人は気にしていないらしく、恰かつ幅ぷくの良いお腹を突き出して笑った。

「ははは……。ありがとう、青年。その言葉ほど、料理人が勇気づけられるものはないよ」

「わかるぜ。『うまい』は料理人の勲章みたいなもんだからな」

　ディッシュの表情に笑みが灯ともる。

　ようやくゼロスキルの料理人らしい顔を見て、アセルスはひとまずほっと胸を撫なで下おろした。

　一方、老料理人は少し肩を落とす。

「だが、私の料理はアリエステル様のお口に合わなかったようだ。一口食べたら、すぐに皿を下げさせてしまった。前にお出しした時は、『おいしい』と言っていただいたのだが……」

「こんなにおいしいのに、アリスのヤツ。何が気にくわなかったんだ？」

「今日お出しした時、こんなことを仰おつしやっていたよ」




　味は申し分ないが、インパクトに欠ける……。




「インパクトか……」

　頭を抱える料理人たちとともに、ディッシュも考え始めた。

　料理にとって味の良し悪しは勿もち論ろんのこと、見た目も重要な要素である。食べさせる相手を想像し、その驚きを演出することも、料理人の大事な使命なのだ。

　ただのわがままでアリエステルは言っているのではない。「もっとおいしくなるだろう？　例えば『インパクト』だ」と、料理人にヒントを与えたのだと、ディッシュは確信した。

　しかし一度完成し、及第点を与えられた料理に手を加えるのは、簡単なことではない。

　パリンッ！

　突然、甲高い音が厨房に鳴り響く。

　どうやら新人の料理人が皿を割ってしまったらしい。

「何をやっているんだ、お前」

「すみません」

「血が出てるじゃないか。ともかく、薬で消毒してこい。こっちはやっておくから」

「はい！」

　新人の料理人は、切った指を口に入れたまま、厨房を出ていく。

　ディッシュは床に点々と付いた赤い血を見つめた。

「見た目……。色……。薬……」

　突然、ディッシュは顔を上げる。

　にしし、とゼロスキルの料理人は笑うのだった。





◆◇◆◇◆






　アリエステルは自室で落ち着かない様子だった。

　靴音を鳴らしながら、右に行ったり左に行ったりしている。かと思えば、扇子を広げ、パタパタとドレスの襟元を開けて未成熟な胸に風を送っていた。

　考えていることは一つ──ディッシュのことだ。

　多少強引でも「料理を作れ」と言えば、ディッシュは調理を始めると思っていた。しかし、ディッシュは自分の申し出を断り、今もその腕を振るっていない。

　最初こそ怒りがこみ上げてきたアリエステルだったが、ここに来て、自分の落ち度を探り始めていた。超わがまま王女と思われがちだが、意外と繊細な心の持ち主なのだ。

「妾は……。ディッシュに嫌われてしまったのかのう」

　はたと立ち止まり、アリエステルは肩を落とす。その瞳ひとみは揺れ、今にも泣き出しそうだ。涙に滲んだ視界に浮かんでいたのは、ゼロスキルの料理ではなく、ワイルドな山育ちの青年だった。

　この時、王女の心は本人が思っている以上に、千々に乱れていたのである。

　おかげで、さっき使用人たちに所望したアイスを、一口食べただけで下げさせてしまった。何故、一口しか食べていないのか、と料理人に問われたので、「インパクトが足りぬ」と適当な言い訳を言ってしまったが、良かっただろうか。

「いや……。今はそんなことよりも、ディッシュにどう謝るべきかだ」

　また部屋の中を右往左往し始めると、唐突に扉が開いた。

「ひゃっ！」

　アリエステルは猫のように飛びすさる。

　扉を開けて入ってきたのは、ディッシュだ。

　驚いたか、と言わんばかりに、にしし……といつもの笑みを浮かべた。その後ろにはアセルス、ウォン、さらにアリエステルのお抱えの料理人たちが控えている。

　聖騎士はともかく、自分の料理人まで何故揃っているのかわからなかった。

　すると一人の料理人が進み出る。先ほどアイスを持ってきた老料理人だった。

　かなり年老いているが、世界でも十本の指に入る料理人で、仕事がとても丁寧でアリエステルはとても気に入っている。

　もしかして、先ほど食べかけたアイスを下げさせた件のことを怒っているのだろうか、とアリエステルは真っ先に考えた。料理人はプライドが高い職人だと、アリエステルは理解している。年を取っているなら尚なお更さらだろう。もしかして、辞めると言い出すかもしれない。

　先ほどはすまなかった……。人の上に立つものとして、ここは素直に謝罪せねばならないと、アリエステルが覚悟した時、銀色のプレートが差し出された。皿の上には銀の蓋ふたがされ、中身が見えないようになっている。

「仰せの通り、インパクトを与えてみました」

「イン……パクト…………？」

　老料理人が皿の上の蓋を開くと、冷ややかな白い煙が漏れ出す。

「おおおおおおおおおおおおお!!」

　アリエステルは叫ぶ。

　一瞬、老料理人の後ろに控えるディッシュが、口角を上げたような気がした。

「な、なんじゃ、これは!?」

「どうやら、驚いていただけたようですな」

　老料理人が穏やかに口髭を動かすと、アリエステルはゴクリと唾つばを吞のんだ。

　見た目は丸いアイスだ。しかし、そこには小さなチョコの粒が混ぜ入れられていた。おそらく刺さっていたチョコを砕き、アイスに混ぜ込んだのだろう。

　それだけでも十分おいしそうなのだが、アイスの工夫はそれだけに留まらない。

　純白のアイスが、なんと鮮やかな緑に変色していたのである。

　全く見たことのない色のアイスに、アリエステルは「あ、あ、あ」と喉を鳴らすだけだった。

「先ほどのアイス……。姫様のご指示通りに作り直してみました」

「指示……？」

　アリエステルは思わず「あっ」と声を上げてしまった。

　あの適当な指示を真に受け、老料理人はその通りに修正してきたのである。

　家臣の熱意に、アリエステルは目頭が熱くなった。同時に自分の指示が、割と適当であったことを言い出せなくなってしまう。自分で蒔まいた種とはいえ、これからはもう少し言葉を選ばねばならないと、わがまま王女はひっそりと自省することにした。

「ご試食いただけませんか、姫様」

　老料理人が勧めると、すかさず給仕がスプーンをアリエステルに差し出す。

　準備万端というわけだ。アリエステルはやや複雑な表情を浮かべつつ、スプーンを受け取った。

　お気に入りの桃色の食器を握り、アリエステルはごくりと唾だ液えきを飲み込む。

　視覚にこそ訴えかけるものがあるが、どうにも緑色のアイスには抵抗がある。

　真っ黒なチョコと相まって、色が派手すぎて優雅とは言いがたい。

　あまり食指が動かなかったが、折角自分のために作ってくれた料理だ。

　わがままで有名なアリエステル王女も、食べないとは言えなかった。

　それに見た目はともかくとして、味が気になる。

　アイスの中に入れたチョコの破片も気になるし、それに何故緑色をしているのか？

　自らの舌で確認せねばなるまいと、アリエステルは美食家としての使命感を燃え上がらせた。

　いよいよスプーンをアイスに突き立てる。

　暑さ故か、すでに溶け始めているアイスは、姫の乏しい力でも簡単に掬すくうことができた。

　少し躊躇ためらいがちに、口の中へと運び、勇気を持って舌の上に載せる。

「ふほふほほほほほおお～～」

　姫は再び悲鳴を上げた。

　寒い……。

　脳内に浮かんだ言葉は、『極寒』であった。

　先ほどまでうだるような暑さの中にいたはずなのに、急に身体がぶるりと震え出す。

　何故なら、口の中に広がったのは、アイスの甘みでも、チョコの苦みでもない。

　爽そう快かい感かんだ。

　夏の火照った身体に、涼風が吹き抜けていく。

　否──涼風などという生やさしいものではない。

　もはやこれは吹雪だ。いや、暴風雪に匹敵する爽快感だった。

　決して悪くはない。その証拠に、アリエステルはすぐに二口目を食していた。

　口の中が凍っていくような感覚に陥る。心なしか持つ食器すら冷たく感じた。

「いかがですかな、姫様？」

「うん。……うまい！」

　認めないわけにはいかなかった。

　同時に、老料理人は「ありがとうございます」と頭こうべを垂れる。

　給仕たちも元気を取り戻した姫を見て、ほっと胸を撫で下ろした。

　うまい……。うまいのだ。

　頭がチカチカするほどの爽快感しか感じないのに、このアイスはうまいのだ。

　おそらくアイスとチョコの甘みのおかげだろう。

　爽快感は味とは言い難く、無味と言ってもいい。だが、そこに甘みが加わることによって、よりはっきりと味が見えてくる。糖度は最初に出されたアイスと変わらないのに、先ほどよりも強く甘みを感じることができるのは、この爽快感のおかげだと確信した。

　チョコの苦みもむろん強く感じる。さらにチップ状になったチョコレートは、爽快感で麻ま痺ひした舌に、ガツンとした食感を与え、曖あい昧まい模も糊ことした非現実的な味が、その苦みと食感によって、食べる者を現実に引き戻してくれる。

「ふあああ～～」

　アリエステルは恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　瞳に映っていたのは、三百六十度真っ白な大雪原だった。

　そこに現れたのは、黒い毛皮の小熊たち。チョコの甘い香りがする小熊たちは、姫君を取り囲み、「えいっ。えいっ」と口の中にこれでもかと甘い緑のアイスを突っ込み続けている。




「はあああああ～～。もう、もう食べられ～ん」




　食べきった瞬間、アリエステルは陥落した。

　寒いのだろうか。まるで極寒の雪山に放り込まれたかのように肩を押さえ、アリエステルは震えている。はっと吐いた息は、夏場にもかかわらず白く濁っていた。

「うまかったか、アリス？」

　にししし、とディッシュの笑い声が聞こえる。

　キッと顔を上げると、アリエステルの青い瞳は若干潤みを帯びていた。

「ディッシュ！　そなたが作ったのだな」

「作ったのは、このおっさんだ」

　ディッシュは老料理人を指差す。おっさんと言うものの、これでも世界で十本の指に入る名料理人なのだが、その非礼を咎とがめる者はいなかった。

「俺はちょっとしたアドバイスをしただけだよ」

「そうなのか？」

「はい、姫様。恐れながら私が作りました。とはいえ、ディッシュ君のアイディアがなければ、姫様をここまで驚かせることはできなかったでしょう。さすがは姫様がお認めになった料理人です」

　老料理人はディッシュの肩に手を置き、絶賛する。

　世界で十本の指に入る料理人が、山で暮らす青年を、もうすでに認めているような口振りだった。

　それがどれほど凄すごいことなのか、わかっていないのは、無邪気に微笑むディッシュぐらいだろう。

「教えろ、ディッシュ！　一体、あのアイスをどうやってここまで劇的においしくしたのだ？」

「なんだ、アリスもわからないのか？」

「むむぅ……。ちょっと待て」

　まだまだ身体は小さくとも、美食家としての矜きよう恃じがある。アリエステルは得意げな顔を浮かべるディッシュの鼻を明かそうと、必死に舌の記憶を頼りに味の正体を探った。
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　アイスの甘み、チョコの苦み。

　その上品さはまさしく老料理人が作ったものだろう。

　問題は爽快感だが、これはきっとディッシュのアイディアに違いない。

　しかも、何か複雑な工程を踏んでいるようにも思えない。単純にアイスの中に、何かアリエステルも知らない未知の材料を練り込んだのだろう。

　色と味からして、アリエステルの脳裏に真っ先に浮かんだのがハーブ系だ。

　だが、これ程強い爽快感を出すハーブを、食した経験はなかった。

「じゃあ、ヒントをやるよ。アリスもきっと一度はお世話になっているはずだ」

「お世話」という言葉に、アリエステルは小首を傾げる。

　ここまで来ると、意地でも食材を当ててやりたいが、結局わからなかった。

「教えよ、ディッシュ！　そなた、一体このアイスに何を入れたのじゃ？」

　ディッシュは意地悪く「にしし」とまた笑った。

　懐に手を伸ばすと、一本の瓶を取り出す。

　色からして、ごく一般的な回復薬だろう。まさか回復薬を入れたのか、と指摘したが、ディッシュは首を振り、明確に否定した。

「アイスに入れたのは、ヨドモギの葉だよ」

「ヨドモギの葉じゃと!!」

　アリエステルは叫んだ。

　ヨドモギの葉は傷口に貼れば、傷を治し、煎せんじて飲めば胃薬にもなる。今、ディッシュが持っている回復薬も、聖水にヨドモギの葉を漬け置くことによって製造できるものだ。

　別名『薬草』。

　その中でも、ヨドモギの葉は代表的なもので、山野に広く分布している。

　かさばらず持ち運びが便利なため、冒険者必携のアイテムだ。

「摘んできたばかりのヨドモギの葉をすりつぶして、そのアイスに練り込んだのさ」




　名付けて、薬草チョコチップアイスだ！




「や、薬草がこんな味とは知らなかった」

「きっと、その爽快感は味じゃねぇ。薬草だから、身体の悪いところを修復してるんだろう。それが全身の爽快感に繫つながっているのだと俺は考えている」

　ディッシュは説明を付け加える。

　確かに、舌に感じた爽快感以上に、身体全体がすっきりしていた。

　甘い物を食べた後の舌にまとわりつくようなべったりとした感覚もない。

　うまい菓子でありながら、このアイスは薬としての役目も果たしているのだろう。

「どうだ？　インパクトがあっただろう？」

　ディッシュの言葉に、アリエステルは顔を上げた。

　そうだ。この料理は、自分の適当な評価でできあがったものなのだ。

　少々複雑な思いを胸にしまい、アリエステルは老料理人と給仕に向き直る。

「そなたたちもよくやった。これは王国最高のアイスとして、歴史に名を残すであろう」

「ありがとうございます、姫様」

「どうやら、妾わらわの舌に間違いはなかったようだの」

　結局アリエステルは自分の失言のことを話さないと決めた。しかもちゃっかり自分の手柄にするあたり、アリエステルらしいと言えるかもしれない。

　すると、姫君はディッシュに向き直る。

　何やら決意に満ちた目を、ディッシュに向け、そして告げた。

「ディッシュ、お願いがある。このアイスをもう一つ作ってはくれまいか？」




　アリエステルがディッシュたちと連れだってやってきたのは、王妃の私室だった。

　つまりは、アリエステルの母の部屋である。

　付いてきた老料理人は、そっとディッシュとアセルスに耳打ちし、事情を説明した。

　王妃はこのところの暑さで体調を崩していた。臥ふせっていることが多く、特に食欲がないことが一番の問題となっていた。そのため城の料理人たちは試行錯誤して、料理を作るのだが、どれもうまくいっていない。最近食べたものといえば、林りん檎ごをすりつぶしたものだけだという。

　日に日に瘦やせていく母親に、アリエステルも心を痛めていた。

「なるほど。だから、ディッシュを呼んだのですね」

「アリスの母ちゃんがピンチってことか。そういうことなら、早く言えばいいのに」

「国の王妃が臥せっているなんて情報を、城外においそれと持ち出すわけにはいかぬだろう。国民を心配させるわけにはいかんのだ」

　アリエステルが扉をノックすると、「どうぞ」と美しい声が返ってくる。

　中に入ると、薄暗い室内が広がっていた。窓は分厚いカーテンで閉め切られ、少しだけ開いた隙間から夏の光が差し込んでいる。魔法による空調が効いていて、部屋の中はひんやりとしていた。

　部屋の中央に置かれた天てん蓋がい付きベッドの御み簾すが上がる。

　薄い寝間着を着た女性の姿が現れた。カーテンの隙間から外を見つめている。こちらに気付くと、やや解ほつれた亜麻色の髪を揺らして振り返り、アリエステルたちを迎え入れた。

「いらっしゃい、愛しきアリス」

　王妃エヌマーナ・ラスヌ・カルバニアは目を細める。

　その瞳ひとみの色は、アリエステルとそっくりだが、民から『我らがエマ』と慕われる王妃の面影はない。頰はこけ、いつも国民の声援に対し大きく手を振って応える身体は、幾分小さく見える。誰の目から見ても、体調を崩していることは、明白だった。

　それでも、娘を迎えた時のエヌマーナは美しく、その笑顔は女神のようだ。

　その健けな気げとも言える姿を見て、アリエステルはキュッと胸の辺りを手で摑つかんだ。

　アリエステルは、給仕からトレーを取り上げ、自らの手で母親の元へと運ぶ。

　娘の仕事ぶりを見て、エヌマーナは「よくできました、アリス」と褒め称たたえた。

「母上、どうかこのアイスを食べてみてください。王国の歴史に残る一品です」

「まあ……。王国の歴史に？」

　自信満々に言い張る我が子に、エヌマーナは戸惑っていた。

　アリエステルが銀の蓋ふたを開くと、チョコの欠片かけらが入ったアイスが現れる。

　しかも、アイスは緑色をしていた。

　見たこともない色のアイスに、エヌマーナは驚きを隠せない様子だ。

「さあ、どうぞ」

　アリエステル自ら、スプーンで掬すくい、母の口元へ運んだ。

　まだ困惑をしながらも、エヌマーナは口を開ける。

　アリエステルと同じく、少し勇気を持って、舌の上に載せた。




「むぅぅぅぅううううう!!」




　ベッドの上でエヌマーナはぴょんと飛び上がる。

　頰を膨らませて、興奮した様子だった。

「如何でしょうか、母上」

「おいしいわ。アイスの甘みも、チョコの苦みもとても上品で。とても美味だし。あとこの爽快感には驚いたわ。一体なにを使っているのかしら？」

「『薬草』です、母上。ここにいるディッシュが作ってくれました」

「まあ、アリスを助けていただいたという……。その節は、娘がお世話になりました」

　ぺこりと王妃は山に住む青年に向かって頭を下げる。

　それがどういうことか、さすがのディッシュも理解しているらしい。

　少し頰を赤くしながら、照れていた。

「ささ……、母上。まだまだたくさんありますよ」

　アリエステルはアイスを掬い、再び母親の口元に運んだ。

　だが、エヌマーナはそっと手を差し出す。

「ごめんなさい、アリス。今日は、食欲がないのよ」

　しかし、ゼロスキルの料理ですら、王妃は断ってしまった。








Ｍｅｎｕ４　魔猪の大蒜焼きと燻製









　典医が集まり、エヌマーナの病気について議論していた。

「王妃様は未知の病気に冒されている」

「酷暑に身体が耐えられないだけだ」

「いや、もしかしたら何かしらの心労を抱えているのかもしれない」

　舌戦を繰り広げるが、解決の糸口は見つけられない。その様子をアリエステルとディッシュ、アセルスが遠巻きに見ていた。三人は典医と同じように集まり、腕を組んで考えている。

　アリエステルの失望ぶりは痛々しいものだ。

　エヌマーナのためにこれまで腕に覚えのある料理人の料理を試してきた。けれど、誰一人として母親を満足させたことはなかった。エヌマーナは娘のアリエステルとは違って、元々食が細い方なのだが、ここまで食欲不振に陥ったのは初めてのことで、典医たちも困惑していた。

　満を持して、ゼロスキルの料理を食べさせてみたが、それすらエヌマーナは拒否してしまった。薬草を練り込み、アリエステルが「王国の歴史に残る」と豪語した料理にもかかわらずだ。

　アリエステルにとっては、ディッシュの料理が最後の頼みの綱であった。

　だが、それも断たれたことで、万策尽きたとアリエステルはひどく落ち込む。丸めた背中はいつもより小さく見えた。

　すると、ディッシュは典医たちの輪に近寄っていく。

「なあ、おっさんたち。薬草は試したのか？」

「君は？　アリエステル様が連れてきた料理人か」

「ああ。この国で採れるものの最高級の薬草を煎じて飲ませた」

「それでも王妃様の体調は元に戻らないのだ」

「ふーん。……じゃあ、七色草も試したのかよ？」

　顎あごをさすったり、肩を揺すったり、あるいはかけていた眼鏡のズレを直したりしていた典医たちは動きを止めると、途端、怪け訝げんな表情を浮かべた。

「七色草だと……」

「君、わかっているのか？」

「あれはとても希少な薬草なのだぞ」

　七色草──その葉を水に浸すと、七色に輝くことから名付けられた薬草である。

　典医の言う通り、希少な薬草で『幻草』という異名が付けられていた。

　その効果は絶大だ。

　一説によれば、七色草を煎じて飲ませると、死者が蘇よみがえるとまで言われている。

「待て、ディッシュ、その口振り……。七色草について何か知っているのか？」

　少し険悪になりかけた典医とディッシュの間に割って入ったのは、アセルスだった。

　その後ろにはアリエステルも控えている。

「いや、俺は知らないけど、七色草が生えてる場所を知っているヤツなら心当たりがあるぞ」

「な！　そんな人間とディッシュが知り合いなのか!?」

　アリエステルは思わず声を張り上げた。

　七色草を採取できる人間といえば、かなり限られてくる。

　まず薬草採取に関するスキルを持っている者だ。それもかなり高レベルの専門家に限定される。

「ならば金に糸目はつけぬ。名声だって、いくらでもくれてやろう。とにかく今すぐ、そやつを妾の前に連れてくるのだ！」

「それはダメだ、アリス」

「何故だ？　金や名声ではダメなのか。それとも絶世の美女が良いのか。うーむ。そういうことなら、父上と相談せぬわけでもないが……。そうじゃ。アセルスを差し出せば良い」

「な、なななな何を言い出すのですか、姫！」

「なんじゃ、お主。自分でもわからんのか？　お主は、妾から見ても絶世の──」

「そ、そういうことではありません。何故、私がどこの馬の骨ともわからぬ男と……。それに私にはディ──」

　と言いかけて、アセルスは慌てて口を噤つぐむ。

　ちらりと、ディッシュの方を見て、顔を赤くした。

　乙女の視線に気付かず、ディッシュは腹を抱えて笑う。

「違うって、アリス。……そいつは女にも興味はねぇよ」

「まさか男か！　そうか。てっきりお主の知り合いだから、男とばかり。いや、男でも男が好きだという者もいると聞くが、まさか……！」

「ディッシュに、私の知らない女友達がいるのか!?」

　アリエステルが疑惑の目を向ければ、アセルスは別の意味でショックを受けていた。

「落ちつけって。俺は知ってるだけで、そいつとは知人でもなんでもないんだよ。そもそも人間じゃねぇし」

「人間じゃない？」

「では、何者なのだ？」

　ディッシュは肩を竦すくめる。

　そして、にしし……といつも通りの笑みを浮かべた。
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　カリュドーンという魔獣がいる。

　その容姿はよく猪に喩たとえられるが、確かに似ていた。

　大きく突き出た鼻。口からはみ出た牙きばは巨大な曲刀を思わせ、ずんぐりとした体たい軀くは黒い毛に覆われている。特にカリュドーンは毛深く、下した顎あごには獅し子しのような鬣たてがみがあって、厳いかつい。

　その最大の特徴は、巨大であることだ。成熟すると、体高が二階建ての建物に匹敵し、最大のものでは、さらにその倍──深い森の中を進む姿がはっきりと見えるほどだという。

　一方で、その大きさからは考えられないほどのスピードを誇り、かつ小回りも利く。突進力は語るまでもなく強力で、全武装した重装騎士とて止めるのは難しい。だが、それ以外に厄介な特徴はなく、ギルドにおいてもＣもしくはＢにランク付けされていた。

　カリュドーンのユニークな特徴の一つが、美食家であることだ。

　基本雑食で、人間はもちろん小さな木の実まで食べる。好き嫌いが激しく、特に珍しい薬草や、希少なスピッドの豆などを好んで食べるという。

　どうやら発達した嗅きゆう覚かくによって、人間でも探すのが難しい野草を判別しているらしい。

「つまり、カリュドーンは七色草を見つけることができる嗅覚を持っているんじゃないかってことだ。んで、俺は一度だけ見たことがあるんだよ。七色のカリュドーンをな」

「「七色のカリュドーン？」」

　アセルスとアリエステルは声を揃えた。その不思議な単語に、お互い目を瞬かせる。

「噓じゃないぞ。俺は確かに七色に輝くカリュドーンを見た。魔獣は食べているものの特徴が体表や肉に出るんだ。おそらくそいつは七色草を食べて育ったんだろうな。つまり！　七色草が生えてる場所を知ってるってことだ」

　確率は低い。あくまでディッシュの憶測で、彼自身が七色草を見つけたわけではない。だが、今はその情報にかけるしかなかった。




　アリエステルは顔を上げた。その青い瞳には強い意志が宿っている。

「わかった。ならば行こうではないか。お主の山へ」

「え？　もしかして、アリエステル様も行くのですか？」

　アセルスが尋ねると、アリエステルは力強く頷うなずいた。

「無論だ。これは我が母のことだ。王宮で手をこまねいて待っているなど、妾わらわにはできぬ」

「しかし、もしものことがあれば──」

　王妃の体調が優れない今、アリエステルに何かあれば、エヌマーナは失意の底に沈み、心労で本当に死んでしまうかもしれない。そんなことは口が裂けても言えないが、とにかくアセルスは反対した。しかし、アリエステルの決意は強固だった。

「わかっておる。……それでも、母上がやつれていく姿をただ黙って見ていることなど妾にはできぬ。しかし妾は山では無力じゃ。以前の事件で身にしみて、わかっておる。それでも頼む、聖騎士アセルスよ。たとえ妾が足手まといでも、連れていってほしい。妾を守り、無事母上の元へと返してほしいのじゃ。頼む。この通り」

　アリエステルは目に涙を滲にじませながら、アセルスに頭を下げた。アセルスは戸惑うばかりだ。王族に頭を下げられるなど、たとえアリエステルが小さな少女であっても、恐れ多いことである。

　アセルスは迷う。だが、最後には笑みをこぼした。

「……全く、相変わらずわがままな人だ。『足手まといになるけど連れていってくれ。そんな自分を絶対に守ってくれ』なんて要求、初めて聞きましたよ」

「わがままは承知の上じゃ。それでも────」

「顔を上げてください、アリエステル王女。わかりました」

「え？」

　ようやくアリエステルは顔を上げる。一方で、アセルスは膝ひざを折った。

「我が剣は国と王に捧ささげたものですが、今から一時の間、アリエステル王女──あなたの騎士となり、盾となりましょう。必ずやあなたを守り、無事に山から帰還させることをお約束します」

　アリエステルの手を取ると、その甲にアセルスは口づけをした。

　騎士の誓いの儀式だ。舞台の一幕に出てきそうな王女と聖騎士の清廉な姿に、周りで見ていた者は息を吞のむ。当のアリエステル自身も驚き、そして頰を赤くした。

　すると、アセルスは手を離し、振り返る。

「これよりアリエステル様の命は、この聖騎士アセルス・グィン・ヴェーリンが預かる。この魂にかけて誓う。必ずや姫を五体無事に帰し、そしてエヌマーナ妃のために七色草を持ち帰ることを」

　胸を叩たたき高らかに宣誓すると、その声は城の隅々まで響き渡った。

　すると、城が騒がしくなる。鎧よろいを纏まとった騎士団がアセルスの前に現れた。手には槍やりを持っており、フルフェイスの兜かぶとのアイガードは下がっている。まるで今から戦でも始めるかのようだ。

　物々しい雰囲気に、アセルスたちが困惑していると、騎士たちは片かた膝ひざを突いた。

「聖騎士アセルス殿……。我々もお供させてください」

「元よりアリエステル様を守るのは、我らが使命」

「必ずやお役に立ちます」

「どうか聖騎士殿！　お願いします！」

　騎士たちは懇願する。

　アリエステルの無茶とも言える行動を制止しに来たのかと思ったが、そうではない。

　小さな王女の願いを叶かなえるため、騎士たちは馳はせ参さんじたのだ。

「こりゃ参りましたな」

　背後から声が聞こえ、アリエステルとアセルスは振り返った。

　立っていたのは白いコックコートを着た料理人たちだ。先頭には、あの老料理人が立っていて、白髭ひげを撫なでている。

「三人分の弁当で十分と思いましたが、あと五十は必要なようですな」

　老料理人もまたアリエステルの背中を押す。

　アセルスは頷き、アリエステルは涙の溜たまった目をごしごしと拭ぬぐった。

「妾は果報者じゃ。いつもわがままばかり言っておるのに……。こんなにも忠義に厚い者に、囲まれて過ごしているとは」

　騎士たちの中には、以前保養地で魔獣狩りに参加していた者も含まれていた。アリエステルが失しつ踪そうしたために叱しつ責せきを王や上司から受けた者もいるだろう。アリエステルを恨む者もいるかもしれない。料理人たちだってそうだ。いつも手厳しいことばかり言って、困らせてきた。皿を投げつけたのも、一度や二度ではない。

　それでも、騎士にも料理人たちにも恨みがましい雰囲気はなかった。ただ王女のために結集し、王妃を救おうとしている。その姿だけで、アリエステルは胸がいっぱいになった。

　すると、一人の騎士がアイガードを上げる。現れたのは騎士の笑顔だった。

「わがままもまた、姫様の可愛い一面ですよ」

　その言葉を聞いて、アリエステルは大きく鼻をすする。

　パチパチ……。

　どこからか拍手が聞こえた。鳴らしたのは、ディッシュだ。横でウォンが大きく遠とお吠ぼえを上げた。さらに拍手は大きく広がっていく。いつの間にか王宮で働く家臣たちが集まってきていた。

「姫様、頑張ってください！」

「どうかご無事で！」

「必ず七色草を手に入れてください」

「ご無理はなさいませんように」

「留守中の王妃様のことはお任せください」

　王女の無事を祈り、送り出し、そしてその勇気を讃たたえた。

　アリエステルは金髪を垂らし、家臣に深く頭を下げ、感謝の意を表する。

　すると、ディッシュが手を叩きながら近づいてきた。

「良かったな、アリス」

「うむ……。ディッシュもありがとう。お主がいなければ──」

「俺に感謝するのは、七色草を見つけてからにしようぜ」

「ディッシュの言う通りです。まだ何も解決していないのですから」

　アセルスが言う言葉に、アリエステルは「うん」と頷いた。

「アセルスもかっこよかったぜ」

「え？　あ、いや…………」

「うちで飯を食ってる時とは大違いだ」

「そ、それを言うなあぁ、ディッシュ」

「痛いて！　痛てててて！　止やめろ、アセルス」

　アセルスが顔を真っ赤にし、ディッシュをポカポカと叩き始めた。

　仲なか睦むつまじい二人のやりとりを見て、王宮内は笑い声に包まれる。

　その中で、アリエステルが別の方向を見ていた。その視線の先にあるのは、王妃エヌマーナが養生している私室だ。ギュッと拳こぶしに力を込め、アリエステルは静かに誓約する。

「母上、今このアリエステルが助けてみせます」

　こうしてアリエステル、ディッシュ、アセルス、ウォン、そしてカルバニア騎士団は、七色草を探すために、七色のカリュドーンがいる山へと、深く分け入ることになった。
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　山は魔獣の巣そう窟くつだが、だからといって特定の魔獣をすぐ見つけられるわけではない。

　魔獣の体力は野生の獣よりも高く、さらに警戒心が強いため、なかなか一つのところに留まらない。つまり広い山の中を常に動き回っており、発見は至難の業なのだ。

　そこでディッシュたちは、騎士団を三つに分けて、山の中を手分けして探すことにした。

　アリエステルの側には、ディッシュ、アセルス、ウォン、ほか数名の騎士が付いていた。三つに分けた隊の中間にいて、いつでも動けるように準備している。

　高台に陣取り、茂みの中から山の様子を確認していると、アセルスは首を捻ひねった。

「しかし……。この山には魔獣退治のために何度も入山していますが、七色に光る草なんて一度も見たことがありませんよ」

「なんだ、アセルスよ。お前は知らんのか？　七色草はな──」

「姫ッ!!」

　騎士の一人が指を差す。木の合間に煙が上っているのが見えた。

　カリュドーンを探すため、山に散った騎士団の部隊が発煙弾を上げたのだろう。

「行くぞ！　ウォン」

「うぉん！」

　ディッシュが跨またがると、ウォンは風のように走り出した。

　その後ろを【光速】のアセルス、さらに箒ほうきに跨り、浮遊の魔法を操作したアリエステルが続く。

　散った騎士団の一つに合流すると、ディッシュはウォンとともに息を潜め、気配を消した。隣に座ったアセルスは、ディッシュを見ながら「さすがだな」と小さく賛辞を送る。山の中で生活しているだけあって、ディッシュの気配の断ち方は、一流の狩人を思わせた。

　ずしん……。

　重い音が響く度に、景色が歪ゆがむ。

　急に感じた揺れと音に、アセルスはおろか、見ていた者すべてが息を吞んだ。

　重い音はさらに続く。梢こずえが揺れ、雨溜まりが小さく波立った。

　そして同時に巨きよ軀くが視界に映る。

　カリュドーンだ。

　切り株のような足は草花を散らし、巨体は樹木を倒す。その姿は雄々しく、森の王であることを誇示するかのようである。

　一匹だけではない。複数いる。少なくとも四匹のカリュドーンが、各々の視界に収まっていた。

　大きな個体と中型がそれぞれ一匹、小型が二匹だ。仲睦まじいといった感じではないが、家族のようにも見える。

　その様子を、ディッシュは熱心に観察していた。

　しばらく無言が続くと、堪たまらずアリエステルはディッシュに質問する。

「ディッシュよ。七色のカリュドーンはどれだ？」

「姫、もう少し声を落としてください」

「す……すまん、アセルス」

「ここから見る限り、俺が見た個体とは違うなあ」

　ディッシュが見たカリュドーンは、外観からわかるほど七色に輝いていた。だが、今視界に見える四匹は、真っ黒な体毛に覆われている。毛の奥の肌も、通常の個体と変わらないものだ。

　ディッシュたちは一いつ旦たんその場を離れることにする。魔獣は害獣故に見つけたら倒す事が鉄則だが、余計な刺激を加えて、山全体を警戒させるわけにはいかない。それにディッシュたちは魔獣を狩りに来たわけでも、食べるために捕獲しに来たわけでもない。七色草を知っている七色のカリュドーンを探しに来たのだ。小さなアリエステルを余計な戦闘に巻き込むわけにはいかなかった。

　そうでないと判断できたなら、場所を移動するしかない。

　すぐに別の地点から発煙弾が上がる。ディッシュたちはまた現場に急行するも、やはり黒い体毛をしていた。その後も、何度か発見するものの、結局七色のカリュドーンは見つからず、お昼の休憩を迎えた。

　さすがに一行は疲れの色を隠せない。

　アセルスとディッシュには余裕があるが、アリエステルと山に不慣れな騎士たちは疲れた様子だ。

　アリエステルは淑女の嗜たしなみを忘れ、水をがぶ飲みし、さらに王宮の料理人に持たせてもらった弁当を摘まむ。中身は贅ぜいをこらした料理ではなく、移動していても食べやすいサンドイッチだった。

　卵サンドからハムサンド、赤あか茄な子すや葉野菜など、バラエティ豊かな種類が揃っている。

　保存を良くするため、少々味付けは濃かったが、そのどれもが王宮の料理人の優しさと、アリエステルに対するエールで満ちあふれていた。

　幸せな顔をして、アリエステルは腹を撫でる。他の騎士たちも満足そうだった。

　だが、さすがに疲れからかアリエステルは食が進まない。自分の分と渡されたサンドイッチを少し残してしまった。食べなければ、元気にならないのはわかっているのだが、こうも暑くては、エヌマーナでなくても、食欲が減退してしまう。

　疲れというのは、魔法でもスキルでも治せるものではない。しばらく木陰で大人しくしていようと思ったアリエステルの前に、ディッシュがやってくる。

「食うか？」

　そう言って、ディッシュが差し出したのは、木の実だった。

　赤く、何かに漬け込んだのか、表皮がやたらとしわくちゃである。

　自分の辞書にない料理を見て、アリエステルは首を傾げた。

（東方の国にあるウメという食材に似ておるが、あれは献上品になるほど高価なものだ）

　そんなものを、山に住むディッシュが大量に抱えているとは思えない。

　となると、おそらくこの実もゼロスキルの料理の一つだろう。

「悪いが、ディッシュ。そなたの厚意は嬉うれしいが、今は食欲が──」

「そうか？　その割には涎よだれが垂れているぜ、アリス」

「え？」

　ディッシュに指摘されて、アリエステルは自分の口元に涎が付いていることに気付いた。

　すぐに飲み込んだが、後から後から涎が溢あふれてくる。

　それも目の前の謎の木の実を見れば見るほどにだ。

「こ、これはなんなのだ？　魔法か？　この木の実の魔力か？」

　千数百種類という料理を食べてきた美食家王女アリエステルでも、説明が付かない。

　木の実を差し出した本人はというと、いつも通り歯をむき出し微笑むだけだった。

「まっ！　それは食べてからのお楽しみだ」

　ディッシュは手で摘まむと、困惑するアリエステルの口に押し込んだ。

　瞬間、綺き麗れいな金髪がワッと膨れ上がり、アリエステルは空に向かって絶叫した。

「すぅぅぅぅぱああああああぁぁぁぁぁぁぁぁああ!!」

　アリエステルはその童顔をしわくちゃにし、口を尖とがらせた。

　頭を貫くような果肉の強烈な酸っぱさに、身を反らすほど驚く。

　つるりと果肉を飲み込むと、硬い種だけ慌てて吐き出した。

「姫様、大丈夫ですか？」

　アリエステルの悲鳴のような叫びを聞き、騎士たちが集まってくる。

　そのアリエステルの顔を見て、騎士たちはギョッとした。

　口元が唾だ液えきで溢れ返っていたのだ。即席のテーブルに滴るのに気付き、アリエステルは慌てて飲み込むのだが、何度喉のどの奥に押し込んでも、際限なく唾液が溢れてくる。あの強烈な酸っぱさを体験した後だというのに、身体はまだ欲していたのだ。

　く～～。

　ややお疲れ気味だったアリエステルの腹が嘶いななく。

　たまらず王女はさらにもう一個の謎の木の実を頰張った。再び実を食べ、顔をしわくちゃにする。「すっぱい！」と叫びながらも、姫の表情は次第にトロトロになっていった。

　酸っぱい……けど、うまい！

　うまい……だが、酸っぱい！

　その繰り返し……。もうたまらない！　止められない!!

　塩気と一緒に、酸味が身体に染み込んでいく。

　何か羽でも付いたかのように身体が軽くなり、眠っていた食欲まで蘇よみがえると、あっという間にアリエステルは三個も木の実を食べてしまった。

「どうだ？　うまかったか？」

「悔しいが、完敗だ。しかし、なんなのだ？　この赤いしわくちゃの実は」

「これか？　これはライフの実だ」

「ライフの実だと!!」

　アリエステルが驚くのも無理はない。

　スピッドの豆とならぶ、希少な実の一つで、一粒食べると『体力』のステータスが上がるという効果を持つ魔法の実だった。

　もちろん、そこら辺に生えているものではなく、冒険者の間でも幻と言われる実である。

　ディッシュはその実が生る木を知っていると言うが、ライフの実は保存が利かない。

　そこでディッシュは一つの調理法を編み出した。

「ライフの実を塩漬けにしたんだよ」

「ら、ライフの実を塩漬けにしたのか。な……なんというか、ひどく罰当たりな所行だのう」

　幻の実を──と、アリエステルは呆ぼう然ぜんとした。

　だが、その料理に対する探求心が結実したものが、強い酸味のある塩漬けなのだろう。

「全くお主は……。相変わらず奇想天外じゃの。ライフの実を料理の材料にするどころか、塩漬けにするとは……。お主の頭は一体どうなっておるのだ？」

「なんだよ。まるで俺が馬鹿みたいじゃないか。そんな意地悪なことを言うと、今思いついた七色のカリュドーンの探し方を教えてやらないぞ」

「そ、そんな方法があるなら早く言うがよい！」

「ディッシュ、それは一体どんな方法なんだ？」

　アセルスとウォンも会話に混じる。同じくライフの実を食したらしく、唇には涎が付いていた。

　するとディッシュは「にしし」と笑い、指を空に向ける。

「魔法で雨を降らせるのさ」

「「へ？」」

　ディッシュの言葉を聞いて、アセルスもアリエステルもポカンとなった。

　ウォンも首を傾げ、周りで聞いていた騎士たちも、互いに顔を見合わせる。

　ディッシュだけが自信満々といった様子で、口角を上げていた。

「七色草は水に反応して、七色になる草なんだ。だったら、雨を降らせば見つけるのも簡単になるんじゃないか？」

　ディッシュが提案したやり方は理に適かなったものだが、それが通じるのであれば七色草は『幻草』と呼ばれていないだろう。確かに古来より七色草を採るには雨上がりが適していると言われていることは事実なのだが、草が水に反応して七色に輝くのは一瞬だけである。その時間だけで見分けるのは、やはり超一流の薬師か、専用のスキルを持つ人間でなければ難しい。

　しかし、世界で十人いるかわからない薬師を、今から捜すのは至難の業だ。

「俺が見つけたいのは、七色草じゃない。ともかくやってみてくれないか？」

「しかし、ディッシュ。天候を操る魔法もまた難しい。局地的に雨を降らせても、この山全体に雨を降らせるのは難しいぞ」

「わかった。妾わらわがやろう」

　どんと、アリエステルはまだまだ未成熟な胸を叩たたいた。

　アリエステルは【全属性習得】というレアスキルホルダーだ。

　むろん、水や風の魔法が必要になる天候魔法も習得済みである。

「良いのですか、姫？　天候魔法はとても魔力と体力が──」

「かまわぬ。母上を助けるためだ。娘の妾が一肌脱がねば、他の者に示しがつかぬであろう。それに妾は嬉しいのだ。山ではお荷物な妾でもやれることがあるとわかったのだからな。アセルスよ、妾に見せ場をくれ」

「……わかりました。アリエステル様がそこまで言うのであれば」

「恩に着る」

　アリエステルは謝意を述べ、一歩前に進み出る。同時に騎士団が散らばった。アリエステルが呪文を唱え、魔力を溜ためる間、アリエステルを守るためである。

　騎士団にも礼を言うと、アリエステルは集中した。呪文を朗々と唱え始める。

「水の精霊レーヌ。風の精霊ヌーディン。我の声を聞かば、雲となって応えよ。太陽神の支配に屈せぬ勇気を振るい、西から東に駆ける翼を見せるがいい。枯れた空気と土地に、豊ほう穣じようの恵みとなり降り注げ！」




　天候魔法──【雨テ、来る道をラステ】。




　突然、真っ青だった空に黒雲が立ちこめる。

　急に辺りが暗くなると、一滴の粒が葉を叩いた。

　パタパタ……というまばらな音から、万雷の拍手のような音を立てるまで、さほど時間はかからなかった。身を打ち据えるような大雨が降ってきたのだ。

　見える範囲の上空は雲に覆われ、雨滴が山を濡ぬらしている。魔法が成功したのだ。

「「「「おおおお……」」」」

　騎士たちはどよめいた。

　何度も言うが、天候魔法は難しい。それを小さな身体のアリエステルが成功させたことに驚いていた。再び歓声を響かせ、ずぶ濡れになりながら「我がアリエステル」と称賛を謳うたう。

　ディッシュはここぞとばかりに、小さな桶おけを掲げて雨水を集め、水筒の中に入れた。

　しかし、魔法で呼んだ雨は長くは続かない。

「限界じゃ……」

　自ら降らした雨を全身に浴びながら、アリエステルは崩れ落ちる。

　何とか膝ひざ立ちになり、転倒こそ免れたが、荒い息を繰り返していた。

「姫!!」

「大丈夫じゃ、アセルス。だが、さすがに一度に魔力を吸い上げられて、疲れたがの」

「よくやったな、アリス」

　ディッシュも小さな背中を叩き、アリエステルを労ねぎらう。

　魔法が解けた空から暗雲が離れていき、元の青空が蘇った。雨音からけたたましい虫の音へと転調し、膝立ちになったアリエステルの前を、雨蛙がぴょこぴょこと飛び跳ね、横切っていく。

　すると、「ひ、姫!!」と慌てた様子で騎士が叫んだ。ディッシュたちがいるところよりも、少し小高い場所にいた騎士がぶんぶんと手を振って、何かを示している。アリエステルはアセルスとディッシュに抱えられながら、切り立った崖がけの上に登った。

　そこは、ちょうど山全体が一望できる場所であった。

「おお……」

　アリエステルは小さく唸うなる。

　横にいるアセルスも思わず「綺麗……」と目を輝かせた。

　ディッシュとウォン、騎士たちもその光景に息を吞のむ。

　虹にじだ。

　それも空に浮かんでいるのではない。山が七色のリボンでラッピングされたかのように、森や谷の狭はざ間ま、あるいは獣道に虹が浮かんでいたのである。

　夏の緑に突如現れた虹は、言うまでもなく美しく、何かに導かれるように山の奥へと続いていた。

　だが、一定時間が経たつとシャボン玉が割れるように消滅していく。

「あの虹は一体……」

「ともかく行ってみよう」

　アリエステルは騎士に背負われ、ディッシュたちは徒歩で虹が見えた場所へと向かう。

　一番近くに浮かんでいた虹に辿たどり着くが、何もない。七色草があるのではないかと思ったが、ただの野原が広がるのみだった。

　突然、ディッシュはしゃがみ込むと、じっと見つめて観察する。

「ディッシュ、それは？」

「たぶん、カリュドーンの糞ふんだ」

「糞！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げて、アセルスは一歩下がった。

　ディッシュはくんくんと匂いを嗅かいだりしながら、何かを確かめている。水筒を取り出し、ちょろりと糞に水をかけた。すると、糞が七色に輝き出す。あの虹の光にそっくりだった。

「やっぱりな。きっと、この糞には七色草の成分が残っているんだろう」

「じゃあ、妾たちが見た虹の道は、その糞が光っていたということか」

「ああ……」

「では、もしかしたらあの虹の先には──」

　虹の道は山奥に向かうほど多く輪を描いていた。

　もしカリュドーンが七色草を食べているなら、糞を漏らすのもその近くのはずだ。

　つまり、虹の道が多く点在した場所が、七色草の群生地の可能性があるということになる。

「行ってみる価値はありそうだな」

　ディッシュたちはカリュドーンの糞に導かれるように、山の奥へと入っていった。

　木陰の多い森の中を進んでいるとはいえ、うだるように暑い。雨を降らせたおかげで、湿度が上がり、皆の額に汗が滲にじんだ。それでも、一行は懸命に七色草を探す。

　やがて、開けた場所に出た。

「うわぁ……」

　背の低い野花が咲き乱れる花畑を見つけ、アリエステルは息を吞む。王宮にも花畑はあるが、比べものにならないほど広く、また多種多様な野花が咲いていた。赤、青、黄、あるいは白や黒──様々な色をした花弁が、不意に吹いた風に揺れている。

　その光景はまさに虹のようだった。

　雨は熱気と風ですっかり乾いてしまったらしく、花びらにも葉にも、雨滴はついていない。

「こんな山奥に、こんなに綺麗な花畑があるなんて……」

　アセルスは瞳ひとみを輝かせた。村の娘のように足取り軽く、花畑に近付いていく。

　珍しくもない野花だが、これほど一緒に集まると、その美しさは大輪の薔ば薇ら以上だった。

「待て、アセルス！」

「な、なんだ、ディッシュ？　大きな声を出して……」

「いる」

「何？　もしかして、魔獣か？」

　アセルスは腰を入れ、鞘さやに手をかけると、油断のない瞳を周囲に放った。

　だが、魔獣の姿はない。聞こえてくるのは、蹄ひづめの音でも、吠ほえ声ごえでもなく、野鳥の囀さえずりだけであった。蝶ちようがヒラヒラと舞い、ひたすらのどかな風景が視界に広がっている。

「ここにあるのだな、ディッシュ」

　騎士に背負われたままアリエステルは確信した様子で、ディッシュと同じ方向を見つめた。

　何がなんだかわからないのは、アセルスだけだ。

「アセルス……。お主にまだ説明してなかったな。七色草のもう一つの性質を」

「もう一つの性質？　それはなんですか、姫」

「七色というのは、水につけて七色に変わるという意味と、もう一つ理由があるのだ」

「それは？」

「擬態じゃ」

「擬態!?」

「七色草は、様々な草花に化けることができる魔草なのじゃ」

「じゃあ、もしかして──」

　すると、ディッシュは水筒の栓を抜く。

　勢いよく水を花畑に振りかけると、それは起こった。

「「おおおおおおお……！」」

　どよめきが起こる。

　ディッシュもその目映まばゆい光に、息を吞んだ。

　花畑が虹色に輝いていたのである。




　北の国では、こんな伝説があるらしい。

　魔獣と勇敢に戦い、亡くなった戦士は、神々たちがいる城に住むことができるのだと。そこには様々な花々が生い茂り、中には虹色の光を放つ花があるのだという。

　まさしく、アセルスの前に広がっていたのは、そんな光景だった。

　七色の光を放つ草が、一面に生い茂っていたのだ。

　あまりの美しさに言葉が出ない。獣であるはずのウォンですら、べろりと出た舌と涎よだれを引っ込めて見入っている。毛もモフモフになり、すっかり戦意を失っていた。

「よもやこのすべてが七色草とはな」

　アリエステルも息を吞んだ。

　こんなに大規模な七色草の群生地が、国内にあるとは思わなかった。

　いや、冒険者の誰かがギルドに報告したところで、信じる者はいないだろう。そもそも、この場所はかなり山深い。ここまで分け入るのは、ディッシュですら初めてだという。

　一行はしばらく幻想的な光景に見とれたが、それも長くは続かない。

　すぐに七色草は擬態を開始し、普通の野花の姿に戻ってしまった。

「すごい……」

　七色草の性質を知らなかったアセルスは声を漏らす。

　なるほど。これほど見事な擬態能力なら『幻草』と称されても、おかしくはない。

「そもそも七色草がこうやって七色に光るのは、擬態の誤作動だと言われている。水は無色透明だ。だが、七色草は無色にはなれない。故に、どうやって擬態をしようか悩んでいる間だけ、七色に見えちまうんだと」

　ディッシュは説明しながら、七色草が擬態をした花畑の中へと入っていく。
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　薄い硝子ガラスにでも触れるかのように、そっと手を伸ばした。

　七色草の根元の土を掬すくう。すると、茶色の土の中から白っぽい何かが出てきた。

「まさか……」

　ディッシュが目を細めると、唐突にアリエステルがぺたんと尻しり餅もちをつく。

　何事かと思い、一同が視線を向けると、青白い顔をしたアリエステルが指を差していた。

「うお！」

　さすがのディッシュも驚いた。

　骨だ。

　可か憐れんな野花に隠れて今の今まで、誰も気付かなかったのだ。

　花畑に混じって、獣の骨がそのまま残っていた。

　それもかなりの大きさである。随分、時間が経過しているらしく、一部は腐り土に還かえっていた。

　興味深い事に、その骨から芽が伸び、花が咲いている。

「たぶん、カリュドーンだろうな」

　骨の太さと牙きばの形からして間違いないだろう。

　白骨化したカリュドーンは花畑を枕にするようにして横たわっていた。

　七色草を食すカリュドーンが、再び七色草を芽吹かせる温床になっていたのだ。

「さしずめここはカリュドーンの墓場ということか」

　アセルスは少し悲しげに呟つぶやく。

　魔獣は人間の憎き天敵であるが、彼らも生き物だ。生きていれば、やがて死が訪れる。今まで、そんなことを考えもしなかったが、彼らも生命を生み出す一つの種であることは間違いないだろう。

　感傷に浸る一行をよそに、ウォンが唐突に頭を上げた。

　耳をくるくると動かし、モフモフだった毛を逆立たせる。

「うぅぅぅうう……」

　森がある方を向いて、唸りを上げた。

　次いでアセルスもわずかな震動を鉄靴の裏で捉とらえる。

「来る！」

　聖騎士アセルスが声を発すると同時に、緊張感が増した。前面にウォン、その後ろにアセルス、殿しんがりを騎士団が務め、ディッシュとアリエステルを守るように陣形を組む。

　梢こずえを揺らし、野鳥を驚かせ、カリュドーンがやってきた。

　それも一匹や二匹ではなく、優に十数匹はいるだろう。

「なるほど。ここはカリュドーンの墓場であると同時に、こやつらの聖域でもあるのか？」

「アセルス、それは違うぞ」

「どういうことだ、ディッシュ？」

「お前と同じさ。ご飯が取られると思って怒ってんだよ」

「な！　わ、私はそんなに食いしん坊ではないぞ」

　……微妙な雰囲気が流れる。

　それは認めようよ、という感じで、一行はアセルスに視線を送った。

　前面に出てカリュドーンを睨にらんでいたウォンですら、アセルスの方を向いてジト目で視線を送る始末である。アセルスは顔を真っ赤にした。

「え、ええい！　今は、この危機を脱出することが先決だろう」

「アセルスの言う通りだ。七色草を持って帰り、母上を助けるのじゃ！」

　アリエステルは杖つえを掲げる。姫の元気な声に、騎士たちの士気も上がった。

『ぶおおおおおおおおお……!!』

　とうとうカリュドーンたちが突っ込んできた。

「任せよ!!」

　アリエステルが杖を振るう。杖に魔力を注ぎ、さらに呪文を紡いだ。

「土魔法！　土人形の巨手ストーンウオール！」

　花畑の周りの土が突如、隆起すると、分厚い土の壁が一瞬にして形成された。

　カリュドーンたちの突進を防ぐ。それどころか隆起した土で押し返した。

「おお！　姫様!!」

　騎士たちは歓声を上げた。

　アリエステルは荒い息を吐き出しながら、「どんなものだ！」と呻うめく。

　雨の魔法に、広範囲を土壁で覆う魔法。立て続けに魔力を消費し、アリエステルは倒れる寸前だ。

　それでも、気を失うわけにはいかない。

　意識を失えば、作った土壁が消滅してしまう。そうなると折角見つけた七色草を散らすことになる。それではエヌマーナを助けることができない。

「あとは頼んだぞ、アセルス！　ウォン！　そして王国の騎士たちよ」

　姫の言葉に呼応するかのように、アセルスとウォンが土の壁を飛び越える。

　土壁の前で立ち往生していたカリュドーンの前に降り立った。

　途端、カリュドーンの敵意がアセルスたちの方へと向けられ、ぞろぞろと集まってくる。

　アセルスとウォンはたちまち囲まれてしまった。だが、アセルスの顔には一滴の冷や汗も浮かんでいない。ただぺろりと唇に付着した涎を舐なめ取るのみだった。

「ウォン……。気付いているよな」

「うぉん！」

　アセルスとウォンは、互いに顔を見合わせた。




　こいつら、結構おいしそうだ!!




　確かに大きく鋼のような身体をしているが、お腹の回りを見るとプルプルしている。

　それにあの七色草を食べているのだ。どんな味がするのか、楽しみで仕方なかった。

　うまく倒すことができれば、ディッシュが調理してくれるかもしれない。

　ぐおおおおおおお……。

　竜の嘶いななきかと思うほど大きな音だった。

　横のウォンはボタボタと、鉛のような涎を垂らしている。

　人間と獣の奇妙な組み合わせに、さしものＣランク魔獣も、後ろ脚を引きかけた。

　カリュドーンの戦意が減退するのを見て、アセルスは胸を張り、吠ほえた。

「我が名は聖騎士アセルス！　我が腹に収まることをありがたく思うがいい!!」

　アセルスは飛び出した。

　【光速】のスキルで、一瞬にしてカリュドーンの懐に飛び込む。

　顎あごの下に潜り込んだ刹せつ那な、刃を閃ひらめかせた。パッと魔獣の鮮血が飛び散る。

『ぶおおおおおおおおおおおおお！』

　断末魔の悲鳴を上げながら、一匹のカリュドーンが絶命した。

　どぅ、と重苦しい音を立てて倒れても、アセルスは止まらない。

　さらに敵陣深くに潜り込むと、目にも留まらぬ速さで魔獣を斬っていく。一切内臓を傷つけず、カリュドーンの命を刈り取っていった。

　ディッシュから何も指示されていないが、アセルスにはどこを切れば内臓を傷つけないか、なんとなくだがわかった。長くディッシュと関わっているからだろう。食べるのに最適な急所を、魔獣を見た瞬間、見抜くことができたのである。

　ウォンもまた一緒だ。大きく飛び上がり、まずカリュドーンの首元を狙う。大きな鬣たてがみと一緒に、その喉のど元もとを爪や牙で切り裂くと、すぐ転進して他のカリュドーンへと走った。

「すげぇな、あいつら……」

　ようやく土壁を上ったディッシュは、十数体のカリュドーンを前に奮戦するアセルスとウォンに賛辞を送る。

　一人と一匹の息の合った戦い方を見て、ディッシュはすぐにわかった。

　カリュドーンを食材にするつもりなのだ。

「仕方ねぇなあ」

　ディッシュはにしし、と笑う。

『ぶおおおおおおおおおお!!』

　やがて大きな咆ほう哮こうが山を震わせた。

　一際大きなカリュドーンが吠える。恐らくリーダー格だろう。

　すると、カリュドーンの群れは撤退を始め、森の中へと消えて行った。

「あ！　ちょっと待て！」

「もういいぞ、アセルス。食材は十分だ。それとも、この辺りのカリュドーンを食い尽くしても、お前の腹は満足しないのか？」

「そ、そんなことはないが……」

　アセルスが血を払い、鞘さやに剣を収めれば、ウォンも警戒を解き尻しつ尾ぽを振った。

「で？　どうなのだ？　カリュドーンは食べられそうか？」

「食ったことはねぇけどよ」




　それをおいしくするのが、料理人の仕事だからな。




　にしし、とゼロスキルの料理人は笑うのだった。





◆◇◆◇◆






　ディッシュは倒れたカリュドーンを見回し、短剣を入れる場所を探った。

　この間にも、魔獣からは大量の魔力が漏出している。しかし、焦りは禁物だ。慎重に身体の部位を確かめないと、肉そのものが使えなくなってしまう。特に尿道や胆たん囊のうなどを傷つけたら最悪だ。

　それでも時間との勝負であることは間違いない。

　ゼロスキルの料理人の腕の見せ所だった。

「アリス、人を借りていいか？　できれば、動物の解体経験がある人間がいい」

「うむ。良かろう」

　アリエステルの一声で、騎士たちが集まってくる。農民出身で、鶏や鹿を解体したことのある者数名を、ディッシュの助手に付けた。残った騎士には力仕事や火焚たきの準備をしてもらう。

　すでに陽は山の稜りよう線せんにかかりつつある。今日は、ここで野営することになるだろう。

「俺もこんなの解体したことがないから、当てずっぽうになる。膀ぼう胱こうと肛こう門もんの位置は通常の野生動物と変わらないみたいだ。とりあえず、大きな猪に見立てて、解体しよう」

　ディッシュは身振り手振りを交えながら、集まった騎士に指示を出す。

　山の中に住む青年の言葉に、反対する者も、異論を唱える者もいなかった。ディッシュはアリエステルが認めた料理人なのだ。そして騎士たちも山の中でのディッシュの活躍を見てきた。

　聖騎士や神獣、あるいは希少なスキルを持つ王女、いずれもこの世界において、素晴らしい逸材であることは間違いないだろう。だが、その中にあって、ディッシュはその彼らすら成し得ることができなかった七色草を発見したのだ。一体、誰がその能力を疑うだろうか。

　特にディッシュは身分の低い農民出身の騎士たちにとって、憧あこがれの的であった。憧どう憬けいの視線を浴びながら、ディッシュは丁寧に解体方法を説明していく。

　説明が終わると、いよいよカリュドーンの解体が始まった。

　まずは邪魔な毛を刈り、横倒しになったカリュドーンの腹に切り込みを入れる。皮と肉の間に、丁寧に刃を入れながら体表を剝はがしていった。思っていた以上に斬りやすいのだが、かなり皮が伸びるため、持ちにくい。

　騎士たちに手伝ってもらいながら、ディッシュは胸部と肢あしの皮を剝ぐことに成功する。

　次に腹を抜くと、びっしりと付いた白い皮下脂肪と、青紫色をした肉身が現れた。

「これは……」

　漂ってきた芳香を嗅かぎ、ディッシュの腹が疼うずく。

　予想以上に、カリュドーンは当たりかもしれない。

　魔獣の肉というのは、使える部位が極端に少ない。魔獣が不ま味ずいという理由も、おいしく食べられる部位が少ないからだ。ほとんどの肉が使えるブライムベアやヴィル・クロウが珍しいのである。

　そういう意味でカリュドーンは、かなり期待できるだろう。

　カリュドーンの腹の中に潜り込んだディッシュは、仰あお向むけになりながら内臓を探った。

「内臓は概おおむね猪と変わらないなあ。えっと……。胆囊と膀胱はどこだ？　匂いからして……ああ、ここか。じゃあ、大腸はこれだな。よし、行けるぞ！」

　ディッシュの勘は、確信に変わる。

　まずはぶっとい肋あばらの解体だ。一いつ旦たんカリュドーンの中から這はい出てくると、力に自信ある者を連れてくるように騎士たちに指示を出す。

「肋で手を切らないように気を付けろよ」

　合計十六本の肋をそれぞれ一つ持ってもらい、一斉に剝がしていった。

　その作業が終わると、スキルで腹の中を騎士に照らしてもらいながら、再び腹の中に潜る。

　臓器を慎重に切った途端、泥のように垂れてきて、ディッシュは吞のみ込まれてしまった。騎士に手を引っ張ってもらい、なんとか這い出る。

　大変な作業であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、ディッシュは楽しそうだった。騎士たちとともに笑いながら、作業を進めている。

　ディッシュはヨーグの大葉に並べた臓器を見つめた。うまそうな姿形をしているが、かなり時間が経過してしまった。特に臓器は魔力の漏出が早く、また体内に毒を持っている可能性もある。時間の制約がある以上、初見で食べるのは難しいと判断し、それらを捨てることにした。

　とにかく時間が惜しい。ディッシュはすでに疲弊していたが、こんなところで弱音は吐けない。折角、アセルスとウォンが獲とってくれたのだ。自分を守ってくれたアリエステルや騎士たちにも、報いてやりたい。

「何よりも、食べてみてぇ……」

　ぐるるるるるる……。

　珍しくゼロスキルの料理人は腹音を鳴らす。

　獰どう猛もうな猟犬のような唸うなりに、解体作業を見守っていたアセルスたちは驚いた。

「もうちょっと待ってろ」

　ディッシュは己の腹をパンと叩たたき、叱しつ咤たする。

　食いしん坊のアセルス。

　甘えん坊のウォン。

　美食家のアリエステル。

　彼らも確かに食に呪われ、何よりもゼロスキルの料理を愛している。

　しかし、彼ら以上にディッシュ自身が、一番食に飢えていた。

　アセルスも、アリエステルも、家に帰ればご馳ち走そうがある。ウォンには魔獣を圧倒する力がある。

　けれども、ディッシュにはそれがない。

　能力無しゼロスキルだからだ。

　幼い頃から生きるか死ぬかという生死の境で、自らの力によって魔獣料理を見出してきた。

　故に、この場にいる誰よりも、実はディッシュが一番食に飢えているのだ。

　ほんの一瞬、垣かい間ま見たディッシュの強さと鬼気迫る圧迫感に、周りにいた者はごくりと息を吞む。

　ディッシュは胴体に付いた肉の状態を確認する。想定以上に魔力の漏出が早く、すでに腐りかけている部分もあった。また背骨回りのロースは、触ってみるとかなり硬い。よく茹ゆでるか、ショウガ漬けにしてから煮るとおいしいかもしれないが、生あい憎にくとショウガは手持ちにはなかった。

　ロースは諦あきらめ、宝物庫にある金塊でも探すように、ディッシュは肉を切り分けていく。

　その速さは騎士たちが目を見張るほどだ。横で見ていたアセルスも固かた唾ずを吞む。

　すると、青紫色の血に濡ぬれているディッシュの手が、とある部位を摑つかんだ。

　瞬間、ディッシュはざわりと全身の毛が立つのを感じる。




　オレを使え……。




　ディッシュはかすかな声を聞く。

　摑んでいたのは、腹の肉──つまりはバラ肉である。

　そっと摑むと、確かな弾力が返ってきた。

　肉の色もいい。おどろおどろしく見える青紫の色が、宝石のように輝いている。

　そして漂う豊潤な香りを感じると、ディッシュは決意した。

「決めた！」

　あっという間にバラ肉をばらすと、ヨーグの大葉に並べる。

「「おお！」」

　アセルスとアリエステルが歓声を上げ、ウォンも目を輝かせる。

　二人と一匹は、口に溢あふれた涎よだれを同時に吸い込んだ。

　ディッシュはバラ肉を一口サイズに切り、ウォンに差し出す。食べさせるためではない。毒がないか確かめてもらうためだ。

「ウォン……。どうだ？」

　ウォンはくんくんと入念に鼻を利かせると、ペロリと表面を舐なめた。

　たまらん、とばかりに最後はがっつき始める。カクカクと顎を動かしながら、肉を咀そ嚼しやくし、ごっくん、と飲み込んでしまった。

「大丈夫そうか、ウォン？」

「うぉん!!」

「よし……！」

　少なくとも肉身に毒がないことは予想していた。

　七色草の場所に倒れていたカリュドーンの骨の一部に、囓かじられたような痕あとがあったからだ。おそらく他の魔獣に傷を負わされ、身の一部を食いちぎられたのだろう。

　意外と思うかもしれないが、魔獣が食べられるものは、たいてい人間も食べることができる。無警戒で食べるのは危険だが、そうやってディッシュは、魔獣たちに試食してもらいながら、これまで毒の有無を確かめてきた。

「さて……」

　塩、胡こ椒しよう、大カル蒜ナン、火袋の油。

　手持ちの調味料はこれだけだ。

「もう一つ何かないかな……」

「ディッシュ、これは使えるか？　キャリルが持たせてくれたんだが」

　アセルスが道具袋から出したのは、牛酪だった。

　薄黄色の牛酪は、夏場にあっても溶けずに四角い形を維持している。

　今のディッシュにとって、まさしく金塊のように有り難いものだった。

「よくこの暑さで、溶けずに残ってたな」

　触ってみると、まるで氷室の中にずっと置いていたかのように冷ややかだ。

「見た目は普通の道具袋だが、これには魔法がかかっていてな。外気の影響を受けないんだ」

　手を突っ込むと、ひんやりとして冷たい。

　中のものはすべて、常温以下で保存が可能なのだという。

　そこにアリエステルが会話に交じった。

「アセルスよ、そもそも何故牛酪など持っておるのだ？」

「牛酪の栄養価が高いからじゃねぇか？　単体でも食えるし、お腹も膨れる。調味料にも使えるし、意外と携帯食として優秀なんだよ、牛酪は」

「なるほど。食いしん坊のアセルスには持ってこいの保存食なのじゃな」

「そ、そんなことはない！　きっとキャリルはこういう時のために──」

「その割には、妾わらわの腕より大きいサイズにカットされておるではないか。調味料として使うには、いささか大きすぎるのではないか。気を付けよ、ディッシュよ。その牛酪には、もう聖騎士殿の歯形がついているかもしれぬぞ」

「ひ、姫ぇ～～」

　アセルスが半泣きになりながら抗議すると、どっと笑いが起こった。

　アリエステルも身体をくの字にして笑っている。どうやら、すっかり元気を取り戻したらしい。

「さて……」

　ディッシュは腕をまくる。短剣を握り、カリュドーンの肉をカットしていく。

　一方、七色草の花畑から離れたところに、野営が敷かれ、四つの焚き火がパチパチと音を立てていた。その上に置かれた大おお鍋なべの中の水は、すでに沸騰を始めており、白い湯気を吐いている。

　先んじて、ディッシュがアリエステルを通じて、騎士団に指示を出しておいたのだ。

　熱湯の中に、ディッシュは厚く切ったカリュドーンの肉を投入する。何度か湯を交換しながら、しっかりと灰あ汁くを取り、全体的に獣臭さが取れてきたら、肉を一度水で洗う。湯を捨てた鍋なべの中に入れ、塩、胡椒、すりつぶした大蒜を加えた。

　鍋に火を入れ、火袋の油、アセルスからもらった牛酪を投入する。すると、匂いが変わった。獣の臭さが、大蒜によって緩和され、お馴な染じみの焼肉の香りが漂う。何より牛酪の豊潤な匂いが堪たまらなく、お腹を刺激した。

　鍋の底で牛酪がゆっくりと溶けていく。その様を想像しながら、アセルスとアリエステルは、匂いを貪むさぼるように鼻を動かした。周りの騎士たちも反応し、あちこちから涎を吸う音が聞こえる。

「うぉおおおおおおおおおおおんんん!!」

　辛抱堪らんと、ウォンは遠とお吠ぼえを上げた。その声に、鹿が驚き、夜の森へと逃げていく。

　そう。すでに陽は沈んでいた。

　四つの焚き火が爆はぜ、野営地は橙だいだい色いろと闇に染まっている。

　ディッシュは火力を上げると、鍋の中の肉を一気に焼き上げた。青紫色の肉に、飴あめ色いろの焼き目がつき始める。羽化でもするかのように、カリュドーンの肉は変態を遂げた。

　美しい蝶ちようのように輝き、爆発的な香りを羽のように広げていく。

「よし！」

　ディッシュは鍋を取り上げる。




　カリュドーンの大蒜焼きのできあがりだ！




　早速、皿に盛る。

　カリュドーンの肉は大きい。

　かなり厚手に切っても、五十人ほどの騎士に余裕で行き渡る。

　生憎と酒はないが、料理の匂いと、見た目のインパクトで十分だった。

　まさか山狩りをして、こんなご馳走にありつけるとは、誰も考えもしなかっただろう。

　代表として、アリエステルが挨あい拶さつをする。

「皆の者、大儀であった。無事、七色草を入手することができた。我が母も必ずや快復するであろう。そなたらの忠節に心より感謝したい」

　おお！　と歓声が上がり、騎士たちは手を叩いた。

「まあ、それはそれとして……。長い挨拶は妾も嫌いじゃ。皆の胃袋も、弓ゆ弦づるのように引き絞られた頃合いであろう。料理人とその食材に感謝し、乾杯ではなく、この言葉で締めくくりたい」

　アリエステルは手を合わせると、騎士たちも倣う。

　アセルス、ディッシュも地面に腰を下ろしたまま、手を合わせ、ウォンは顔を上げた。

「「「「いただきますル・ベーレ！」」」」

　男女の入り交じった声が、夜の山野に響いた。




　騎士たちは一気にがっつくかといえば、そうではない。逆に少し戸惑っていた。

　アリエステルは「その食材」と濁したが、これは魔獣の肉である。

　騎士は常に優雅であれという考えから、携帯品の中にはフォークとナイフが必ひつ須す備品として入っているのだが、その食器を握ったまま、騎士たちは固まっていた。

　宴うたげの空気がどんどんと澱よどんでいく。

「むぅぅほほほほほほほほっ～～！」

　いきなり沈黙は破られた。

　優雅さからはかけ離れたはしたない淑女の声に、皆の視線が動く。

　その先にいたのは、金色の髪を振り乱した聖騎士アセルスだ。

　ナイフとフォークを手にし、皿まで食いつくさんばかりの勢いで大口を開け、カリュドーンの大蒜焼きを食べている。その横で大狼が「うぉおおおおおおお！」と歓喜の吠ほえ声ごえを上げていた。逆立った毛がモフモフになり、横にいた主あるじにわしゃわしゃと撫なでられている。

　お祭り騒ぎになっている横で、アリエステルは静かに食事をし、頰を赤らめながら小さく……。

「ほにょおおおおおおおおお……」

　訳のわからない言葉を呟つぶやいていた。

　つい先ほどまで、カリュドーンと戦っていた人間や獣たちとは思えない。

　完全に人格が崩壊している。

　それは勝利後の安あん堵ど感かんからくるものではなく、魔獣の肉が持つ魔力のせいのように思えた。

　いずれにしろ、アセルスも、ウォンも、アリエステルも、幸せそうな顔をしている。

　その姿を見て、「ごくり」と騎士たちは一斉に唾つばを飲み込んだ。

「食べよう……」

　そう口にしたのは、騎士団を率いる騎士団長だった。

　具足をつけたままの騎士団長は、皿を持ち上げると、まず香りを嗅かいでみる。

「ほにゅぅ～」

　思わず変な声が出た。

　はっと我に返る。部下たちが白い目で騎士団長を見つめていた。

　騎士団長は一度咳せき払ばらいし、もう一度匂いを嗅ぐと、思わず吐息を漏らす。

　突き抜けるような大蒜の匂い。

　牛酪の甘く豊潤な香り。

　それだけで、山野をかけずり回った疲れが取れていくというものだ。

　香りはそれだけではない。肉の深奥から漂ってきたのは、草原の匂いだった。

　最初は周りの草花の匂いが混じったのかと思ったが、違う。やはり肉から匂いがしてくる。

「ともかく食べてみよう」

　騎士団長はいよいよナイフを入れる。

　魔獣の肉で有名なのは、その硬さだ。

　筋張っていて食べられたものじゃない、というのは、ルーンルッドでは今や常識である。

　そんな通説を頭の片隅に置き、騎士団長は少し緊張した面持ちでナイフを引いた。

　すると、肉がその衣をはだけるように切れる。

「な、なんという！　柔らかさなんだ」

　灰汁取りの際、ディッシュは何度も熱湯に入れていた。

　そのおかげもあるだろうが、ここまで柔らかい肉は騎士団長も見たことがなかった。

　さらに切れ目からは蜜みつのような脂が垂れ、見る者を魅了し、その食欲を増進させる。

　騎士団長は涎を啜すすり、いよいよ実食に入った。

　部下たちの視線を浴びながら、騎士団長はカリュドーンの肉を口内に押し込む。

　パクリ……。

「ふにょにょおおおおおおお～～」

　ああ……。

　うまい……。

　その……。なんだ……？

　うまい！　…………うまいしか言えない。

　なんだ、これは？

　本当に魔獣の肉なのだろうか。

　とても信じられない。

　うまい。ひたすらうまい。

　語ご彙い力が低下し、騎士団長の頭の中にはただ「うまい」という言葉しか浮かばなかった。

　まず食感が最高だ。

　多めの油で焼かれた身の表面はカリカリで、歯を入れた瞬間、パリッという音が脳髄にまで響く。

　少し硬い表面を抜けると、中はトロットロだ。

　麵めんを吸い込むかのように啜っていると、いつの間にか肉が消えていた。

　後に残った甘い肉の脂が、花火のように広がり、後味を残していく。

　さらに塩、胡椒のピリッとした風味が一層味を引き立たせていた。

　特筆すべきは旨うまみである。

　他の肉とは一線を画していた。

　肉であるはずなのに、土の香りが鼻び腔こうを突き、豊潤な大地を想起させる。

「はあ……」

　騎士団長は艶つやっぽい吐息を漏らす。

　見えていたのは、一面に草葉が広がる草原であった。

　涼風が頰を撫でた瞬間、土の匂いが鼻を突くと、騎士団長ははたと気付く。

　草原には、ポツンと小さな一軒家が建っていた。

　入口の前には、父と母、それに妻と子どもが立っている。

　手を振り、騎士団長に向かって、にこやかな笑顔を浮かべていた。

　子どもに会いたい。

　最愛の妻を抱きしめたい。

　育ててくれた父と母に感謝したい。

　魔獣の肉を食いながら、何故かふとそんなことを思った。

「あれ？」

　気が付いた時には、騎士団長の頰は涙で濡ぬれていた。

　空になった皿の上に、フォークとナイフを置くと、顔を覆って涙を拭ぬぐう。

「お前らも食べろ。うまい……。俺が保証する」

　感情的になる騎士団長を目撃した部下たちは、思わず息を吞のんだ。

　悪い薬でも入っているのでは、と訝いぶかるが、ここまで来て食べないという選択肢はない。

　思い切って、一気に口に運んだ。

「「「「「「「ぬおおおおおおおおおおお!!」」」」」」」

　騎士団は一斉に叫ぶと、飢えた狼みたいに食べ始める。

　警戒心の高い騎士たちが、目の色を変えて魔獣の肉を貪っていた。

　あっという間に皿が空になる。

「「「「「「「はあ……」」」」」」」

　騎士たちは膨らんだお腹をさすった。

　ごちそうさまでした、と満足そうに呟く。

　また一人──いや数十人の騎士が、ゼロスキルの料理の虜とりことなる。

　その様を見て、アリエステルは密ひそかに胸むねを撫で下ろした。

　アリエステルが「食べろ」と命令すれば、たとえ魔獣の骨とて騎士たちは食べるだろう。

　けれど、それではディッシュの料理を楽しんでいることにはならない。強制されて食べる料理と、自ら進んで口にする料理では、味が全く違う。

　感情もまた料理において、重要な調味料なのだ。

　その点において、アリエステルの舌はいささか鈍っていた。

　部下の手前、気丈に振る舞ってはいるが、その胸中には常に寝具に横たわる母の姿があった。

　本音を言うと、今すぐ下山し、エヌマーナの下に帰りたい。

　そのわがままを必死に、部下の前で押し隠していた。

（そうだ……。この肉を持って帰って、母上に食べてもらおう）

　魔獣の肉とはいえ、栄養価は高そうだし、弱り切ったエヌマーナの体力回復に役立つなら、一枚ぐらい持ち帰ってもいいかもしれない。

「ディッシュよ。加工した魔獣の肉はまだあるか？」

「おう。まだいっぱいあるぜ」

　ディッシュはヨーグの大葉を開く。まだたくさんのカリュドーンの肉が残されていた。

　アリエステルはディッシュに一言断り、一切れもらう。冷凍保存するために、アリエステルは氷の魔法を使用する。呪文を唱えると、肉の塊は一瞬にして氷漬けになった。

「よし！」

　アリエステルは満足そうに笑みを浮かべ、鼻息を荒くする。だが、その表情はすぐに曇ってしまった。魔法で作った氷が、みるみる溶け始め、ついにはひびが入り、砕けたのだ。

「ど、どうなっておるのだ？」

　アリエステルは慌てる。

　本来、魔法で作った氷は、通常のものよりも長持ちする。そのため食材の輸送方法には、魔法の氷が使われるのが一般的だ。最近では、鮮度の高い海魚を山奥の村でも食することが可能になった。

　余談だが、【水属性】や【氷属性】のスキルを持つ人間は、海運業者や商隊に引っ張りだこなのが、昨今の状況だ。安定的に高額収入が見込まれるため、【水属性】や【氷属性】のスキルを持つ冒険者は減少傾向にある。

　見かねたディッシュは、アリエステルに説明した。

「魔獣の肉は、氷漬けにしても無駄だぞ。特に、魔法で作った氷はな」

「な！　何故だ、ディッシュ!?」

「わからねぇか？　魔獣の栄養は魔力なんだぞ」

「あ！」

　魔獣の肉は、今この時も魔力を漏出させている。

　それを抑制する手っ取り早い方法は、肉に魔力を与えることだ。

　アリエステルがやったことは、ちょうどそれと同じことで、肉が氷の魔法の魔力を吸い、魔法の構成式を破壊してしまうのである。生きている時は、過剰な魔力として攻撃性を帯びるのだが、死んでしまうと一転して、魔力を吸収してしまう。魔獣の肉体の不思議の一つであった。

「では、この肉を持って帰るためには、常に魔力を送らなければならないということか？」

「まあ、そういうことだな」

「わかった。そういうことなら……」

「姫、おやめください」

　アリエステルは肉の塊にゆっくりと自分の魔力を送ったが、アセルスが止めさせる。

　如何にアリエステルのスキルが優秀とはいえ、魔力の総量が人並み外れているわけではない。

　筋肉と同じで、訓練と年齢によって魔力は増やすことができるが、今この場所から王宮までずっと魔力を送ることは、不可能に近いだろう。ただでさえ今日は広範囲に雨を降らしたり、カリュドーンの突撃を防ぐ巨大な防壁を作ったりと大活躍だったのだ。

　体外への過度の魔力流出は、命の危険に関わる。だからアセルスは、慌てて止めたのだ。

「だが……。これでは母上に食べてもらえぬ」

「姫、お忘れですか？　我々の目的は、王妃様に七色草を献上することなんですよ」

「う、うむ。忘れてはおらんが……」

　アリエステルは振り返る。

　普通の野花に擬態した七色草が、夜風に吹かれ揺れていた。

　アセルスの言うことはもっともだ。でも、アリエステルは母と一緒に食べたかった。

　そうすれば、このカリュドーンの肉がもっとおいしく食べられると思ったからである。

「じゃあ、燻くん製せいにでもするか？」

「燻製？　なんなのじゃ、燻製とは？　初めて聞いたぞ、ディッシュ」

「……そうか。お前たちはあまり煙を使わないもんな」

「煙？　何を言っておるのじゃ、ディッシュ」

　今では火といえば、煙の出ない種火石だ。

　料理店だけではなく、その文化は一般家庭にまで普及している。

　燻製という方法はスキルの文化が未熟だった頃、存在していた技術だ。

　ディッシュはたまたま山で燻製をしている冒険者を見かけ、試してみたのだが、これが魔獣の肉に大当たりだった。

　早速、カリュドーンの肉を燻製にするため、ディッシュは火を焚たき始める。

　煙が立つのを待つ間に、ディッシュは肉を細切りにする。そこに糸を通し、火から少し離れた位置に吊つるした。やがて焚き火から煙が上ると、肉を撫なでるように包み込む。

　アセルスは首を傾げた。

「こんなので魔力の漏出が抑えられるのか？」

「いや、理には適かなっておる」

　アリエステルは小さな顎あごに手を置いて、感心していた。

　魔獣にも人間にも、魔力が出入りする『魔孔』というものが存在する。

　種族によって、その数はピンからキリまであるのだが、魔獣はその中でトップクラスに多く、そのため魔力の漏出量が高いのだ。

「おそらく煙の細かな灰が、『魔孔』を塞ふさぐことによって、魔力の漏出を抑えておるのだろう」

　アリエステルが説明する一方で、ディッシュはまた何やら作り始めていた。

　鍋なべの中に、先ほど細切りにした肉を入れ、さらに塩、胡こ椒しようを多めに投入する。万遍なく馴な染じませ、魚ぎよ醬しようと砂糖の代わりに、ポケットに突っ込んでいたスライム飴あめを細かく砕いたものを入れた。
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「なあ、誰か酒を持ってないか？」

「こんなものでいいなら」

　小瓶に入った酒を出してきたのは、騎士団長だった。

　消毒用に使うもので、かなりキツい匂いがする。

　だが、ディッシュは問題ないと判断し、鍋に加え、箸はしで軽くかき混ぜ始めた。

「ディッシュ、何を作っているのだ？」

　アセルスの瞳ひとみはすでに輝いていた。

　どうやら食いしん坊騎士の勘が働いたらしい。

　ずるっ、と涎よだれを飲み込む音が聞こえた。

「ただ燻製にするのも味気ないと思ってな」

　そう言って、ディッシュは調味料を馴染ませた肉に糸を通し、同じように煙で燻いぶした。

　青紫の肉から、ちょんちょんと肉汁が落ちていく。

　次第に少し黒っぽい紫色に変色し、肉の表面が乾燥し始めた。

「よし！」




　カリュドーンの燻製のできあがりだ！




　皿から煙の香ばしい匂いが漂ってきた。

　鼻の穴を大きく開け、アセルスは漂ってきた匂いを吸い込む。

　煙のフレーバー。

　その中に漂う甘い香り。

　芳ほう醇じゆんな肉の香りが鼻腔を直撃すると、先ほどカリュドーンの大カル蒜ナン焼きで膨らんだ腹が、一気に収縮を始めた。

　ぐおおおおおおお……。

　アセルスは竜の嘶いななきのような腹音を響かせる。

　横でウォンも涎を垂らし、毛をモフモフにして構えていた。

「あきれたのぅ、お主たち。あれほど、食べてまだお腹が空いておるのか？」

　アリエステルはため息を吐く。

　く～～。

　子竜の嘶き声に似た音が部屋に響いた。同時にアリエステルの顔が真っ赤になる。

　横でアセルスとウォンがニヤリと歯と牙きばを見せて笑った。

「アリエステル王女も食べたいんじゃないですか？」

「妾わらわはお主のように馬鹿食いをしていなかっただけだ」

「ほらほら、お前ら……。喧けん嘩かするか食べるかどっちかにしろよ」

「「「食べるうおん！」」」

　アセルス、アリエステル、ウォンは即答した。

　涎を垂らしながら皿に載ったカリュドーンの燻製を見つめる。

　通常より長い時間、熱に当たっていたおかげか、血と脂が飛び、一回り小さくなっていた。

　魚醬とスライム飴で味付けされ、さらに煙に燻された肉は、青紫色から赤暗く変色している。一風変わった木の実のようだ。

　アセルスとアリエステルは、手で摘つまみ、パクリと口に入れた。

　ディッシュがウォンに向かって軽く放り投げると、ウォンは口でうまくキャッチする。

　カクカク、と顎を鳴らし、二人と同じく咀そ嚼しやくした。

　口に入れた瞬間からわかるスモーキーな香り。

　香ばしい煙の匂いが全身に広がっていった。

　魚醬とスライム飴の味付けもよく、食感は柔らかい干し肉といったところだろう。

　しかし、カリュドーンの燻製はこれに終わらない。

　もぐもぐ……。

　もぐもぐ……。

　もぐもぐ……。

　もぐもぐ……。

　二人と一匹は咀嚼し続けた。

　咀嚼時間の異様な長さに、周りで見ていた騎士たちが気付き始める。

　いつしか食べる二人と一匹の表情が変わっていた。

　特にアセルスとアリエステルが顕著だ。

　白い肌がミルクのように溶けるのではないかと思うほど、表情が緩み切っている。

　今にも溶けてなくなりそうなのに、アセルスたちはまだ咀嚼を続けていた。

　音を響かせる様はまるでセッションでもしているかのようだ。

　ごくり……。

　アセルスとアリエステルはようやく飲み込んだ。

「「あまぁぁぁぁぁいいいいい!!」」

　二人は声を揃え叫んだ。

　恍こう惚こつとした瞳には、ハートマークが浮かんでいる。

　カリュドーンの燻製は、乙女たちの心を鷲わし摑づかみにしていた。

　その舌を唸うならせたのは、脂である。

　長時間、熱に当てられたことによって、脂は搾り上げられたのではないかと思ったが違う。

　肉の裏に隠れていたのだ。

　燻製の熱によって脂は濃厚になり、それが唾だ液えきと体温に反応して溶け始める。

　故に咀嚼をすればするほど、体温によって脂が溶け、口の中に広がっていくという仕組みだ。

　長時間、嚙かめば嚙むほど、おいしさが増していく。

　おそらく脂質の多いカリュドーンならではの味だろう。

「これは携帯食にもピッタリかもしれませんな」

　騎士団長はカリュドーンの燻製を摘みながら提案する。いつの間にか全団員に行き渡っていた。もぐもぐと咀嚼音を響かせ、アセルスとアリエステルと同じく、とろけた顔になる。

「なるほど。確かに……。一考の余地があるかもしれぬな」

　アリエステルは騎士団長と同じく、燻製を頰張りながら、頷うなずいた。

　燻製した肉は日持ちがいいと聞く。

　加えて、かさばらない上、行軍中に食べるのにも適しているだろう。

　脂質は活力になるし、こうやってずっと嚙んでいられるのも、兵士たちの緊張した気持ちを和らげるには、ちょうどいいかもしれない。

「ディッシュ、この燻製は他の肉でも可能なのか？」

「なんだってできるぜ。肉でも野菜でもいい。チーズなんかにも使ってもいいな」

「チーズ！」

　屋敷でいつもキャリルのチーズを頰張るアセルスが反応する。

　唇から垂れた涎を慌てて拭ふき取った。

「随分といい匂いがすると思ったら、燻製ですか。これは珍しい」

　突如、聞き慣れない声が聞こえると、茂みの向こうから人影が現れる。

　夜の森だというのに、カンテラすら下げておらず、ただ一対の瞳の光がゆらゆらと揺れていた。

　夜の闇の中から姿を現したのは、白いボロボロのローブを纏まとった男である。

　皆の前でフードを取ると、ボサボサの銀髪が露あらわになった。

　しかし、その下の容よう貌ぼうは、息を吞のむほどの優男だ。

　濁りのない黒色の瞳、穏やかにカーブした顎、唇は薄く、ひどく中性的な顔立ちをしている。

　手にかぎ爪のように曲がった杖つえを持ち、騎士団に囲まれても堂々としていた。

「ガーウィン先生!!」

　アリエステルは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げ、人の名前らしき言葉を叫ぶ。

　少女の声を聞いて、ガーウィンという男も薄い眉まゆを上げ、驚いた様子だった。

「王女殿下ではありませんか。お久しゅう御座います」

　アリエステルの前で膝ひざを折ると、小さな手を取り、その甲に口づけを捧ささげた。

　ディッシュは横のアセルスに耳打ちする。

「何者だ？」

「ガーウィン・ヴィステス。ルーンルッドの叡えい智ちといわれる二大賢者のお一人だ。昔、短期間だがアリエステル様の家庭教師を務めていたと聞いている」

「よくわからねぇけど、つまり、すっごく偉いヤツなのか」

「ま、まあ……。その認識で間違っていない」

「こんにちは、ヴェーリン子爵。お久しぶりです」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ガーウィン様。その呼ばれ方は慣れないので、どうぞアセルスとお呼びください」

「では、お言葉に甘えましょう。ご活躍は聞いていますよ、【光速】のアセルス」

「……き、恐縮です」

　目を細めるガーウィンを見て、アセルスはぽぅっと顔を赤くしたが、慌てて頭こうべを垂れた。

　やがて賢者の瞳は、横に立つ毛皮を羽織った青年へと移る。

「君は初めましてだね。私の名前は、ガーウィン・ヴィステス。気軽にガーくんと呼んでほしい」

「俺はディッシュ・マックホーンだ。よろしくな、ガーくん」

「ははは……。君はノリがいいねえ。ここにいる二人はなかなか呼んでくれないのに。……ところで、何故アリエステル様たちはこんなところに？」

　アリエステルはかつての師に事情を説明した。母エヌマーナが伏せっているため、七色草が必要なことと、その七色草を採取するまでの紆う余よ曲きよく折せつを話す。

　ガーウィンは時々、笑みを浮かべながら、感心した様子で聞き入っていた。

「七色草を採るのに雨を降らせるというのは良いアイディアだね。さすがは、アリエステル様だ」

「いえ。雨を降らせようと言ったのは、ディッシュなのです」

「ディッシュくんが？　それは凄すごい。ところで、君は一体どんなスキルを持っているんだい」

「俺はスキルを持ってねぇよ、ガーくん」

「スキルを持っていない？」

「ゼロスキルなんだ、俺は」

　いつも通りの台詞を言った。

　しかし、たとえスキルが使えなくてもディッシュの態度は、世界の二大賢者を前にしても変わらない。ゼロスキルであることは、もはやディッシュにとって誇りなのだ。

　その事実はガーウィンですら驚嘆させるものであったらしい。

　数拍置いて、ようやく口を開いた。

「ゼロスキルの彼が、七色草の採り方を知っていたということかい!?」

「はい。それだけではありません。七色草をカリュドーンが食していることに気付き、その痕こん跡せきからここまで導いてくれたのが、ディッシュなのです」

「なんと……。確かに七色草のような魔草は、カリュドーンたちの好物だからね。いやはや……さすがにそれだけの情報で、七色草の群生地に辿たどり着くとは……。少なくとも、私は無理だね」

「先生でもですか？」

「賢者の私にだって知らないことはあるさ。なるほど。ディッシュくんにとって、ゼロスキル自体がスキルなのかもしれないね」

「ディッシュは凄いです。……しかし、妾は──」

「アリスが落ち込むことはねぇよ」

　ディッシュが言い放つと、アリエステルは顔を上げた。

「アリスが雨を降らせてくれなかったら、もっと時間がかかっていただろう。それに、ここにいるアセルスやウォンがいなかったら、俺は今頃、カリュドーンの餌になっていたかもしれない」

「ディッシュ……」

「この七色草が採れたのは、俺がゼロスキルだからじゃねぇ。ここにいるみんなで協力したから採取できたんだ。誰かの手柄じゃなくて、アリスを含めたみんなの手柄なんだよ」

　ディッシュの言葉を聞き、ガーウィンは満足そうに頷いた。

「君がそう言うならその通りなのだろう。それにね、アリエステル様。あなた様が雨を降らせなかったら、七色草は見つけられなかったでしょう。あれは通常の雨では、反応しないものですから」

　七色草も擬態時に魔力を使う。

　それはとてもデリケートなもので、ちょっとした魔力の流れにも影響が出てしまう。

　通常の雨ぐらいなら擬態は解けないが、そこに魔力が込められているものならば、デリケートな構造にズレが生じてくるのだ。

　ディッシュは長年の勘によって、雨というアイディアを捻ひねり出し、アリエステルはスキルとその才能を遺憾なく発揮した。そしてアセルスとウォンがいなければ、こうしてカリュドーンの燻くん製せいを堪能することはおろか、王宮に七色草を持ち帰ることすら難しかっただろう。

　三つの条件が合わさり、ようやく七色草を獲得することができたのである。

「アリエステル様。だから、あなたは胸を張って城に帰ればいいのですよ」

　すると、アリエステルは涙を滲にじませ、そして嗚お咽えつを上げる。

　ガーウィンは優しく元教え子を受け止め、豊かな金髪を撫なでた。

　アリエステルは、ずっと不安だったのだ。

　母を助けたい──。

　そう必死に思っていたのに、なんの力にもなれなかった、と。

　お荷物になるのは最初からわかっていた。それでも、大好きな母親のために何かできることがないかと必死に魔法を振るった。けれど、自分自身の評価としては、結局無力な王女なのだと思い知らされることになった。

　王女はずっと自分を責め続け、こうしてみんなに励まされるまで気落ちしていたのだ。

　そんなディッシュもアセルスも気付かなかったアリエステルの心の機微を、ガーウィンは見抜いたのである。

　しばらくして、アリエステルは落ち着きを取り戻すと、ガーウィンにお礼を述べた。

「ありがとうございます、先生。スッキリしました」

「それは良かった」

「お礼といってはなんですが、お一ついかがですか？　カリュドーンの燻製です。これもディッシュが作りました」

「カリュドーンの……」

　賢者は再び目を丸くするのだった。




　やがて朝日が昇る。

　野営を畳み、騎士たちとともに、アリエステルたちは下山を始めた。

　昇る陽の光と同じく、アリエステルの顔はなんとも晴れやかだ。

　その顔を見ながら、ガーウィンは手を振って応える。

　姿が見えなくなると、昨日もらったカリュドーンの肉を囓った。

　うまい……。

　ガーウィンは千年以上の時を生きる賢者である。

　そのスキルは【不老】。故に異世界ルーンルッドの生き字引などと呼ばれている。

　二十歳以降、年を取っておらず、記憶力も、脳の回転力も衰えていない。その頭脳には、ルーンルッドの歴史、あるいは人がいまだ知らない知識が納まっていた。

　だが、そんなガーウィンでも驚いていた。

　長く生きるガーウィンはアリエステルなど足元に及ばないほど、たくさんの食材を食してきた。そんな彼でも、魔獣肉の燻製を食べるのは、これが初めてだったのだ。

　ガーウィンは朝日に顔を向け、呟つぶやく。

「ディッシュ・マックホーンか……。不思議な青年だったなあ。彼には人を引きつける未知ゼロの魅力があるようだ」

　すると、ガーウィンは袋に残っていた燻製を見つめた。

「そして彼が作るこの魔獣の料理……。もしかして、彼はこのルーンルッドの常識を変えるかもしれませんよ」




　赤帝竜殿……。




　胸が高鳴る。

　自分の心音をここまではっきりと聞いたのは、実に百年ぶりのことだった。








Ｍｅｎｕ５　王族たちの食卓









　ディッシュたち一行は、無事王宮に辿り着いた。

　片手には七色草、もう片方には、燻製にしたカリュドーンの肉を携えての凱がい旋せんである。

　王宮内は騒然となり、暑い日差しの下で家臣たちは英雄のように功績を称たたえ、拍手でディッシュ一行を出迎えた。

　特にアリエステルから伝えられたディッシュの活躍は、皆を驚嘆させる。スキルを持っていない青年が、七色草が生えている場所を指摘し、魔獣の肉を腐らせずに王宮に持ち込んだ。さらに、あの二大賢者ガーウィンですら、その魔獣の知識に舌を巻いたという。

　その麒き麟りん児じを一目見ようと、調理場には人だかりができていた。

　一方ディッシュは、調理場に立ったまま顎あごに手を当て、時折首を捻っている。

　目の前には、採取した七色草がまな板の上に横たわっていた。

　煎せんじるのは典医に任せ、ディッシュは七色草を食材として使おうとしていたのである。

　しかしどう調理すれば一番なのかがわからない。七色草を調理するのはこれが初めてだからだ。調理場に立つディッシュを遠巻きに見る者は、彼を天才料理人と称えるが、ゼロスキルの料理に行き着くまでは決して簡単な道のりではなかった。膨大な試行錯誤を繰り返し、ようやく人の口に入れられるようなものを作り出したのである。

　今、ディッシュの脳裏には、様々な料理プランが浮かんでいた。

　七色草を生で摘まんでみたが、特に変なえぐみはない。

　食感は大根菜に近く、他の葉野菜より、茎がシャキシャキしている。

　まずシンプルにおひたしというのはどうだろうか。さっと茹ゆでて、水を切り、そこに魚ぎよ醬しよう、塩、魚粉をまぶして食べる。調理は簡単だが、一番うまい食べ方だろう。

　熱した鍋なべに牛酪を溶かし、ソテーするのも悪くない。そこに魚醬と、粉チーズをまぶして完成だ。牛酪が染み込んだ七色草と、粉チーズの酸味がよくマッチするはずである。

　調理方法は無数にあり、どれを採用しても、おいしく作る自信がディッシュにはあった。

　それでも、ディッシュが手を動かさないのは、迷いがあるからだ。

　原因は、山で出会ったガーウィンという賢者にあった。

　別れ際、ディッシュだけを呼び止め、ガーウィンはこう忠告したのだ。

『ディッシュくん。これはあくまで僕の推測だがね。王妃の食欲不振は、病気じゃないかもしれない。君の料理は人の舌を驚かせる料理だ。ならば、人を救う料理に挑戦してみてはどうかな？』

　人を救う料理……。つまり、身体をいたわった料理ということだろう。

「うーん」

　ディッシュは顔を上げ、眉み間けんに深く皺しわを刻んだ。

　ゼロスキルの料理が生まれたのは、そもそもディッシュが山の中で生きるためだった。

　それを、他人を救うためのものに、百八十度転換するのである。

　簡単なお題のようだが、ディッシュにとっては難しい問題だった。

　悩めるゼロスキルの料理人を見て、アセルスは声をかける。

「ディッシュ、難しく考える必要はないんじゃないか？」

「うーん。でも、ガーくんが言ったこと、なんか気になるんだよな」

「わ、私はディッシュの料理ならなんでも食べるぞ！」

「ははは……。ありがとよ。でも、請け負っちまった以上、アリスの母ちゃんを満足させる料理を作りたいよな」

　賢者の言葉以上に、ディッシュには引っかかることがあった。

　薬草入りのチョコチップアイスを拒否された時のことだ。

　あれはアリエステルの母を意識して作ったものではないものの、あれほど明確に自分の料理を拒まれたのは、昔住んでいた街で料理人として働いていた時以来だった。

　つまり、これはディッシュのリベンジ戦でもある。

　今度こそエヌマーナのお腹をいっぱいにしてあげたかった。

　母のために身体を張ったアリエステルのためにもだ。

　すると、調理場に二人の料理人が入ってきて、持った皿を見ながら議論を始めた。

「今回もダメだったよ」

「一体、エヌマーナ王妃はどうしてしまったんだ？」

　二人とも頭を抱える。どうやら、エヌマーナに何かを食べさせようとして、料理を持っていったが、拒否されてしまったらしい。

　皿の上に、葉野菜とベーコンの冷製パスタが載っていた。さすがアリエステルが選んだ料理人だけあって、おいしそうだ。見た目も申し分ないが、気になるのは味である。

　ディッシュは突然動き出し、二人の料理人に断って、パスタを食べさせてもらった。

　想像通りうまい。味は豊かで、パスタの茹で加減も申し分ない。

　けれど、ディッシュは何か腑ふに落おちなかった。

「もしや……」

　ディッシュの顔つきが変わると、すかさず二人の料理人に質問した。

「これまでアリスの母ちゃんに出した料理のリストを見せてくれないか？」

「え？　いや、それは……」

　エヌマーナ王妃だけではなく、王族が食べた料理はすべて記録が取られている。その好みや嫌いなもの、栄養価が偏っていないかを確認するためだ。だが、それは国の機密でもある。仮に王族の誰かが料理に仕込まれた毒で殺害された時、そのリストは重要な参考資料になるからだ。

　比較的若い料理人は、首を振って拒否する。いくらディッシュが七色草を見つけた功労者といえど、国家の機密をおいそれと他人に見せるわけにはいかなかった。

　すると、そっとディッシュに向かって紙を差し出した者が現れる。

　顔を上げると、一緒に薬草チョコチップアイスを作った老料理人が立っていた。その顔は穏やかな笑みを湛たたえている。

「ダメですよ、料理長。外部の人にリストを見せたら」

　若い料理人たちはたしなめるが、老料理人がリストを引っ込めることはなかった。

　ディッシュは「料理長」と聞いて、驚く。まさか菓子作りをしていた老料理人が、何十人といる料理人を束ねる料理長とは思わなかった。

「何かあれば、わしが責任を取る」

　料理長はただそれだけを言って、ディッシュにリストを差し出した。

「役に立つなら是非使ってくれ」

「ありがとう！　じいさん……。あんた、料理長だったんだな」

「なぁに……。まだまだ半人前の料理人だよ。どうかエヌマーナ様を救ってくれ」

「ああ……。任せてくれ！」

　ディッシュは壁にリストを貼り付ける。ジッと見つめた後、黒の瞳ひとみを輝かせた。

「なるほどな。わかったぜ」

「何がだ、ディッシュ？」

　アセルスが尋ねると、ディッシュは振り返る。

　にしし……。

「閃ひらめいたんだよ、俺の料理がな」





◆◇◆◇◆






　エヌマーナ王妃の私室に、ノックの音が響く。

「どうぞ」

　エヌマーナ自ら招き入れると、ドアが開いた。

　アリエステルを先頭に、聖騎士アセルスと、特異な料理を作る青年ディッシュが入ってくる。そのディッシュの手には取っ手付きのトレーが握られていた。また料理を持ってきたようだが、その中身は銀の蓋ふたによって隠されている。

「ごめんなさい。今は食欲がないの」

　エヌマーナは少し顔を曇らせた後、トレーから目を背けた。

　その顔は一層やつれたような気がする。白く細い手は今にも透けて、消えてしまいそうだった。

　アリエステルは一度ギュッと胸の前で手を握った後、意を決した表情で一歩前に進み出る。

「母上、これは七色草を使った料理です。どうぞ召し上がってください」

「七色草の……。あの万病に効くという」

「そうです。母上のために、仲間と共に採ってまいりました」

　アリエステルは、未熟な胸を張ると、続いて後ろに控える者たちを紹介した。

　すべての話を聞き終えると、エヌマーナは頭を下げる。

　我が子の献身に感じ入ったのか、その目には涙が浮かんでいた。

「みなさん、アリス……。ありがとう。ですが、今は──」

「大丈夫だぜ、アリスの母ちゃん。あんたが食べたかった料理が、この蓋の下に隠れてる」

　間髪容れず、ディッシュは進み出る。

　まるでエヌマーナの鼻先に突き付けるかのように、トレーを近づけた。

　一方、エヌマーナは何のことかさっぱりわからない様子で、首を傾げる。

「わたくしが食べたかったもの？」

　エヌマーナは鼻び腔こうをくすぐるかすかな香りに気付く。

　とても素朴で、優しい匂いが、喉のどを通り胃に充満していった。

　くぅぅうう……。

　突然、お腹の音が聞こえた。

　まるで母竜のような優しい嘶いななきに、咄とつ嗟さにお腹を隠したのは、エヌマーナである。

　顔を真っ赤にするエヌマーナを見て、アリエステルとアセルスが口を開けて固まった。だが、一番そのことにショックを受けていたのは、エヌマーナ本人だ。

「は、母上！　今、お腹の音が……」

「あらやだ……。わ、わたくしったら、なんてはしたないのかしら」

　耳たぶまで顔を赤くする。どうやら、お腹を鳴らすという意味が、一体どういうことなのか、理解していないのは、部屋の中でエヌマーナだけらしい。

「はしたなくねぇよ。それが身体の正直な声なんだ」

　ディッシュは首を振り、またトレーを掲げる。まだ銀の蓋がされたままだが、再び香りがエヌマーナを包んだ。すでに部屋に充満し、摑つかんだシーツからすら匂いが漂ってきそうだった。

　ごくり……。

　エヌマーナは喉を鳴らす。

　一体いつぶりかわからない。ともかく、こんなに食に対して、飢えを覚えたのは久しぶりのことだった。それまで乾き切っていた口の中が、唾だ液えきによって潤っていくのがわかる。舌で触ると、かすかすだった歯が濡ぬれていた。

　顔を赤くしたまま、少々上目遣いにエヌマーナは、とうとう白状する。

「……じゃ、じゃあ、一口いただこうかしら」

　エヌマーナのベッドの上にテーブルが用意される。手早く給仕たちが準備を果たすと、ディッシュはそのテーブルの上にトレーを置いた。

　蓋のつまみを握り、楽しそうに「にしし」と笑う。

「これがアリスの母ちゃんが食べたかったものだ」

　蓋が持ち上がると、大量の湯気が広がった。白い湯気がエヌマーナと料理を隠す。

　やがて白い湯気のヴェールから現れたのは、小鍋と木もく椀わんだった。

　導かれるようにエヌマーナは、小鍋の中を覗のぞき込む。

　真っ白で細長い種実が、熱い湯の中に浸っていた。

　ぬらぬらと輝き、熱湯を楽しむかのように沈んでいる。

　その白い食材を彩っていたのは、刻まれた鮮やかな葉野菜だ。

　しかも、緑色ではなく、虹にじ色いろに輝いている。

　あまりに美しい食材に、王妃の口から思わずため息が漏れた。

「これが七色草なのね。でも、これはもしや、お粥かゆかしら？」

「ああ。そうだ」




　七色草粥だ！




「七色草の…………お粥……？」

　それは実にシンプルな料理だった。

　種実をたっぷりの水で炊き、穢れアクを取った七色草を入れ、塩だけで味付けした──ただそれだけの料理である。

　熱々の出来立てらしく、湯気が立ち上り、見ているだけで汗が出てくる。

　暑い夏に出す料理としては、適当とは思えなかったが、王妃の食指は反応した。

　再び周りにはっきりと聞こえるぐらいの音を立て、エヌマーナは唾つばを吞のみ込む。

　ディッシュ自ら、七色草粥をお玉でよそう。

　ピチピチと音を立て、白く濁った湯が滴った。

　椀に注ぐと、さらに匂いが濃くなったような気がする。

　エヌマーナは思わず鼻先を近づけて、香りを体内に取り込む。七色草と思われる香りが、王妃のお腹を優しく包んだ。

　くぅぅうう……。

　お腹にいる母竜がどこか色っぽい音を立てて催促する。

「じゃあ……。いただきます」

　皆に注目されながら、エヌマーナは手を合わせた。

　エヌマーナはスプーンを手に取る。七色草粥を盛ったばかりの椀は、かなり熱々になっていた。

　覚悟を決め、エヌマーナは一度、かき混ぜて冷ます。

　スプーンで掬すくい、入念にフーフーと息を吹きかけた。

　エヌマーナが握るスプーンがゆっくりと口に近づいていく。

　その様を、アリエステルとアセルスは固かた唾ずを吞んで見守った。

　いよいよエヌマーナの口の中にお粥が運ばれていく。

「はっふ……。はっふ……」

　予想通り、熱い!!

　でも、食べられないわけじゃなく、ほくほくと口を動かし、咀そ嚼しやくする。

　おいしい……。白い種実の味なのか、麦飯よりも遥はるかに甘く感じる。食感はモチモチしており、さらにトロトロになった粥汁が、その甘みを十二分に堪能させてくれた。

　塩の加減もちょうどいい。種実の甘みに対し、いいアクセントになっている。ピリッとしていて、全体的にタレた食感が塩の味によって引き締められていた。

　何より七色草だ。

　普通の葉野菜以上に歯応えがある。

　きっと種実を炊いた後に、刻んだ七色草を混ぜ込んだのだろう。

　シャキシャキという音が、口内に響いて気持ちいい。歯が手を叩たたいて喜んでいるかのようだ。

　もっとえぐみがあるかと思ったが、七色草からはほとんど感じられない。下処理をしっかりとしていたからだろう。

　口の中に広がるのは、草原の空気のような爽さわやかな香りと、後味だけだった。

　種実の甘み。絶妙な塩加減。確かな食感の七色草。

　だが、それ以上にエヌマーナを驚かせたのは熱さだった。

　口から喉へ……。

　喉から胃へ……。

　胃から内臓へ……。

　内臓から全身へ……。

　マグマのような熱さが、弾はじいた弦のように身体に伝わっていく。

　熱い……。今にも寝間着を脱ぎ捨てたいくらいにだ。

　ドクッドクッと鼓動がはっきりと聞こえる。血流がサラサラと流れ、お粥を食べるまで死んでいたエヌマーナの身体が蘇よみがえっていく。

　我慢できないぐらい、全身が火照っていくのがわかった。




「はああぁぁぁぁあんん！　生き返りますわぁぁぁあああんん!!」




　エヌマーナの声が、火山の爆発みたいに響き渡った。
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　からん……。

　乾いた音がエヌマーナの私室に鳴り響く。

　空の椀の中に、スプーンが転がった音である。

「ふう……」

　エヌマーナの艶つやっぽい声が響いた。

　粥汁でねっとりと濡れた口元を丁寧にナプキンで拭ぬぐい、厳おごそかに手を合わせる。

「ごちそうさまでした」

　生き生きとした笑顔で、食材、そして料理人に感謝の意を表す。

「母上が完食した……」

　愛娘アリエステルが声を上擦らせる。

　エヌマーナはお碗を空にしただけではなく、優に四人分は入っていたと思われる小鍋なべを、ぺろりと一人で平らげてしまったのだ。

「おおおおおお!!」

　エヌマーナの私室に横たわっていた静寂は一転、歓喜に変わった。

　実は、私室の扉の向こうで料理人たちが、ずっと聞き耳を立て、中の様子を窺うかがっていたのだ。

　エヌマーナが完食したと聞き、我先にと部屋に雪崩れ込んでくる。空になった椀を見て、一層声を張り上げた。万歳と両手を上げる者、声を張り上げる者、顔を真っ赤にして咽むせび泣く者、みんなが我らの王妃のことを心配し、そのご快復を喜んでいた。

　歓喜の輪の中で、アセルスが叫んだ。

「すごい！　これが七色草の力か！」

「それは少し違うと思いますわ、ヴェーリン卿きよう」

　七色草を称たたえるアセルスだったが、その効果を否定したのは、他ならぬエヌマーナだった。

　すると二人の会話を聞いていたディッシュが「うん」と頷うなずく。

「やっぱりそうだったんだな」

「何が、やっぱりなのだ、ディッシュ？」

「アリスの母ちゃんは、病気じゃなかったってことだ」

「病気じゃない？　では、一体エヌマーナ様の食欲不振はなんだったのだ？」

「それは妾わらわも気になるぞ、ディッシュよ」

　歓喜が再び急転し、沈黙が落ちる。部屋に集まった者の視線が、ディッシュに集まった。

　すると、ディッシュは一枚の紙を取り出す。それは料理長からもらったエヌマーナが食べた料理のリストだった。

「アリスの母ちゃんに出した料理を見て思ったんだ」

　そのリストにはこう書かれていた。

　桃の冷製パスタ。

　かぼちゃの冷たいスープ。

　レモンのかき氷。

　清流で冷やした茶ちや碗わん蒸むし。

　アセルスは思わず眉まゆをひそめた。

「んん？　全部、冷たいものばかりではないか！」

「そういえば、妾が持っていったのもアイスだった」

「その通り。だから、俺はこう思ったんだ。アリスの母ちゃんは、食欲不振なんかじゃなくて、冷たい料理ばかり食べていたから、お腹がおかしかったんじゃないかってな」

「そうか。だから、ディッシュはお粥を……」

「母上、温かい料理を食べたいなら、なんでおっしゃってくれなかったのですか？」

「だって仕方ないでしょ？　本当は温かい料理を食べたかったけど、みんな心配して、どんどん持ってくるんだもの。なかなか言い出せなくって……」

　エヌマーナは困り顔で肩を落としたが、それ以上に、シュンとなったのは料理人たちである。

　むろん、料理人たちも気が利かなくて冷たい料理ばかり作っていたわけではない。王妃の食欲不振が、この暑さにあると思った彼らは、なんとかエヌマーナの体温を下げようと、冷たく、また食べやすい料理をチョイスしたのだ。

　皮肉なことに結果は悪い方向に向かってしまったが、お互いの思いやりが生んでしまった些さ細さいな悲劇だった──というわけだろう。

　くぅぅうう……。

　優しい腹音が鳴ると、エヌマーナはまたお腹を隠した。

「ふふふ……。あんなに食べたのに、まだお腹が空いているみたいだわ」

　エヌマーナは完全に復調していた。それはきっと、アリエステルが危険を顧みず、自らの手で摘んできた七色草の効果も大きいだろう。

「料理人さん。リクエストしてもいいかしら？」

「おう。なんでも作るから言ってくれ」

「今度は冷たいものをいただけるかしら。さすがにお粥を食べたら、暑くなってきちゃった」

　エヌマーナは胸元を開き、パタパタと手団扇であおぐ。汗も大量に搔かいたらしく、薄い寝間着はピッタリと身体に貼り付いていた。おかげで、エヌマーナの身体のラインが丸見えだ。

　それはとても一児の母親とは思えないほどの魅惑のボディだった。

「は、母上！　は、はしたない！」

「ダメだ！　ディッシュは見るな！」

「あらあら……。ごめんなさいね」

　どうやらエヌマーナはアリエステルの母親だけあって、自由奔放な性格らしい。

　エヌマーナはベッドから出て、アセルスに目隠しされたディッシュに微笑みかけた。

「適度に冷たくて、できればスタミナがつくものがいいのだけど、どうかしら、料理人さん」

「お、おう。任せろ！　ピッタリなものを作ってやるよ！」

　ディッシュはいつも通り、にししと笑ってみせるのだった。




　厨ちゆう房ぼうに戻り、ディッシュは早速調理に取りかかった。

　食材置き場から甘茄子パイアを持ってくる。光沢のある黄色の表面は、小さなカンテラのようだ。

　いつも通り短剣を握り、甘茄子を切ろうとすると、寸前で手を摑つかまれる。ディッシュは顔を上げ、穏やかに微笑む料理長と目が合った。

「手伝わせてくれないか、ディッシュ君」

「え？」

　ディッシュは眼を丸くする。

　すると、側で見ていた料理人たちも口々に声を上げた。

「俺も！」

「私も！」

「指示をくれ！」

「手伝わせてくれ！」

　いずれもカルバニア王国が誇る珠玉の料理人たちだ。

　そのすべてが、無名の二十歳にも満たない青年に頭を下げていた。

　料理人としてのプライドをかなぐり捨て、ゼロスキルの料理に向き合おうとしている。

「はは……。私だけではなかったようだね」

　料理長は笑う。

　この料理長も、そして料理人たちもわかっているのだ。

　料理がうまくなる秘ひ訣けつを……。

　それは優秀な料理人の手伝いをすることである。

　馬ば鈴れい薯しよを剝むくだけでもいい。ただすぐ側で、ゼロスキルの料理人の料理を感じていたい。そんな強い覚悟を料理人たちは漲みなぎらせていた。

　同時に、それは彼らがディッシュを認めているということに他ならない。

　ディッシュは手を止め、頭を下げる料理人たちの方を向いた。

「しょうがねぇなあ……。俺の料理を盗めるもんなら盗んでみな」

　にしし……と、ディッシュは笑い、再び短剣を握る。

　その切っ先を料理長に向けた。

「じいさんは甘茄子を細切りに。赤あか茄な子すをブロック状に切ってくれ」

「わかった」

　次にディッシュは別の料理人に指示を出す。

「苦にが瓜うりはあるか？」

「あります！」

　比較的若い料理人が、表面にブツブツの突起が付いた瓜を掲げる。

　鮮やかな緑色はギラリと光り、己の新鮮さをアピールするかのようだった。

「薄切りにして、塩茹ゆでしてくれ。その後は冷水へ」

「わかりました」

「今から言うもので、ドレッシングを作るから揃えてくれ。魚ぎよ醬しよう、酢、砂糖、胡こ椒しよう、油、大カル蒜ナン……あと、王宮に薬剤師はいるよな」

「もちろんだ」

「胃腸薬になるイルミ草の根を備蓄してないか？　あれば、その根を持ってきてくれ。俺はショウガって呼んでるんだが、ドレッシングに入れるとピリッと効いておいしくなるんだ」

「わかった。イルミ草だな」

「あとは湯を沸かしてくれ。残ったヤツは、俺たちが持ち帰った肉を持ってきてくれないか？」

　まるで以前から王宮の厨房に立っていたかのように、ディッシュは堂々としていた。

　臆おくする様子はなく、的確で意図のわかりやすい指示を送る。

　そこには街で虐げられ、能無しゼロスキルと罵ののしられた少年の姿はない。大きく成長した背中に、この十年で体得した魔獣料理を引っさげ、街の料理屋とは比較にならないほどの広い王宮の厨房で、その腕を振るっていた。

　そこにディッシュを、『能無しゼロスキル』と馬鹿にするものはいない。

　ただ必死に指示を聞き、食らいつき、一つでもその料理の神髄を盗もうとする料理人たちの姿があった。

　ディッシュの調理はいよいよクライマックスを迎える。

　例のカリュドーンの肉がまな板に下ろされたのだ。ディッシュはヨーグの大葉を丁寧に剝はがすと、燻くん製せいされて濃い飴あめ色いろになった肉と再会する。

「おお……」

　調理場にどよめきが起こる。

　大きい……。普通の肉の優に三倍はあるだろう。

　随分と時間が経たっているのに肉には張りがあり、今にも襲ってきそうな迫力があった。

　大きなカリュドーンの肉を前にして、ディッシュは一歩も引かない。短剣の刃を肉に載せると、迷いのない手さばきでブロック状に切り裂いていく。

　すると、現れた断面が宝石のように光った。次いで芳ほう醇じゆんな香りが厨房に立ちこめる。

「おお！」

「これが魔獣の肉か！」

「なんと美しい！」

「いい香りだ!!」

「うっまそ～～！」

　ディッシュは冷静に薄くスライスしていくと、次にその肉を湯の中にくぐらせる。

　最後に冷水につけ、水気を拭うと、器に盛りつけた。

「イルミ草を持ってきたぞ」

　息を切らし、料理人が厨房に飛び込んでくる。

　ディッシュは礼を言って、根を切り落とすと、すぐにショウガのすりおろしを作る。そこに先ほど指示した魚醬、酢、砂糖、胡椒、油、大蒜と赤茄子を入れて、混ぜ合わせた。

　苦瓜、甘茄子、湯通ししたカリュドーンの肉、そしてドレッシングを和あえ、ディッシュの料理は完成する。




　苦瓜とカリュドーンの赤茄子ドレッシングサラダのできあがり！




　ディッシュと王国の料理人──それぞれの想いが詰まったサラダは、赤く濡ぬれ、輝いている。

　まさしく国の宝であるかのようだった。





◆◇◆◇◆






　王宮には『王族の円卓』という場所がある。

　王族が、時には来賓と一緒に食事をするところだ。

　その『王族の円卓』で、王族と来賓を招いた食事会が久しぶりに開かれることが決まり、ディッシュが腕を振るう一方で、家臣たちは準備を進めていた。給仕たちが白いテーブルクロスを広げ、真ん中に燭しよく台だいを置く。手際よく、物音を立てず、上品な仕草で皿や銀食器を並べていった。

　最後に取り仕切る侍従長がテーブルの下に潜って安全を確認し、壁に掛けた絵を取り替えて下がると、お揃いのピンクのドレスを着た親子が入室する。

　アリエステルとエヌマーナだ。

　親子は手を取り、頭に飾ったティアラと同じく、明るい笑顔を互いに向けていた。

　さらに王国貴族の正装を纏まとったアセルスが現れる。

　今宵の唯一の騎士ナイトは、髪をまとめ、凛り々りしい男装姿に身を包んでいた。やや緊張した面もちで初となる『王族の円卓』に踏み込み、少しきつめの襟元を正す。

　執事に椅子を引かれ、三人の女性は着席した。

　くぅぅうう……。

　どこか艶なまめかしさすら感じる腹音を、早速響かせたのはエヌマーナである。

　耳にしたアリエステルはクスリと笑った。

「もうすっかり元気ですね、母上」

「もう元気元気！　お粥かゆだけじゃ、全然足りないわ」

「もうすぐディッシュがおいしい料理を運んできてくれますよ」

　アセルスも笑顔で応じた。

　食前酒が運ばれ、軽く喉のどを潤すと、夏の野菜で胃のウォーミングアップを始める。運ばれてきたのはかぼちゃのスープ、そして蜜みつ桃とうのパスタだった。これらはエヌマーナが伏せっていた時に食べられなかったものだ。

　食べてもらえず悔しかったのはディッシュだけではない。王宮の料理人たちにとっても、この食事会はリベンジマッチなのである。その証拠に、以前出した料理よりも少しだけ改良されていた。前よりも口に入れやすく、お腹も冷えにくい仕掛けになっている。

　エヌマーナの反応は上々で、顔を赤くしながら、舌鼓を打った。

　その満足そうな顔を見れば、さぞ料理人たちも喜んだことであろう。

　やがて満を持して並べられたのは、苦瓜とカリュドーンの赤茄子ドレッシングサラダだった。

　メインを張るには、いささか名前が地味だが、見た目のインパクトは十分である。

「綺き麗れいね……」

　エヌマーナは瞳ひとみを輝かせながら、うっとりと目を細める。

　白いテーブルクロスの上に載せられた料理は、まさに宝石箱のようであった。

　赤茄子、甘茄子、苦瓜──赤、黄、緑の三色の野菜に、湯通しされたカリュドーンの肉。そこに魚醬ベースのドレッシングがかかり、キラキラと輝く様は白い砂漠に浮かぶ、オアシスのようだ。

　料理がテーブルの前に置かれても、三人の女はなかなか手を付けようとはしない。

　いつまでも眺めていたい──そう思わせるほど、綺麗な料理であった。

　するとサラダから、胡ご麻まのいい匂いが立ち上ってくる。それに混じって、肉の芳醇な香りが鼻を突いた時、いつの間にか各々の手には食器が握られていた。

　思い思いに取り分け、そして口に運ぶ。

「はあああああんんんん!!」

「はうぅぅぅううううう!!」

「うまあぁぁぁあいいい!!」

　エヌマーナ、アリエステル、アセルスは同時に歓喜の悲鳴を上げた。

　ザクザクという野菜を咀そ嚼しやくする音を『王族の円卓』で響かせながら、口いっぱいに頰張る。口の中でも涼やかなオアシスが広がった。

　ピリッと舌に来たのが、赤茄子の酸味である。

　火照った口内をひんやりと冷やし、さらにその酸味と、魚醬の旨うまみがいいバランスになっていて、苦瓜の苦みともマッチしていた。

　夏野菜の中に含まれる水分もいい。

　乾いた身体の隅々まで行き渡り、血がゆっくりと冷えていくのを感じる。
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　自然と体温が下がり、内臓の奥からリフレッシュされていった。

　そして、やはりなんといっても、スライスされたカリュドーンの肉が最高だ。

　薄く切られてもなお、確かな食感を歯茎に与えてくれる。嚙かんだ瞬間、脂と肉の旨みがジュワッと滲にじみ出ると、舌と胃をガツンと叩たたくようなインパクトがあった。

　やや重めの脂も、ディッシュが隠し味として入れていたショウガによって打ち消され、料理全体があっさりとしている。ショウガの効果で食欲も増し、いくらでも食べられそうな気がした。

「この口の中に広がっていく独特の匂いは、何かしら」

　エヌマーナはフォークで肉を掲げると、アリエステルは食器を置き、母の疑問に答えた。

「燻製です、母上」

「くんせい？」

「煙で燻いぶす珍しい調理方法です。母上が感じたのはおそらく煙の匂いでしょう」

　エヌマーナは注意深く咀嚼すると、ハッと眉まゆを動かした。

　娘の言う通り、食べた瞬間ふわっと口の中に煙のフレーバーが広がっていく。

　だが、決して悪くない。むしろ焼いた肉のような香ばしさを感じる。

　そこに胡麻と魚醬の風味が口の中で混ざり合うことによって、香りのハーモニーが生まれていた。

「はあ……」

　気が付けば、皿は空になっていた。

　十分堪能したエヌマーナは、お腹を愛いとおしそうに撫なでる。

「ふふ……。アリスがお腹にいた時のことを思い出すわね」

「母上。最後に一品食べてもらいたいのですが」

　娘のどこか覚悟を決めた瞳を見て、エヌマーナは微笑んだ。

「ええ。喜んで」

　運ばれてきたのは、薬草入りチョコチップアイスだった。

　最初、アリエステルが母に勧めた料理である。

　途端、エヌマーナの目の色が変わった。

「ふふふ……。これ、実はすっごく食べたかったのよ」

「私が認めた料理です。どうぞお召し上がりください」

「では……。いただきます」

　改めて手を合わせると、エヌマーナはスプーンで掬すくう。

　チョコチップと薬草入りのアイスを載せ、口の中に運んだ。

「ふぅぅぅぅうんんんん!!」

　うなり声を上げ、エヌマーナは幸せそうな顔で目いっぱい頰を膨らませた。

「おいしいわ、アリス。何度食べても不思議ね。この爽そう快かい感かん──アリス？　どうしたの？」

　アリエステルは泣いていた。

　ぼろぼろ……。ぼろぼろ……と涙がこぼれる。

　顔は真っ赤になり、軽く塗った化粧も落ちていた。

「良かった……。母上が元気になって……本当に良かった」

「アリス……」

　エヌマーナはそっと娘の涙を拭ぬぐい、背中に手を回し、我が子を抱きしめた。

「ありがとう、アリス。私のために頑張ってくれたのね」

　エヌマーナの瞳にも、涙が光る。

　その横でアセルスもまた目頭を押さえていると、王妃の方から声をかけられた。

「ヴェーリン卿きよう……。この料理のシェフを呼んでいただけませんか？」

　アセルスが言われたことを実行すると、しばらくしてディッシュが現れた。

　エヌマーナは軽く頭を下げ、今日のシェフに対して感謝の意を表す。

「お料理とてもおいしかったですよ、ディッシュ・マックホーン」

「喜んでくれて良かった。……元気になって良かったな、アリス」

「う、うむ……。ぐすん……」

「お前泣いてんのか？　ま！　嬉うれしいのはわかるけどよ」

　ケラケラと笑い、ディッシュはアリエステルをからかう。

　一方、まだ泣いている最中のアリエステルは、「うるさい」とやや迫力にかける反論を展開した。

　その微笑ましいやりとりを見つめた後、エヌマーナはディッシュに語りかける。

「ディッシュ・マックホーン。この度は、娘の山でのことも含め、大変お世話になりました。感謝を申し上げます」

「俺は料理を作っただけだ。本当にすげぇのは、アリスだよ」

「しかし、これで我々は、あなたに二つの借りができてしまいました。娘の命を救ってくれたこと。そしてこうして、娘と一緒に食卓を囲むことができたこと。どちらも私たち家族にとって、この上ない喜びをもたらしてくれました」

　そっと横のアリエステルの髪を撫でながら、エヌマーナは言葉を続ける。

「カルバニア王家として、あなたの恩に報いたいと思います。しかし私にはその権限がありません。ですが、我が夫──カルバニア王に献言することができます。出来る限り、その要望を果たすことをお約束しましょう。何なりと申しなさい」

　王妃の言葉を聞いた時、顔を引きつらせたのはアセルスだった。

　特に反応したのは、エヌマーナが『恩』と言ったことだ。

　王族に『恩』を売ることは、難しい、そして珍しい。家臣が戦場で武功を立てても、身体を張って王族を守ろうとも、それは決して『恩』にはならない。それはすべて義務であり、仕事だからだ。

　だが、ディッシュは違う。家臣でもなければ、王族と繫つながりがあるわけでもない。

　それでも、ディッシュは王女を守り、王妃を救った。

　だから、エヌマーナは『恩』という語句を用いたのだ。

　王族の言葉の重み、予想される際限のない恩賞の幅。

　仮にディッシュが「貴族の位がほしい」と言えば、伯爵は無理でも子爵として小さな領地を賜ることぐらいなら十分可能だろう。

　しかし、ディッシュは料理人だ。もしかしたら、王宮で働くことを望むかもしれない。

　王宮の厨ちゆう房ぼうでの動き、的確な差配は見事だったと聞く。王宮料理人たちをまとめ上げ、彼らがその技術を欲するほどの腕前ならば、一気に料理長へと駆け上がることだってできるだろう。

　いや、王族専属の料理番になることも夢ではない。

　そうなれば、待っているのは薔ば薇ら色いろの人生である。

　人の人生が一変する。王族に『恩』を売るということは、そういうことなのだ。

　しかし、当のディッシュはエヌマーナの『恩』という言葉を聞いても、ピンとこないらしい。色めき立つこともなく、両腕を組んで、ぐるぐると首を回すだけだった。

「望みっていってもなあ。特に思いつかねぇなあ」

「ふふふ……。無欲なのですね、あなたは」

「自分がほしいものは、自分の力で取ってきたからさ。人からもらったことは、あんまりないんだ」

「なるほど。そこがゼロスキルのディッシュらしいのじゃ」

　アリエステルは目め尻じりを拭いながら微笑む。ようやく調子を取り戻してきたらしい。

　娘の奇妙な言葉に、エヌマーナが反応する。

「ゼロスキル？」

「俺にはスキルがないんだよ」

「まあ……。それなのに、こんなにおいしい料理を？」

「逆です、エヌマーナ様。彼にスキルがなかったから、この料理を作れたのだと、私は思います」

　アセルスが言い添えると、エヌマーナは深く頷うなずいた。

「確かにヴェーリン卿の言う通りかもしれません。……さて、なんでもいいのですよ、ディッシュくん。さすがに、王様になりたいというのはダメですが。可能な限り、叶かなえてあげましょう」

「うーん。じゃあ、俺のことじゃなくてもいいのか？」

「構いません」

「じゃあさ。アリスをもうちょっと自由にしてやってくれないか？」

「え？　それは──」

「こいつ、ちっこいけど凄すごいヤツなんだよ。料理の感想とか聞くと、すごく参考になるし。だから、毎日とは言わねぇけどよ。月一でもいいから、俺の家に来ることを許してやってくれないか」

「ディッシュくんの家に？」

「待て待て、ディッシュ。ならば、お主が王宮の料理人になればよい。お主なら、明日から料理長にだってなれるぞ」

「随分と慣れてきたけどよ。やっぱり俺は『長老』の根元で、のんびり料理を作る方が性に合ってる。今さら、地位だ名誉だって言われてもわからねぇ。でも、アリスには食べに来てほしいんだよ」

「妾わらわにお主の家に参内せよと言うのか」

「無理やり王宮に拉ら致ちされるよりは、そっちの方がいい」

「まあ、アリス。ディッシュくんに、そんなことをしたの？」

「む──。そ、それは悪かったと思っておる」

　アリエステルは目を逸そらし、誤魔化すように謝罪した。

　再びエヌマーナはふんわりと笑う。

「わかりました。ディッシュくんの望み。このエヌマーナ・ラスヌ・カルバニアが承りました。王と相談し、色好い返事を致しましょう」

「頼むぜ、アリスの母ちゃん」

　エヌマーナが手を差し出すと、ディッシュはギュッと握り返した。

　そしてエヌマーナは、アリエステルの方を向いて微笑む。

「アリス……。良い友達を持ちましたね」

「いいえ。ディッシュは友達ではありませぬ。妾の料理番ですから」

「俺はそんなつもりないぞ」

「よ、良いではないか！」

「お待ちください！」

　口論する二人を押しとどめたのは、アセルスだった。

「でぃ、ディッシュと先に出会ったのは、わわわ私です、王女殿下！　彼を料理番にするのは、私が先ですからぁぁああああ!!」

　一人の料理人を巡って争う乙女たち。

　その微笑ましい姿を見て、エヌマーナの口元に思わず笑みがこぼれた。




「ふふふ……。果たしてディッシュくんは、誰の料理番になるのかしらね」








Ｍｅｎｕ６　ウィンデルとの出会い









「ひぇぇぇ……。つめてぇ！」

　情けない声を上げたのは、ディッシュだった。

『長老』の近くを流れる川へと、相棒とともに訪れていたディッシュは、川に手を突っ込むなり、顔を歪ゆがめる。まさに身を切るような冷たさとはこのことだろう。

　すると、ほう……と風が鳴く。

　寒風が吹きすさび、赤くなったディッシュの頰を突き刺した。

　少し前は暑いぐらいだったのだが、もうすっかり冬の気配だ。これで雪でもちらつけば、本格的な冬季が到来する。今日はその備えのために、ディッシュはウォンとともに川にやってきた。

　狙いは、ズバリ！　この時期に川を上ってくるサケだ！

　ディッシュがいる山の方まで上ってくる個体は少ないが、かなり上流まで来る猛者だけあって、身が締まっているものがほとんどである。

　捕まえたサケを塩漬けにし、雪の中に隠して、冷凍保存する。

　冬にどうしても獲物が捕れない時の緊急食材として、重宝するのだ。

　頼れる相棒のおかげで、サケ漁は順調だった。

　川に入ったウォンは、次々とサケを捕獲し、川辺に積み上げていく。

「あはははは！　すげぇぞ、ウォン！　大漁だ！」

　ディッシュは歓喜の声を上げる。ウォンは得意げに鼻を鳴らし、回転数を上げた。すると、サケとは違うものが、くるくると空中で回ると、ポテンと音を立て山と積まれたサケの上に落ちた。

　見慣れた影にディッシュは反応し、サケの山を覗のぞき込む。

　半人半魚の小さな人魚が、くるくると目を回していた。

「ウィンデル!!」

　ディッシュは水の聖霊の名前を叫んだ。

　目を回していた聖霊は、声に気付き、顔を上げる。

　ディッシュと川の中に入ったウォンを交互に見て、事態を察知したらしい。

　途端、水の聖霊の顔が赤くなった。

「ディッシュ！　何をしとるんじゃ！　飼い主なら、飼い神獣のしつけぐらいちゃんとしろ！」

「悪かったよ、ウィンデル。でも、ウォンだって、まさか水の中で漂ってるのが、聖霊だってわからないだろう」

「うぉん！」

「むぅ……。まあ、いいわい。ちょうどお主に用があってな。今夜、時間があるか？」

「この後、アセルスが来るんだ。サケを使ってミソ牛酪鍋なべでも作ろうと思ってな」

「サケを使って……ミソと牛酪じゃと！　それはおいしそうじゃわい」

　じゅるり……、ウィンデルは垂れてきた涎よだれを腕で拭う。

　だが、今日は真面目モードらしい。すぐに顔を引き締めて、ディッシュにこう告げる。

「よし。それはまあ明日でもよかろう。何ならあの女聖騎士も誘うが良い」

「誘うって？　どこかに行くのか？」

「むふふふ……。それは到着してからのお楽しみじゃ」

　水の聖霊ウィンデルは不敵に笑うのだった。




　随分と冷えてきた。吐く息が白く濁る。

　空にはどんよりとした雲が垂れ込め始めていた。いよいよ月を隠し、山は完全な闇に覆われる。梢こずえを抜けて吹く突風は、針を刺すように冷たい。

　そんな中、ウィンデルを先頭にしたディッシュたち一行は、山奥にある小さな湖を目指していた。

　湖面は鏡のように綺き麗れいで、闇の中でもわずかにちらつき輝いている。

　その縁の部分は一部凍っていた。どうりで寒いわけだ。

　ウィンデルは誰かと待ち合わせをしているらしく、しばらくここで待つと言う。

　ディッシュは火を焚たき、捕ったサケを使って、即席のミルク汁を作る。

　生あい憎にくと、ミソと牛酪は家に置いてきてしまった。

　皆でゼロスキルの料理に舌鼓を打ち、ひたすら待ち続ける。

「さすがに冷えてきたな」

　外がい套とうにすっぽりと身を包んだアセルスは手を擦こすった。その下はいつもの鎧よろい姿だ。

　彼女が纏まとう鎧は、ミスリル魔法合金製で、温度変化に強く、常に定温であるため気温が少々下がっても暖かい。それでも、今日の寒さは堪こたえるらしく、身体を小刻みに震わせていた。そんなアセルスを目にし、ディッシュは自分が首に巻いていた毛皮を差し出す。

「アセルス、これを巻けよ」

「いや、しかしディッシュ。お前が寒いのではないのか？」

「山の寒さには慣れてるからな。それに厚着するのもダメなんだ。汗を搔かくと、その汗が凍っちまって、逆に寒くなる。今ぐらいがちょうどいい」

「そ、そうなのか……。じゃ、じゃあ……。お言葉に甘えて」

　恐縮しつつ、毛皮を受け取る。

　首に巻くと、ぽうっと温かくなってきた。人肌のぬくもりを感じる。毛皮なので、もっと獣臭がするのかと思ったが違った。聖騎士の鼻び腔こうを突いたのは、別の匂いだ。

（ディッシュの匂いがする）

　アセルスはちょっと幸せな気分になる。

　一方、ウィンデルは凍った湖面を見つめていた。その背中に向かって、アセルスは問いかける。

「あの……。ウィンデル様、気になっていたことがあるのですが」

「なんじゃ、聖騎士よ。申せ」

「ディッシュとは、いつ頃からお知り合いなんですか？」

「ああ……。そう言えば、話しておらんかったのぅ」

　ウィンデルは凍った湖面の上に座り、どんよりとした雲を仰いだ。

「あれは二年前の夏じゃった。人間の中に悪いヤツがおってのぅ。違法に作った呪いの魔剣をこの辺りの川に投げ入れおったのじゃ」

「あ！　覚えております！　その節は、申し訳ありません、ウィンデル様」

「そうか。その犯人を捕まえたのは、アセルスであったな。良い。もう済んだ話だ。気にしてはおらんよ。しかし大変じゃったわ。ここら辺の川はすべて汚染されての。川魚は浮き、藻は腐り、美しい川の色も紫色になってしまった」

「そっか……。もう二年も前になるのか。あの時のウィンデルはおっかなかったな」

「当たり前じゃ。聖霊である我われを怒らすほどのことを、人間はやったのだからな」

　ウィンデルは顔を赤くし、瞳ひとみを吊つり上げる。

　一方、ディッシュは懐かしそうにウィンデルとともに暗い空に顔を向けた。





◆◇◆◇◆






『だれじゃあああああああああ！　我の聖域を穢けがした愚か者はぁぁぁあぁぁあぁあぁあ!?』

　雷雲から轟とどろいたのは、水の聖霊ウィンデルの怒りの声であった。

　川を汚染されたことによって激怒した聖霊ウィンデルは、ウルベン川流域を中心に、長雨をもたらした。かれこれ十日が経たった今でも、雨は降り続け、川の氾はん濫らんが収まる様子もない。

　すでに多くの死者が出ており、幸運にも生き残ったものは長い避難生活を強いられていた。当然、経済は停滞し、作物が採れないことから食糧の値段は急騰している。不幸中の幸いは、水位が上がったことによって魔剣の影響が薄れたことだろう。

　ともかく河川流域に住む住民は不安な日々を送り続けていた。

　そんな中──山の中に一人、雨に打たれ空腹を抱えた青年が倒れていた。




「おい、こら！　起きろ！　起きるのじゃ！」

　声が聞こえて、ディッシュはハッと目を開けた。

　頰が冷たい。依然として雨は続き、雨粒がディッシュを打ち据えていたからである。ディッシュは寝ぼけ眼を擦った。最初はぼんやりしていたが、徐々に焦点が合っていくと、目の前に大きな顔があることに気付いた。

　それは美しい少女だった。

　ややウェーブがかった青く神秘的な色の髪に、トビウオの羽のように伸びた耳。鼻筋は通り、真っ白な肌は穏やかな川面かわもに反射した光を思わせる。なんといっても、印象的なのは瞳の色だろう。空にちりばめられた星を集めたかのように金色をしていた。

　その顔は今、怒りに震えている。眉み間けんに皺しわがより、折角の可愛い顔が台無しになっていた。

　しかし、何よりその体たい軀くは少女と言うには些いささか大きすぎる。巨竜のように大きく、ディッシュの視界を覆っていた。さらに不思議なことに下半身は振り続ける雨や水たまりと融合し、片や上半身には大きな貝が貼り付いていて、魅力的な胸を隠している。

　その巨大な少女の顔が離れていく。鱗うろこが付着した腕を組むと、ディッシュを睨にらんだ。

「……あんた、誰だ？」

「ん？　なんじゃ、お主。我の名前も知らずに、人柱にされたのか？」

「知らん。それに人柱ってなんだ？」

「なっ！　もしかして、お主。人間が我の怒りを鎮めるために用意した供物ではないのか？」

「いや、俺は腹が減って倒れてただけだ」

「腹が──!?　なんということじゃ。山の中で若者が倒れておるから、てっきり我への供物かと思って拾ってしまったわい。まさか生き倒れていただけとは……」

　迂う闊かつ、とばかりに少女は顔を覆う。

「で、あんたは誰なんだよ？」

「我か？　我は聖霊ウィンデル。天使にして、この一帯の水を統すべる水の聖霊よ」

「この一帯って……。じゃあ、もしかして雨を降らしているのは──」

「そう。我の力よ。どうだ、恐れ入ったか、小僧！」

「なんてことしてくれたんだよ、馬鹿!!」

　いきなりディッシュは憤慨した。

「ば、ばかあぁ!?　お前、聖霊に馬鹿と言ったか!?」

「お前のせいで、獲物は出てこない。作物は根腐れして育たない。おかげで、俺はもう丸三日まともに食ってないんだぞ!!」

　すると、ディッシュのお腹が「ぐおおおお」と猛獣の吠ほえ声ごえのような音を上げて、抗議する。

　ウィンデルは思わず目を剝むいた。馬鹿と罵ののしられた上に、聖霊の前で腹音を鳴らす人間など、今まで見たことも聞いたこともない。前代未聞の出来事だった。

「早く雨を止めてくれ！　みんなが迷惑してるんだ！」

「ダメじゃ！　人間どもは我が領域たる川を呪いで穢した。よって罰を与えなければならぬ」

「罰!?」

　戸惑うディッシュの顔を見て、ウィンデルは意地悪く笑みを浮かべた。

「そうさのぅ、小僧よ。お主が我に食われれば、この雨を止めてやっても良いぞ」

「俺なんか食ってもおいしくないぞ。やめとけ」

「ならば、他の者を食らってやるまでよ。そうでなければ、罰にならん！」

「馬鹿！」

「なな！　ま、また馬鹿って言いおったな！」

　ウィンデルは目め尻じりを吊つり上げるのだが、ディッシュの怒りの方が勝っていた。

　普通の人間なら名前を聞いただけで平伏するというのに、ディッシュはウィンデルを前にしても一歩も引き下がらない。感情をむき出しにして、「ふー」と猫のように威嚇している。

「飯ってのはな！　お腹が空いたから食うもんだ。罰を与えるために食うもんじゃねぇ」

「す、すまん。──って違う！　なんで、我が小僧に説教されなきゃならんのだ」

「そんなカリカリしてるところを見ると、さてはお前、お腹が空いてんだろ？」

「お腹？　いや……。ま、まあ、空いているといえば、そうかの？　ずっと力を使っておるし」

　ウィンデルがお腹を押さえるのを見て、ディッシュは一つ頷うなずいた。

「じゃあ、お前にうまいもんを食わせてやるよ」

「い、いや、我はお主を──」

「ふわふわのトロトロのご飯をな」

「ふわふわ……。トロトロ……」

　ウィンデルはその言葉を聞いて、思わず生なま唾つばを飲む。

　きゅるるるん……。

　腹が小さく、そして可愛い音を立てて鳴った。

　聖霊の威厳も何もない腹音に、慌ててウィンデルはお腹を押さえる。

「ど、どういうことじゃ？　我の身体は一体？」

「お腹は身体で一番正直者なんだよ。お前が、どんなに偉いヤツでもな。そればっかりは、ウソはつけねぇ。心配すんな。ほっぺたが落ちちまうぐらい、おいしい料理を食べさせてやるよ」

「我に料理じゃと？」

「ああ。とりあえず、食材探しだな。目星はついてるんだ。付いて来いよ、ウィンデル」

　まだウィンデルが返事もしないうちに、ディッシュは歩き出した。

　聖霊すら恐れぬマイペースぶりに、ウィンデルの口からため息が漏れる。

「聖霊の我に指図するなど……。お主、一体何者じゃ？」

「俺の名前はディッシュ・マックホーン。よろしくな、ウィンデル」

　にしし、とディッシュは歯を見せ、聖霊ウィンデルに自己紹介するのだった。




　ウィンデルのお腹を満たすため、ディッシュは本人を伴い、まずは食材探しを始める。

　歩きながら、ディッシュは人間サイズになったウィンデルの事情を聞いた。

　人間が川に呪いの魔剣を投棄したこと。それによって、川の生命が根絶やしにされ、川自体も汚染されてしまったこと。それに怒った水の聖霊ウィンデルは、人間に対する罰として雨を降らせていることを話した。

「──というわけじゃ……」

「ふーん。神様も大変なんだな」

　ディッシュはヨーグの大葉を見つけると、茎の部分から折り、傘代わりにする。

「なんだか他人事じゃのぅ、お主。あと、我は神ではない。聖霊じゃ」

「川を汚したのは悪いと思ってるけどよ。でも、俺はその現場を目撃したわけでもねぇからなあ。罰するっていうなら、そいつらにだけ神罰を食わせればいいのに。なんで、みんなに迷惑かけるようなことをしてんだ、お前」

「我ら聖霊にとって、人類は皆同じ存在だ。個人のことなど、どうでも良い。そういうのは、人間同士が罰すればいいのじゃ。我はあくまで人類全体を罰しておるのだ」

「難しいことを言ってるけどさ。お前、実は人間の顔とか覚えられないんじゃないのか？　わかるぞ、その気持ち。俺も名前と顔を覚えるのが苦手でさ」

「違うわ!!　お主と一緒にするな！　これ以上、我を愚ぐ弄ろうするならば──」

「だから、カリカリすんなって。あ、そうだ。確か、まだポケットにあったはず……」

　ディッシュはポケットから何やら取り出し、ウィンデルに向かって己の手の平を差し出した。

　その上には、欠けた琥こ珀はくのようなものが載っている。

「飴あめだ。最後の食糧だけど、お前にやるよ。まあ、お近づきの印ってヤツだな」

　ウィンデルはディッシュの手の平の上から飴を拾い上げる。

　早速、口の中に入れ、コロコロと舌で転がした。

「ふん。なんとも貧相な捧ささげ物ものよな。こんなもので、我の腹が満足────」




　うほほほほほほほほほほほおおぉぉぉっっっっっっ!!




　突如、ウィンデルは山猿のような声を上げて、唸うなった。

　先ほどまで仏頂面だった顔が、まるで熱した飴のように溶けていく。

　そこに聖霊たる威厳はどこにもなかった。

「なんじゃ、この神秘的な甘みは！　そこはかとなく苦みもあるが、それを上回るほどの奥深い甘み。砂糖でもなければ、果実の甘みでもない。なんと不思議な甘みであろうか」

　ウィンデルは口の中で起こっていることを、つぶさに説明する。

　とにかくディッシュから捧げられた飴に酔いしれていた。

　やがて、飴は口の中から消える。唾だ液えきと一緒に飲み込んでも、いがいがとした後味はない。

　むしろ、スッキリとしていた。

「こんな飴、食べたことがないぞ。これはお主のスキルか？」

「俺はスキルを持ってねぇんだ。ゼロスキルなんだよ」

「スキルを持っていない！　なんと珍しい。いや、スキルを持っておらんのに、こんな飴が作れるのか……。うむむむ」

「どうだ？　うまいだろ？」

　ディッシュは得意げに鼻の頭を擦こする。

　その顔を見て、ウィンデルは直前で意見を変えた。

　情けなく緩んだ顔を、ディッシュから隠すように背ける。

「ま、まあまあじゃな。人間にしてはやりおるわ」

「そっか。このスライム飴はうまくいったと思ったんだがなあ。火加減を調節して、うまく溶かしたんだけど……。もっとうまく溶かす方法はないかなあ」

「ちょ──！　ちょちょちょちょちょちょっと待て！　お主、今なんと言った？」

「いや、火加減を調節して、うまく──」

「じゃなくて、その前じゃ！　この飴、何でできておるのだ？」

「ん？　言わなかったっけ？　スライムだぜ」




　す、スライムぅぅぅぅうぅうぅうぅうぅうぅうぅう!!




「馬鹿な！　あれは魔獣じゃぞ。食べられるはずが……」

「なんだ？　ウィンデルは神族ってヤツなのに、魔獣が食べられるって知らないんだな」

「食べられるのは知っておる。しかし、味が不ま味ずい────って、まさかと思うがお主、これまで魔獣を食べて生きてきたのか？」

「そうだよ。じゃなきゃ、山の中では生きていけねぇよ」

「山の中!?　お主、山の中で生きてきたのか？」

「まあな。六歳の頃、山に捨てられてずっとだ」

　なんと……。

　ディッシュが噓を言っているようには見えない。そもそも噓でも言わない。

　神でも魔獣は食わない。それほど不味いからだ。

　よもやその魔獣を食い、しかもおいしく調理するとは……。

（魔獣がひしめく山で暮らしているというのも噓ではなかろう。こやつからは、人間よりも魔獣の臭いの方が濃く感じるし。本当に魔獣を狩って生きてきたのだろう）

　ウィンデルが瞠どう目もくする一方、ある可能性がふと脳裏に浮かんだ。

「もしかせんでも、ディッシュよ。お主が今から作る料理というのは、魔獣料理のことか？」

「……そんな変な顔すんなよ。味は保証するぞ。──よし、到着だ」

　辿たどり着いたのは、なんと増水した川だった。

　ディッシュは崖がけの上から、勢いよく流れる川を見つめる。

「こんな激流の中に魔獣がおるのか？　お主、我に何を食わせようというのだ」

「にしし……。それはアイツがやって来てからのお楽しみだな」

　しばし雨に打たれながら、両者は増水した川を見つめる。

　その激流に変化が現れるのに、さほど時間を要さなかった。

　どくん……。

　心臓の音ではない。しかし、似た音の響きが、雨模様の山に広がった。

　崖の上で座り、待ち人ならぬ待ち魔獣をしていたディッシュは立ち上がる。

　聖霊ウィンデルも目を細め、警戒感を露わにした。

　どくん……。

　また心臓を震わすような音が響く。

　慌てて陰から顔を出し、崖下の方を見つめた。

「あ、あれは!?」

　聖霊ウィンデルですら、その巨体に驚かずにはいられなかった。

　それは巨大な亀だった。ゴツゴツとした岩のような甲羅に、そこから伸びた尻しつ尾ぽと四肢と頭。四肢の先には水かきが付いた四本指の手があり、頭には鷲わしを髣ほう髴ふつとさせる短い嘴くちばしがあった。

　特徴はともかくデカいということに尽きる。

　あまりにも大きすぎて、山自体が動いているかのようだ。

「ディッシュ、もしかしてあれがお主の狙っている獲物か？」

　崖下を流れる川の勢いに逆らいながら、魔獣は上流に向かって進んでいく。間近で見ると、その途方もない大きさに、さしもの聖霊ウィンデルも舌を巻いた。

　魔獣の名前はアダマンタイマイ。

　世界一硬いと称される甲羅を背負うＳランクの超危険な魔獣である。

　ただ比較的温厚で、こちらから手出しをしない限りは、襲ってくることはない。

　しかし、ひとたび攻撃しようものなら、その巨体を高速で震わせ、衝撃波を放つ【地鳴り】という攻撃を繰り出してくる。その攻撃力は凶暴で、街一つが壊滅するほどの威力を有していた。

「アダマンタイマイは深海に住む魔獣だけど、数年に一度の頻度で産卵しに、山の方まで上ってくる習性があるんだ。それも決まって雨で川が増水した日にな」

「な！　では、あやつは我われが雨を降らせたおかげで、この山にやって来たということか」

「まあ、そうとも言えるな。ありがとよ、ウィンデル。お前が雨を降らせてくれなかったら、この川を通らずに、別の山に向かっていたかもな」

「たくましいのぅ、お主。だが、獲物にしてはちと大きすぎないか？」

「大丈夫だって……。こっちから手を出さなければ、問題ねぇよ」

　その直後だった。

『ばおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　天地を引き裂かんばかりの吠ほえ声ごえが響き渡る。

　その声に、今度はディッシュが驚いた。

　ディッシュは四年前にも、アダマンタイマイと対たい峙じしていた。その時はこんな風に吠ほえることはなかったと記憶している。けれど、今回のアダマンタイマイは違う。性格に個体差もあるのかもしれないが、大人しいとされるアダマンタイマイが、攻撃もされていないのに何か威嚇するように声を上げるのは不自然だった。

「なんだ？　こいつ、前とは違うぞ？」

　その時だった。アダマンタイマイは首を伸ばし、大きく振って側頭部を崖に打ち付けた。強烈な一撃を受けて、ディッシュが立っていた崖が崩れる。「やべっ！」と危険を察した時には遅い。ディッシュは中空に投げ出された。

「何をやっておる！」

　声を荒らげたのは、ウィンデルだった。

　文字通り手を水のように伸ばす。落下するディッシュに巻き付き、軽々と拾い上げた。

「助かったぜ、ウィンデル」

「ふん。お主は我の人柱だ。こんなところで死んでもらっては困る」

「そんなこと言って、俺の料理が食べられなくなるのが、イヤだったんじゃないのか？」

「そんなことあるわけなかろう！　べ、別にお主の料理なんか食べたいとか思っておらんからな！」

「素直じゃねぇなあ。まあ、いいや。ともかくありがとよ」

「ふ、ふん！」

　ウィンデルはディッシュを安全な場所に下ろす。

　一方、アダマンタイマイはさらに暴れていた。やはり吠声を上げながら、崖に挟まれた川で無茶苦茶な動きを始める。それは単に暴れ回っているというより、何か痛みを訴えているようだった。すると、アダマンタイマイに変化が現れる。身体が浅黒く変色し始めたのだ。心なしか黒く光っているようにも見える。

「なんだ、ありゃ？　前はこんなことはなかったぞ」

「であろうな。……どうやらあれは、我の領分のようだ。ディッシュはここで大人しくしておれ」

「ちょっと待った、ウィンデル」

　ディッシュは、今まさに崖に飛び込もうとしていたウィンデルの腕を摑つかむ。

「できれば、あいつを傷つけないでやってくれ」

「ん？　何故じゃ？　そもそもお前、あいつを食うのではないのか？」

　ウィンデルが尋ねると、ディッシュは首を振った。

「案ずるな。別に我も取って食おうとは思っておらん。ただあいつを痛みから解放してやるだけだ」

　ウィンデルはディッシュの腕を振り払い、崖から落下する。

　水を集めると、その水をロープのように結んで、空中で停止した。

　アダマンタイマイと比べると、その指先にすら満たない小さな身体なのに、ウィンデルは全く動じる気配はない。逆にアダマンタイマイの鼻先にその身を突きつけ、立ちはだかった。

「初めはその巨体におののいたものだが、こうして見ると随分と可愛い顔をしておるではないか」

『ばおおおおおおおお！』

　ウィンデルの嘲ちよう笑しように、アダマンタイマイは吠声で返す。

　口内から吐き出された息が、ウィンデルの神秘的な青い髪を揺らした。

　若干塩気を含んでいるらしく、海の香りがウィンデルの鼻び腔こうをくすぐる。

「憤怒か……。だが、生あい憎にくと怒っているのは、我も同じでな！」

　そう言って、ウィンデルは手を掲げた。

　直後、アダマンタイマイの直下にある激流が、渦を巻き始める。さらに何本も水柱が立つと、アダマンタイマイを包囲した。まさしく水の牢ろう獄ごくである。徐々に範囲を狭めていくと、アダマンタイマイの巨体を、巨大な水の塊の中に封じ込めてしまった。そのまま噴水のように上昇していく。

　普段は深海に住むアダマンタイマイだが、ウィンデルが作り出した水の牢から逃れることはできない。水みず搔かきで必死に水を搔くも、前にも後ろにも進むことができない様子だった。

「すげぇ……」

　突然、視界に現れた水流のショーに、ディッシュは目を丸くする。

　一方でウィンデルに力んでいる様子はない。ふんと鼻を鳴らし、水牢の中でもがくアダマンタイマイに接近する。攻撃はせず、アダマンタイマイの周りをぐるりと回って、何かを探し始めた。

「ふん……。やはりあったか」

「あれは？」

　ディッシュの位置からでも確認ができた。

　アダマンタイマイの甲羅とは逆側──比較的柔らかいお腹の部分に、折れた剣が突き刺さっていたのだ。それは禍まが々まがしいオーラを放ち、今もアダマンタイマイを苦しめている。

「お主も災難であったな」

　ウィンデルはアダマンタイマイに同情する。

　直接手を触れず、水流を何重にも操って、アダマンタイマイから剣を引き抜いた。

　その瞬間、アダマンタイマイから放たれていた黒い光が収束していく。暴れ疲れたのか、水牢のアダマンタイマイは、すっかり大人しくなっていた。

　そのアダマンタイマイを再び川に着水させたウィンデルは、ディッシュの元に戻ってくる。

「ウィンデル！　お前ってすげぇヤツだったんだな！　見直したぞ！」

「ふふん。そうであろう──って、お、愚か者！　我は聖霊じゃぞ！　あれぐらい朝飯前じゃ」

　そう反発しながらも、ウィンデルの頰は赤い。

　ディッシュに褒められ、満更でもないらしい。

　するとディッシュはウィンデルが持ってきた呪いの魔剣を見つめた。

「それが、呪いの魔剣か？」

「水の力で海まで流したと思っておったが、おそらく川底にでも刺さっておったのだろう」

「それがアダマンタイマイの腹に刺さっていたっつうわけか。あ──」

　突然、ディッシュはポンと手を打ち、何かに気付いた。

「ウィンデルが長雨を降らせているのは、そういうことか。お前、川を浄化してたんだな」

「そうじゃ。別に我も好きこのんで、雨など降らせたりはせん。それを人間どもは迷惑と言いおるのじゃ。自業自得のくせに……。聖霊たる我をなんだと思っておる」

「にししし……」

「なんじゃ？　気持ち悪いのぉ、ディッシュよ」

「いや……。ウィンデルは優しいなって思ってよ。結局、人間のことを思ってくれてるし、アダマンタイマイも殺さずにいてくれた。うん。ウィンデルはいいヤツだ」

「な、ななななな……。べ、別に人間に優しくなんかしておらん。我は人間だけではない。生きとし生けるものすべてに優しくなければいけない存在なのじゃ。人間に特別優しいわけではない」

「生きてるものみんなに優しいんだから、やっぱ優しいんじゃねぇか」

「お、おだてても、人間を許さないことには変わりはないぞ」

　ウィンデルはそっぽを向く。

　紅潮した顔を背ける形になるが、横に飛び出した耳が真っ赤になっていて、バレバレだった。

　二人がたわいのないやりとりをしていると、アダマンタイマイが意識を取り戻す。

　再び上流の方へ歩き出した。

「放っておいてよかったのか、ディッシュよ」

「ああ。俺の目的はアダマンタイマイ自身じゃないからな」

「なるほどのぅ……。そろそろお主の目的がわかってきたわい」

　アダマンタイマイは激流に逆らい、一歩、また一歩と確実に前へ進んでいく。

　やがて、深海に住む魔獣アダマンタイマイが上陸した。

　その歩みに変化はなく、地面を一歩一歩踏みしめるように進んでいく。容赦なく木や岩をなぎ倒していく姿はまさに圧巻だ。陸の魔獣ですら太刀打ちできず、長雨で巣穴に引っ込んでいたブライムベアですら、その巨体を見て、尻尾を巻いて逃げていく始末である。

　伝説の魔獣白鯨と並び称される海の王者は、陸地でもその圧倒的な巨体と力を見せつけていた。

「そろそろかな」

　ディッシュは歩みを止める。山奥へと向かうアダマンタイマイを見送った。

「良いのか、ディッシュ。追いかけなくて……」

「あの巨体をそうそう見失うことはないさ。まあ、見てろって」

　すると、山の中腹を越えた辺りで、いよいよアダマンタイマイの動きが止まった。

「何をする気だ？」

　ウィンデルは目を見張る。

　その直後だった。

『ばおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　再びアダマンタイマイの吠声が鳴り響く。

　瞬間、凄すさまじい衝撃波が四方八方に広がった。一瞬で木々が倒され、岩が空を舞う。地面は抉えぐられ、地中にいた生物ごと吹き飛んでいった。

　ごごごごご……。轟ごう音おんが遅れて聞こえてくる。

　まるで巨大な爆弾が地中で炸さく裂れつしたかのように、土煙が雲近くまで立ち上った。

「今のがアダマンタイマイの【地響き】というヤツか。威力は知っておったが、こうして間近で見ると凄まじいのぅ」

　ウィンデルは頭をくらくらさせながら、大穴が開いた山の中腹付近を見つめる。

　それは空から隕いん石せきが墜おちてきたかのように、アダマンタイマイを中心として放射状に広がっていた。木々は根こそぎ倒され、草場は土と一緒に捲めくり上がっている。魔獣や動物の被害は甚大だ。一瞬にして、周囲の魔獣や獣が駆逐され、聞こえてくるのは地鳴りだけだった。

　深海の王者は山の王となり、建国宣言するかのように低い唸うなりを天に向かって奏でる。

「さあ、産卵が始まるぞ」

「やはり産卵か。手荒い産卵もあったものじゃの」

「それはこれからだよ」

「はっ？」

　アダマンタイマイは尻しつ尾ぽを掲げた。排卵管と尿管を兼ねる尻尾の先には、穴が開いている。

　それを地面に下ろすのではなく、空に向かって掲げた。

「何をするつもりじゃ！」

　アダマンタイマイの尻尾が大きく膨らむ。すると、スポンッと気持ちのいい音を立て、何かが大砲のように射出された。連続して放たれると、しばし間を置いて流星の如く大地に降り注ぐ。

　再び地面が捲れ、木が根元から折れた。壊滅寸前の山の表面に、とどめを刺す。もしアダマンタイマイの側にいれば、如何にウィンデルとてこの災厄から逃れることはできなかっただろう。

「よし！　ウィンデル、行くぞ！」

「お、おい！　待て、ディッシュ」

　ディッシュは先ほどアダマンタイマイが射出したものの近くに向かう。

　空の高いところから降り注いだそれは、半分地面に埋まっていた。紡ぼう錘すい状の形に、表面が黒っぽい部分と白っぽい部分に分かれている。その奇き天て烈れつな姿に、聖霊ウィンデルは目を丸くした。

「これはもしや……」

「ああ。アダマンタイマイの卵だ」

「なんと！　あやつ、自分の卵を空に向かって射出したのか」

「心配すんなよ」

　ディッシュは土に埋まった卵を叩たたくと、鉄を弾はじいたような硬質な音が返ってきた。

「アダマンタイマイの卵はめちゃくちゃ硬いんだ。ちょっとやそっとの衝撃では潰つぶれねぇよ」

「なるほどのぅ。しかし、アダマンタイマイにしては、可愛い卵よな。鶏卵よりも二回り大きい程度ではないか。これがあの図体になるとは思えん。……で、ディッシュよ。察するにお主、この卵を食材にするつもりなのであろう？　そんな硬い卵をどうやって割るのじゃ？」

「大丈夫だ、この殻には柔らかいところと硬いところがあってな」

　そう言うと、ディッシュはアダマンタイマイの卵を地面から引き抜く。

　白っぽい部分を上にして、紡錘状の鋭角部分を短剣で突いた。そこだけ膜のようになっており、非常に柔らかくなっている。あっさりと卵に穴が開いた。さらにディッシュは膜の箇所があることを指し示す。反対の鋭角部分に一カ所、側面に四カ所──計六カ所も、柔らかい部分があった。

「ウィンデル、何か気付いたことはないか？」

「まさか……。その殻は──」

「そうだ。これは卵の殻じゃねぇんだ。アダマンタイマイを覆っている甲羅そのものなんだよ」

「なんと!?」

　ウィンデルはマジマジと見つめる。確かにそうだ。黒っぽい部分は甲羅、白っぽい部分はお腹の方だとすると、膜の部分は頭や尻尾、足が出るところだろう。

「膜の部分から中身を抜いて、調理するんだ。まあ、穴が小さくて、目玉焼きは難しいけどな」

「よくこんなことを知っておるのぅ」

「あいつらに教わったんだよ」

　ディッシュは近くの木を指差す。アダマンタイマイの攻撃から逃れた樹木に、二羽のヴィル・クロウが翼を寄せ合い、雨をしのいでいた。ウィンデルが側にいるからか、襲ってくる気配はない。ただこちらの様子をじっと窺うかがっていた。

「前にあいつらが、この膜を破って中身を食べていたんだ」

「なるほどの。山で生活するお主にとって、魔獣こそが最高の教師というわけか」

「さあ！　雨が止む前に、他の卵も採ろうぜ。じゃないと他の魔獣に盗られちまうぞ」

　その時だった。まるでディッシュの行く手を遮るようにアダマンタイマイは再び頭を突き上げ、吠声を上げる。空気がビリビリと震え、驚いたヴィル・クロウたちは雨にもかかわらず、空へと飛び立つ。ディッシュとウィンデルは、ただ立ちすくむだけだった。

　やがてアダマンタイマイは、巨体の割に短い四肢を使い、ゆっくりとその場で回転を始める。頭の方向を、川がある方に向けると、のそりと歩みを進めた。

「なんじゃ。もう帰るのか？　卵がむき出しのままじゃぞ」

　ウィンデルは去って行くアダマンタイマイを叱り付ける。

　それを見て、ディッシュは苦笑した。

　アダマンタイマイは一度に百個以上の卵を産むが、最終的な生存確率は、魔獣学者だった父の研究資料によれば、ほぼゼロに近いのだという。

　その説明を聞いたウィンデルは、「ふん」と鼻を鳴らした。

「全く……。あやつは子孫を繁栄させる気があるのか？」

「人間の俺としては助かるけどな。アダマンタイマイが、ゴロゴロいるのもさすがに困るし」

「確かにそうじゃが……。魔獣も生き物なのだから、もっと生に貪どん欲よくになってもいいと思うぞ」

「でもまあ……。生きることにも、子孫を残すことにも貪欲ではない、そういうのんびりした生き方もあるってこった」

「ディッシュよ。お主今、何歳だ？」

「十四歳だけど」

「ふん。子どものくせに随分と達観しておるのぉ、お主は」

　アダマンタイマイは川まで来ると激流に身を任せ、滑るようにして、下流の方へと流れていった。

「とりあえず、メイン食材をゲットだな」

　ディッシュはペロリと舌を出す。その胸には三つの卵が抱えられていた。

　その期待度満点の顔を見て、ウィンデルはジト目で睨にらむ。

「ディッシュよ。本当はお主が一番食べたかったのではないか？」

「にしし……。バレたか。だって、仕方ねぇよ。言ったろ？　どっかの誰かさんが降らせた長雨のおかげで、飯を食ってねぇって」

「まあ、いいわい。では、作ってもらおうかのぅ。その……」

「任せろよ。ふわふわ、トロトロの卵料理を作ってやっからよ」

　いよいよゼロスキルの料理人としての真価が、聖霊ウィンデルの前で発揮されようとしていた。




　調理器具がないと、いくらディッシュが有能な料理人でも、今から作ろうとしている料理は作れない。特に卵料理は鍋なべがないと難しい。肉や魚のように串くしに刺して、焼くわけにはいかないからだ。

　そういう理由もあって、ディッシュは『長老』へ帰ることを、ウィンデルに許された。

　ディッシュとともにやってきたウィンデルは、繁茂した大樹を少しうさんくさそうに見つめた後、「へしっ！」とくしゃみを連発する。鼻の頭を撫なで、ずるりと鼻水を啜すすった。

「なんだ、ウィンデル？　風邪でも引いたのか？　雨にずっと打たれているから、身体が冷えたんじゃねぇ？　つっても、雨を降らしているのは、お前なんだがよ」

　ディッシュはずっと傘代わりにしていたヨーグの大葉の雨露を払う。幸いなことに『長老』の根元は比較的乾いていた。生い茂った葉が、屋根のような役割を果たしてくれているからだ。

「愚か者。我は聖霊にして、天使じゃぞ。風邪など引くはずがなかろう。ちょっとここの空気が合わないだけじゃ。それよりも料理はいつできる？　そろそろ我の腹と背中が引っつきそうじゃ」

「聖霊は腹が空かないんじゃなかったのかよ。まあ、いいか。こっちだ。来いよ」

　ディッシュは聖霊ウィンデルを自分の家に招き入れる。

　明らかに素人っぽい造りだが、中は一通り揃っていた。石と粘土で固めた竈かま、地下水を引き上げる手動のポンプ、切り株をそのまま切り取ったようなテーブルに、椅子が二脚並んでいる。側には、ハンモックに寝ね藁わらを詰め込んだベッドまであった。

「ちょっと待ってろよ」

　ウィンデルに椅子を勧めると、ディッシュは竈に火を入れた。

　いつもよりも、煙が多い。ディッシュがごほごほと咳せき込むと、ウィンデルも巻き込まれた。

「ディッシュ、煙いぞ」

「我慢しろよ。どっかの誰かさんが雨を降らすから、木が湿し気けっていてうまく着火しないんだよ」

「むぅ……。我のせいではないのだぞ！」

「はいはい。わかってるって」

　ディッシュは火焚たきの準備を終わらせると、今度は棚に並んだ小壺つぼの一つを取り上げる。

　栓を抜いた瞬間、強烈な酸味が鼻を突いた。腐っているのではないかと思い、ウィンデルは壺の中を確認する。濃い赤あか茄な子すの香りが、壺から漂ってきた。

「おお……。ケチャップか！」

　主に野菜などを材料にした調味料のことだ。代表的なのは、赤茄子のケチャップで、その場合古代語由来の言葉を使って、トマトケチャップと言ったりもする。完熟した赤茄子を加熱して漉こし、さらに低温で煮詰めたものに、砂糖、塩、酢、スパイスなどの調味料を入れて、味を整えて作るのが一般的な作り方だ。

「しかし……」

　赤茄子の匂いもそうだが、幾分トマトケチャップよりも強い酸味臭がする。ウィンデルは人間の生活に密接に関わりのある水の聖霊だ。それ故に、人間が作るものや食べるものにも詳しい。それ故わかるのだ。これが、ただのトマトケチャップではないことが。

「ディッシュ、これは本当にトマトケチャップなのか？」

「さすがだな、ウィンデル。トマトはトマトでも、キラートマトを使ったケチャップだ」

「キラートマトぉぉぉおおおお!?」

　キラートマトは、その物騒な名前からわかる通り、Ｄランクの魔獣である。

　見た目は普通の赤茄子に見えるのだが、人間や動物が近づくと、その皮膚を嚙かみちぎるという習性を持っている。スライムに匹敵するほどの雑魚魔獣なのだが、本物の赤茄子と見分けがつきにくく、毎年多くの被害者が出ることで知られていた。

「また魔獣を食材にしたのか。しかし、よくケチャップにできたのぉ。お主の話では、魔獣は死んだ時点で、急激に腐っていくという話ではないか」

「ああ。普通にケチャップと同じレシピで作っても、こいつはできないぞ」

「ほう……。何か妙技があるということじゃな」

「難しいことじゃねぇよ。こいつに煙を嗅かがせるのさ」

　キラートマトは煙を吸い込むと、仮死状態になるという習性がある。

　その状態でキラートマトを採取し、一気に加熱してケチャップを作るのだという。

「煙が魔力の通り道である『魔孔』を塞ふさいでくれるから、魔力の漏出も少なくて済むんだ」

「安全に採取できる上、魔力の漏出も抑制できる。一石二鳥ということか」

「それにキラートマトは、普通の赤茄子と比べて、ちょっと酸っぱい」

　それはキラートマトの中に、胃などの内臓があるからである。調理の際に取り除くが、胃の中に含まれる消化液に強い酸味があるため、通常の赤茄子よりも酸っぱく感じるのだ。

「なるほど。では、ケチャップに最適ということか」

「その通り。火を入れると、強い酸味がかなり吹き飛ぶし、逆に甘みが増すから、ケチャップの材料として、すっごく優秀なんだよ。調味料も最低限でいいしな」

　ディッシュは目をキラキラさせながら力説する。

　そこに奢おごった態度はなく、あるのは料理が好きで堪たまらないという気持ちだけだった。

「お主の話は面白いが、お腹が空くのぅ。まだか？　ディッシュよ」

「わりぃ。料理のことになるとついな。言葉の通じるヤツと喋しやべるのも、随分と久しぶりだしよ」

　ディッシュは壺の中のキラートマトケチャップの分量を確かめる。さらに『長老』に戻る間に捕獲し、あらかじめ下処理したウィスパーマッシュに、玉たま葱ねぎのような姿をしたオニオンキングを炊事場に並べ、これにアダマンタイマイの卵を加えて材料を揃えた。

　炊事場に並んだ材料を見て、ウィンデルは目を細める。

「ものの見事に魔獣だらけじゃの」

「仕方ないだろ。どっかの誰かさんのおかげで、作物は全滅なんだからよ」

　さらにディッシュは袋に入った白い粒を取り出した。一見、麦飯のように見えるが、それにしても白すぎる。不思議に思ったウィンデルが尋ねると、ディッシュは事も無げにこう答えた。

「マダラゲ草の種実だ」

「ま、マダラゲ草！　待て待て！　毒草ではないか！」

「毒があるのは根と胚はい芽がの部分だけだ。胚芽は落としてあるから問題はねぇよ」

「なるほどのぉ。我を毒殺しようとしたのかと思ったわ」

「聖霊に毒が効くなんて初めて聞いたぞ」

　ディッシュはからからと笑いながら、調理を始める。油を引いた鍋にみじん切りにしたオニオンキングとウィスパーマッシュを入れた。オニオンキングがしんなりしてきたら塩で味を整え、次に硬めに炊いたマダラゲ草を投入する。ちなみに、マダラゲ草はこれが最後だ。アダマンタイマイが来た時用に、ずっと我慢して取っておいたのである。

　そして、先ほどのキラートマトケチャップを鍋の中に回し入れた。

「ふおおおおお……」

　赤茄子──いや、キラートマトの香りが爆発的に広がる。赤茄子よりも、やや刺激的な匂いが、聖霊ウィンデルを貫いた。魔獣から作ったケチャップなのに、全然イヤな香りがしない。赤茄子よりもすっきりとし、高原の空気を吸い込んだかのように清すが々すがしい気分になる。

　火が通ってくると、今度は甘い香りが漂ってきた。その香りだけで、赤くなったウィンデルの頰は卵白のようにトロトロになる。ただもう座って待っていることなどできなかった。座面に膝ひざを乗せ、背もたれに手をついて首を伸ばす。ディッシュの調理の様子を眺めた。

　ディッシュは完成したケチャップライスを器に盛りつけると、次はいよいよアダマンタイマイの卵を摘まみ上げた。膜を短剣で切り、穴を開ける。菜さい箸ばしを突っ込んで、中の黄身を突いた。そのままでは穴が小さくて、黄身が詰まってしまうからだ。開いた穴を下にして、器の中に開ける。卵の中身が軽やかに飛び出し、器の中を一周した。

「おお……」

　ウィンデルが唸うなる。その唇には涎よだれがついていた。

　透き通った卵白に、潰つぶれ混ざりかけている卵黄は、それでも太陽のように明るい。さらに──。

「む？　ディッシュ、その白いのはなんだ？」

「ああ。これは卵乳だな」

「卵乳？」

　聞き慣れない単語に、ウィンデルは首を傾げる。

「簡単にいうと、卵の中に入っている生乳だ」

　普通の卵は、卵黄、卵白だけだが、アダマンタイマイの卵にはそれらに加えて卵乳が含まれている。卵黄は後に幼体になり、卵白はその幼体を成長させる栄養素や水分だ。だが、アダマンタイマイの幼体は土の中で九十日以上潜伏する上に、非常に栄養を欲するように身体ができている。卵白だけでは栄養が足りないため、魔力を含んだ生乳を、卵の中に混ぜ込んでいるのだ。

　透明な卵白の中に白い生乳が混ざっているため、不思議な斑まだら模様になっていた。

　だが、何より圧巻なのは、そのサイズである。アダマンタイマイを見た後だと小さく思えたが、やはり鶏卵より大きい卵は、ディッシュが広げた手を遥はるかに上回っていた。

　優に鶏卵四個分はありそうな量を、ディッシュは器の中で手慣れた動きでかき回す。

　本来は牛乳や牛酪を入れて味付けするが、そのまま油を引いた鍋に投下した。

「アダマンタイマイの卵には、元々生乳が入っているし、卵黄はかなり濃厚でクリーミーだ。牛乳や牛酪を加えると逆にしつこい味になっちまう」

「卵一つで完結しているということか？」

「お手軽料理がさらにお手軽になるってわけだ」

　ディッシュは鍋の中で黄身をかき回し、半熟状にしていく。底が固まってきた段階で、端から剝はがし、鍋の側面をうまく使いながら、紡ぼう錘すい状に折り畳んでいった。

「よっ！」

　声を上げて、軽く鍋を振り上げる。固まった卵が一瞬宙に浮き、くるっとひっくり返った。

　見事鍋の中央に着地する。

「おお！」

　思わずウィンデルは声を上げる。

　まるで雑伎団を見に来た子どものように目をキラキラさせ、ディッシュの技に見とれた。

　ひっくり返した卵を、ディッシュはケチャップライスの上に盛りつける。

　赤いご飯の上に、黄色い雲のような卵料理が乗っかった。

　これで調理は終わったのかと思いきや、ディッシュは短剣を握る。

　何をするのだろう、と聖霊ウィンデルがワクワクしながら調理の様子を覗のぞいていると、ディッシュは卵料理を縦に裂いた。瞬間、黄色い絨じゆう毯たんを広げるように卵が開く。

　艶つややかな卵の黄金郷が、大皿いっぱいに広がっていた。

「おお！　ふわふわの、トロトロじゃ！」

　ウィンデルは叫んだ言葉は、奇くしくもディッシュがあらかじめ宣言していたものだった。

「お待ち！」




　アダマンタイマイの卵を使ったふわふわトロトロオムライスのできあがりだ！




　白い湯気とともに漂ってくる濃い赤茄子に似た匂い。

　半熟状になったアダマンタイマイの卵は見た目からして柔らかそうだ。

　さらにウィンデルの目を引いたのは、何も食べ物だけではない。

　卵を回し入れ、折り畳み、ひっくり返す。最後には心が躍るサプライズまで見せてくれた。

　まだ十四とは思えないほど極まった手さばきを、ウィンデルは称賛せずにはいられなかった。

「どうぞ召し上がれ」

　改めて着席したウィンデルはディッシュから木のスプーンを受け取る。オムライスと対たい峙じした。

　魔獣の卵からできているとは思えない魅惑的な姿に、ウィンデルは思わず喉のどを鳴らす。

　おもむろにスプーンを入れ、卵とライスを同時に口の中に運んだ。

「むぅぅうううぅぅぅうぅうぅうぅうぅうぅうぅうぅううぅううぅうぅうううぅう！」

　ウィンデルの瞳ひとみがカッと開く。

　その表情は驚きに満みち溢あふれていた。直後、大きな声で叫ぶ。

　うまい……！

　とにかくふわふわの、トロトロだった。

　半熟状になった卵の食感が堪らない。本当に食べ物かと疑ってしまうほど、ふわふわトロトロの食感が口内に広がっていく。卵味の雲をトロトロになるまで鍋なべで煮込んだかのようだ。それにパラッとしたケチャップライスが合っている。ディッシュの言う通り、キラートマトから感じた強い酸味は消え、濃縮された甘みがマダラゲ草の種実に絡んでいた。

　だが、何よりウィンデルを驚かせたのは、卵本来の味である。

「この卵……。随分と塩気が強いのだな」

「そうだ。アダマンタイマイは元々深海の生き物だからな。鶏卵と比べるとうんと塩気が強いんだ」

「なるほど。卵から潮の香りがするのもそのためか」

　鶏卵とは異なる特徴を聞いても、ウィンデルの手は止まらない。

　むしろ加速した。その塩気をもっと味わいたい。そういう欲求を発散するかのようだ。

　鶏卵より塩気は強いものの、味自体には何の問題もない。むしろキラートマトで作った濃厚なケチャップの酸味と甘みに対応し、良いアクセントになっている。かすかな磯の香りは風味となって口内に広がり、全体的にさっぱりとした味に昇華されていた。




　ざっばぁぁぁああああんんん……。




　ウィンデルが顔を上げた時、金色の瞳に映ったのは青い大パノラマだった。

　強い潮風が、海と同じ色をした神秘的な青い髪を揺らす。

　のんびりとした速度で雲が流れ、海鳥が風に乗り、気持ちよさそうに滑空していた。

（これは……。ディッシュの料理が作り出す心象風景か……）

　聖霊ウィンデルは驚く。

　芸術作品を鑑賞し、心に深く響いた時、人は強いイメージを見るのだという。

　それはとてもおぼろげで、あるいは一瞬であったりするが、ディッシュが見せるそれは全くレベルが違う。これほどはっきりと、長く、そして神族に近い聖霊に心象風景を見せたのは、ディッシュが初めてだった。

　つまり、それはディッシュが作ったオムライスが、ウィンデルにとって衝撃的であり、かつおいしかったと認めていることに他ならない。

「ウィンデル……」

　ディッシュの呼びかけに、ウィンデルはやっと我われを取り戻す。

　視界に映っていたのは、ディッシュの部屋の中だ。サーッという雨の音が耳みみ朶たぶを震わせ、口の中にはかすかに磯の風味が残っている。

「どうだ？　俺のオムライスはうまかったか？」

　まるで勝ち誇るかのようにディッシュはいつも通り微笑んだ。

　だが、ウィンデルには不評だったらしい。少しムッと頰を膨らませた。

「ま、まあまあじゃな」

「なんだ？　気に入らないところでもあったのか？　だったら、教えてくれよ。改善するからさ」

「ふん。そんなのは知らんわ。自分で考えろ。それよりもディッシュ。我はもう一杯食いたい。おかわりじゃ」

「なんだよ。しっかり気に入ってんじゃねぇか」

　ディッシュは嬉うれしそうにウィンデルから皿を受け取る。

　先ほどと同じ手順で、オムライスを作り始めたのだが……。

「あ……」

　ぼてっと返した卵を部屋の床に落としてしまった。

「お、お主……」

「たははは……。失敗失敗。まだうまくできねぇんだよなあ。十回に九回は失敗するし」

「ほとんどではないか！」

　どうやら、さっきのは十回に一回の奇跡だったらしい。

（料理人としては、まだまだ未熟のようじゃの）

　ウィンデルは肩を竦すくめるのだった。




　ディッシュの料理姿を見ながら、ウィンデルは悩んでいた。

　すなわち──この人柱をどうするか、ということである。

　ディッシュの料理に舌鼓を打ちながらも、ウィンデルは決して自分の怒りを忘れてはいない。

　人間たちがやったことは、神への冒ぼう瀆とくである。それを許せば、神族の沽こ券けんに関わることにもなるだろう。故に、どんなに贅ぜいをこらした料理を捧ささげられようとも、それが絶品のおいしさであっても、ウィンデルは人間を許さないと決めていた。

　だが、迷いがないわけではない。

　ディッシュ・マックホーンは人間にしては希け有うな人材だ。ゼロスキルという希有な境遇にも同情の余地がある。それに人間でありながら、神の心象に触れてきたのだ。ここで命を散らすのは惜しい。しかし、一度食べると下した決断を覆すほど、神族とはきまぐれではなかった。

　結局、ウィンデルに残されているのは、二つに一つ。

　ディッシュを食うか、食わないかだ。

「おかわり。お待ち」

　ウィンデルの前に、苦心して作られたおかわりのオムライスが置かれた。

　やや空虚な気持ちで、ウィンデルはスプーンを握る。だが、その行動は途中で止まった。

　オムライスの上に、ケチャップで文字が書かれていたのだ。




　おれをくえ




　たった五文字の言葉が、ウィンデルの胸を激しく搔かき乱す。

　顔を上げると、ディッシュは笑っていた。

「ディッシュ、お主……」

　ウィンデルが睨にらむ一方、ディッシュはどこか面倒くさそうに蓬ほう髪はつを搔いた。

「見ちゃいられねぇ。久しぶりの客だってのに、自分の料理を食べた後にそんな顔をされたらな」

「お主、わかっておるのか！　お主は……」

「わかってるよ。食べるってのは、命を絶つってことだ。俺は料理人だ。たくさんの命を殺してきたからな。だけど、それは自分が生きるためだ。お腹いっぱいになるためだ」

「怖く…………ないのか……？」

「前から思ってたことなんだよ。毎日、散々動物や植物を食ってるんだ。俺だけ食われたくないってのは、なんか虫のいい話じゃねぇかってな。ただな……。ウィンデル、お願いがあるんだ」




　俺をおいしく食ってくれないか？




「料理人が自分を食材として差し出すんだ。せめて、おいしく食べてほしい」

　ディッシュは項うな垂だれた。ウィンデルにその首を差し出すかのように。

　ウィンデルは呆あつ気けに取られた。これまで水の精霊ウィンデルは、人間に罰を与えてきた。今回よりももっと大きな規模で、人間を根絶やしにしたこともある。世界中を水浸しにしたこともあった。

　人間たちはその度に泣いて許しを請い、人柱を捧げた。

　そして、ウィンデルは差し出された命を容赦なく貪むさぼってきた。

　だが、初めてだ。

　自分をおいしく食ってくれなんて言われたのは……。

　ウィンデルの口角が上がる。しかし、それだけに留とどまらない。お腹からこみ上げてきた笑気を抑えきれず、聖霊ウィンデルは軽やかに笑い始めた。

　薄い鉄鐘を鳴らしたような涼やかな声が、ディッシュの部屋に響き渡る。

　いきなりくの字に身体を曲げて笑い始めたウィンデルを見て、ディッシュは目を丸くした。

「お、おい……。ウィンデル！　俺は本気で──」

「そんなものは目を見ればわかる。本当にお主は馬鹿正直じゃな」

「わ、悪いかよ」

「よい……。人間は元来愚かな生き物だからな。ああ、そうだ。つくづく頭が悪い。だから、聖霊すら及びのつかない言葉を持ち出せるのであろうな」

「で──、どうすんだよ？　俺を食うのか？　食わないのか？」

「ああ。食おう」

　薄い唇が動いた時、ディッシュはピンと背筋を立てた。

「じゃが、我にはお主をおいしく食べるほどの技量はない。すまんが、お主の懇願は聞けん」

「そ、そうか。……それは残念だな」

「話は最後まで聞け、ディッシュよ。我にはお主をおいしく食べる技量はない。それ故、我はお主をしばらくとっておこうと思う」

「は？　それはどういうことだ？」

「人間はおいしいものを後にとっておこうとするであろう？　あれと同じだ」

「そ、それって──」

「有り体にいえば、保留じゃ。お主を食べる。しかし、今ではない。そういうことだ」

　ディッシュの顔が、夜露をしのいだ朝顔みたいに輝いた。

「い、いいのか？」

「問題なかろうよ。我がお主を食べることに変わりはないのだからな」

「や────────ったぁぁぁぁあああああ!!」

　ディッシュは飛び上がって喜ぶ。

　覚悟を決めていた顔だったが、それでも内心では怖かったのだろう。

　全身で喜びを表現し、部屋の中で飛び跳ねた。

　それを見て、ウィンデルは薄く微笑んだ。

（こやつには魅力がある。神族にも人間にもない魅力がの）

　スキルのないディッシュは、ルーンルッドにとってイレギュラー中のイレギュラーだ。

　しかし、ないからこそ魅力がある。神族すら惹ひきつけるものが、ディッシュからは感じられた。

　すると、ウィンデルは椅子から立ち上がる。水を張った甕かめの中に、おもむろに手を入れた。突如、水が光を帯び始める。その幻想的な光景に、ディッシュは息を吞のんだ。

「この水を聖水に変えておいた」

「せ、聖水！」

「あのマダラゲ草の種実……。確かに胚はい芽がを除去すれば、毒に冒される危険は下がるが、可能性がゼロになるわけではない。今度からは、この聖水で研ぐが良い。さすれば、毒の心配なく食べることができるであろう」

「……あ、ありがとう」

「うまい飯を馳ち走そうになった礼だと思えばよい。それにお主は我のとっておきの食材だ。つまらぬことで死なれても困るし、毒入りの飯など我も食いたくもないからな」

「にしし……。確かにな。それは俺もごめんだ。ところで、ウィンデル。雨はどうなるんだ？」

「心配するな。もうすぐ止むであろう。汚染の元凶も取り除くことができたしな」

　ウィンデルは小さな水みず牢ろうに閉じ込めた呪いの魔剣を見せる。

「さて……。腹もいっぱいになったし、そろそろお暇いとまするとしよう」

「ウィンデル！」

　部屋の入口に向かおうとするウィンデルを、ディッシュは呼び止めた。

「また会えるか？」

　そう尋ねたディッシュの顔は、ひどく歪ゆがんでいた。

　今にも大粒の涙を流さんばかりに表情を曇らせ、心配げにウィンデルの背中を見つめている。

　ウィンデルは、肩越しにその情けない少年の顔を見た後、薄く笑った。

「一体誰のことを思い出して、そんな顔をしているのかは知らぬが、案ずるな。我は水の聖霊ウィンデルぞ。いつでも、お前の側におる」

「じゃあ、また会えるんだな！」

「そうなるであろう。その時には、またおいしい料理を用意しておけよ」

「ああ！　そうだ！　なんかリクエストはあるか？」

「そうさの。今度はもっと冷たいものが良い。例えば、かき氷なんていうのはどうか？」

「考えておくよ」

　ディッシュは「にしし」と笑う。

　その屈託のない笑顔が戻ったのを見て、ウィンデルもまた微笑んだ。

　パシャッ……。

　軽い音を立て、聖霊ウィンデルは水に戻る。

　そのまま雨滴を伝い、空へと昇っていった。

　瞬間、雲の中にぽっかりと穴ができる。手を広げるように一瞬にしてわっと穴が広がった。

　次いで現れたのは、眩まばゆい陽の光と青い空だ。

　十日ぶりに『長老』に木漏れ日が差し、小鳥が喜びの声で囀さえずる。

　ふわりと吹いた風は、まだ湿り気を帯びていたが、夏の空気を思い出させてくれた。

（まるで世界が蘇よみがえっていくみたいだ……）

　ディッシュは大きく伸びをする。

　雨上がりの気持ちのいい空気が、身体の中に充満していった。

「よーし！　もっとおいしい料理を作るぞぉ!!」

　ディッシュは復活した世界に、まるで挑戦状でも叩たたきつけるかのように叫ぶ。

　腕をまくり、背はい囊のうを背負い、短剣を腰に下げ、今日もディッシュは山に潜っていった。





◆◇◆◇◆






「それが、我われとディッシュとの出会いじゃ」

　ウィンデルは話し終える。

　その話は間違いないらしく、ディッシュも「うんうん」と懐かしそうに頷うなずいた。

「いやー、あの頃のウィンデルはおっかなかったなあ」

「それだけの大事であったのじゃ。全く……。あの後、大変だったのだぞ。神族の間でディッシュの処分について意見が割れてのぅ。結局、我の権能の一部を機能停止させることによって手打ちとなった。この小さな身体も、ペナルティーの一部じゃ」

「おいおい。それは俺も初耳だぞ！」

「当然じゃ。言っておらんかったからのぅ。それよりもディッシュよ。さっきから口をだらしなく開けて固まっている聖騎士を、フォローしてやるがよい」

「うん？」

　ディッシュは振り返る。

　今にも雪が降りそうな山の中で、雪像のように立ち尽くしていたのは、アセルスだった。

　ウィンデルが指摘するように、その口をぱっくりと開けて固まっている。

「どうしたんだ、アセルス？」

「ど、どうした……だと…………」

　アセルスの全身がわなわなと震える。

　何か怒りに身を震動させる姿は、二年前のウィンデルを彷ほう彿ふつとさせた。

「どうしたもこうしたもない！　二年前のあの事件！　ディッシュが解決したのか!?」

　アセルスは叫んだ。

　ディッシュの肩を摑つかむと、卵をかき混ぜるように揺らした。

「ちょ。ちょ！　アセルス、落ち着け！」

「これが落ち着いていられるか！　ウィンデル様にいつか食べられるなどと、初めて聞いたぞ」

「まあ、言ってなかったからな」

「ディッシュが命を賭として、ウィンデル様の怒りを鎮めてくれたことは感謝する。しかしだ！　それでもあえて言わせてくれ。二度と自分から命を投げ出すようなことをしないでくれ」

「でもよぉ。ウィンデルの怒りもわかるんだ。こいつが俺を食って、鎮めてくれるなら──」

　すると、アセルスは何度も頭を振った。

「違う！　ディッシュだけで背負い込むなということだ。川を汚したのは、ディッシュだけのせいじゃない。悪いのは、犯罪者だ。ディッシュじゃない！」

　真剣でいて、なのに今すぐ泣き出しそうな瞳ひとみのアセルスに迫られ、ディッシュは言葉を失う。

　アセルスは本気だ。本気でディッシュを叱っていたのだ。

「命を簡単に捨てないでくれ。ディッシュは私にとって大事な……大事な友人なのだから」

　二年前、ディッシュは一人だった。守る名誉も、家名も、人も、そしてスキルすらなかった。

　だから、命を手放すことに躊ちゆう躇ちよしなかった。

　しかし、今は違う。自分の料理を楽しみに待つ人がいる。

　ゼロスキルでも、誰かを幸せにできる料理の腕がある。

　スキルはゼロかもしれない。でも、ディッシュの周りにいる人間は、もうゼロではないのだ。

「ああ。わかったよ、アセルス。ごめんな。お前の言う通りだ」

「くはははは……。本当にお前たちは面白いコンビだのぅ。心配するな、聖騎士よ。ディッシュのことは悪いようにはせん。さて──そろそろか。皆の者、まずは湖面を見るがよい」

「あ！」

　ディッシュは少し興奮した様子で指を差した。

　湖面が薄らと膜に覆われ、凍り始めている。同じ方向を見ていたアセルスも視線をとどめた。

　星も月も見えない夜。当然、湖の周りは真っ暗闇であったが、アセルスは気付いた。

　凍り付いた湖面の上に人影が立っていたのである。

　アセルスは直感的に剣を握るが、それをウィンデルが止めた。

「大丈夫じゃ、聖騎士よ。それよりも静かにしておれ。始まるぞ」

「始まる？」

　影が動いた……。

　段々と目が暗闇に慣れてくると、視界に少年が映る。

　ディッシュと同い年ぐらいだろうか、まだまだあどけない顔をしていた。

　真っ白な肌に、真っ白な髪。目は薄い水色で、唇は青紫色をしている。

　白い粉をまぶしたような不思議なデザインの服を纏まとい、氷上でくるくると舞っていた。

　シャッと鋭い音を立てて、氷の上を滑っている。

　その洗練された動きに一同は、声を失った。

　実に楽しそうに踊る少年を目で追いかける。

　少年が氷上を通ると、白い筋が残り、それが白い雪のようにふわりと風にさらわれていった。

　白い氷の粒が、どんどん天に昇っていく。

「ウィンデル、あいつは誰だ？」

「あれは、氷の聖霊よ」

「「氷の聖霊!?」」

「うむ。とはいえ、氷は水でもある。我も氷の聖霊ではあるのだが……。まあ、あやつは我の別人格だと思ってくれれば良い」

「聞いたことがないのですが……」

「馴な染じみがないのも当然であろう。あやつは期間限定の聖霊であるし、この辺りでは、この湖にしかおらん」

「難しいことはわからないのですが、彼は何をしているのですか？」

「冬を知らせておるのだ」

「冬を？」

「今にわかる。見ておれ」

　こうしている間にも、どんどん氷の粒が空へと昇っていく。

　雲の中に吸い込まれると、黒雲が星のように瞬き始めた。

　それを見て、ウィンデルはニヤリと笑う。

「そろそろ頃合いかのう。お主ら、顔を空に向けて、口を開けるのだ」

「口を、ですか？」

　とにかく言われるままやってみた。

　アセルス、ウォン、そしてディッシュは口を開けて、空を見上げる。

　すると、曇天の空に星のような光がちらついた。

　その輝きは、さらに増し──というよりは、近づいてくる。

　こつん……。

　アセルスの額を叩く。

「痛ッ！」

　反射的にアセルスは手で押さえた。

　地面に落ちたものに気付き、拾い上げる。

　それは爪の先ぐらいの小さな氷の粒で、若干イガイガしていた。

「これは、もしや……」

　アセルスは再び顔を上げ、口を開ける。

　降ってきたものを口でキャッチし、舌の上で転がした。

「むぅぅぅぅうううううううんんん!!」

　頰を膨らませ、アセルスは悶もん絶ぜつする。

　甘い！

　これは飴あめだ。

　飴が空から落ちてきている。

　パタパタパタパタパタパタパタパタパタパタパタパタパタパタパタパタ！

　小さな飴玉が雨のように落ちてきた。

　そこら中の木の幹や、葉に当たると、音を鳴らす。

　飴が口に入らないウィンデルは手を広げて受け止める。豪快に口を開き、こうやって食べるのだ、とばかりに勢いよく嚙かみ砕くだくと、幸せそうな表情を浮かべた。

　アセルスは口を大きく開けて、飴を待ち構える。不思議なことに口の中に直接入っても、痛くない。それほど、飴は軽いのだ。なのに、頭頂まで響く音は気持ちのいい音を奏でる。

　ガリッ!!

「はうぅ!!」

　嚙み砕いた瞬間、蜜みつのような甘みがとろりと飛び出す。

　上品な甘さは、たちまちアセルスを虜とりこにした。

　ディッシュとウォンも同じらしい。

　口の中にいっぱい詰めると、ガリガリと嚙み砕く。

　頰がとろけそうな甘みに、ディッシュの顔が思わずほころんだ。

　待ちきれないウォンは、ピョンピョンとジャンプしながら、飴を受け止める。

「星雪といってな。これは氷の聖霊が降らせる氷と魔力が結び付いてできたものなのだ」

　氷の聖霊は、冬の到来を告げる存在だ。

　そのために水源の氷を、空へと巻き上げる。

　その際に、聖霊の膨大な魔力と氷が結び付き、甘くなるのだ。

「我ら水性に属す聖霊は、神が飲む甘露水から生まれた。味の属性において〝甘かん〟に位置する。つまり、この飴は神が飲む物に近いということじゃな」

　魔獣がその属性によって味が変わるように、聖霊にも似たような性質があるのだろう。

　ウィンデルの説明を聞きながらも、ディッシュたちは顔を上げ続ける。

　首が痛くなっても、神の甘みを食し続けた。

　やがて、飴の雨は止まったが、気が付けばお腹いっぱいになっていた。

　アセルスはペタンとお尻しりを付け、飴でいっぱいになったお腹をさする。

「今日は、ここで野宿だな」

　ディッシュは持ってきたヨーグの大葉を広げ、簡易的な天幕を張り始めた。

　アセルスはぼんやりと凍った湖面の方を見つめる。

「氷の聖霊がいない」

「ヤツの役目は終わった。いよいよじゃな」

　何が？　と言いかけた時、アセルスの鼻先に白いものがふわりと落ちてきた。

　飴ではない。

　それは肌に付着すると、体温で溶けて、染み込むように消えてしまった。

　アセルスは手の平を上に向けながら、視界いっぱいに広がった光景を見て、白い息を吐く。

「雪だ……」

　音もなく、大きな牡ぼ丹たん雪ゆきが空から降ってきた。

　静かに辺りに降り立ち、木の根元にはすでに薄らと白く積もっている。

　アセルスは感慨深げに、雪に沈む景色を見つめた。

　冬季の始まりは、ルーンルッドでは新年の始まりを意味する。

　今年は、アセルスにとって激動の年だった。色々なことが起こった。

　その中でもディッシュと、ゼロスキルの料理との出会いは一生ものの思い出になるだろう。

　目を閉じれば、感覚が蘇よみがえってくる。
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　舌で感じた味覚と、鼻で覚えた香りが……。

　ぐおおおおおおおおお!!

　竜の嘶いななきのような音が鳴る。

「なんだ、アセルス。あんだけ飴を食べたのに、もうお腹が空いたのか？」

「う、うむぅ。ど、どうやらそうらしい」

　横で腹音を聞いたディッシュが笑えば、アセルスは顔を真っ赤にして、面目なさそうに項うな垂だれた。

「仕方ねぇなあ……」

　ディッシュは短剣を握り、再び料理を作り始める。

　ゼロスキルの料理も、その料理人も、出会った頃と何も変わっていない。あの聖霊ウィンデルの怒りを鎮めたのだ。きっと二年前にウィンデルと出会った時には、ディッシュはもうゼロスキルの料理人だったのだろう。

　そして、変わらずディッシュはその腕を振るい続ける。

　今も、そしてこれからもだ。

　料理をするディッシュを見ながら、アセルスの顔に自然と笑みが灯ともる。

　次のゼロスキルの料理に期待を馳はせ、ペロリと己の唇を舐なめるのだった。








あとがき






　初めましての方は、初めまして。一巻を読んで下さった方はお久しぶりです。延のべ野の正まさ行ゆきです。

　大変お待たせしました。『ゼロスキルの料理番』の二巻を上じよう梓しさせていただきます。楽しんでいただけましたでしょうか？　あとがきから読んでいる方は、是非お腹をいっぱいにしてから、読んでくださいね。

　改めてご説明させていただきますが、こちらの作品はＷｅｂ小説投稿サイトで連載していた作品を、大幅に……大幅に（大事なことなので二回書いておきます）加筆、修正したものになります。Ｗｅｂで読んでいたという方も、二巻から読むという方も、十分楽しめる内容になっておりますので、ご安心下さい。

　また、こちらの作品は、Ｗｅｂコミックサイト「ヤングエースＵＰ」にて、コミカライズが連載中です。どうぞこちらもチェックしていただければ幸いです。ディッシュが作るおいしそうな魔獣料理はもちろんのこと、頰でスリスリしたくなるほど可愛いモフモフのウォン、アセルスのオーバーリアクションと多彩な表情は必読ですよ。

　さて、おかげさまでご好評をいただき、こうして二巻を出版することができました。作者史上においても、割と好意的な感想をいただくことが多く、今までライトノベル？　Ｗｅｂ小説？　と眉み間けんに皺しわを寄せていた友人たちからも「面白かった」「お腹が空いた」と感想をもらい、やはり「食べ物」というのは、ジャンルを問わず愛されるものなのだなあ、としみじみ思いました。

　それに比例する形で、最近「飯モノ小説家」として認知されるようになって参りました。先輩作家に比べればまだまだなのですが、大変光栄です。ただ作者としては、「飯モノ」だけに囚われず、様々なジャンルにおいて、読者の皆様が読み終わった時に、心が癒やされ、満たされる──そんな小説を書ければなあ、と常に思ってます。今後も様々な作品を出すと思いますが、それだけは変わらないスタンスだと思うので、今後もどうぞよろしくお願いします。

　最後に月並みですが、謝辞を……。

　たった一枚の表紙だけで、『ゼロスキルの料理番』の世界観を余すことなく伝え、いつも高クオリティのイラストを魔法のように描ききってくれる三み登といつき先生。一コマ一コマ本当に丁寧な仕事で、生き生きした表情を描くことによって、『ゼロスキルの料理番』のキャラクターに魂を与えてくれたコミカライズ版の作画担当、十と凪なぎ高たか志し先生。腰痛に苛さいなまれながらも、作者が方向性を見失った時に一つ一つ明かりを灯ともして導いてくれた編集者様。「てにをは」がいまだに安定しない作者の文章を細かくチェックして下さった校正者様。続巻を決めていただいた編集部の皆様。いつもおいしい料理店を教えてくれる作家の方々。引き続きＷｅｂ版から応援して下さっている読者の方々。

　そして一巻から応援いただき、二巻も手に取ってくれた読者の方に感謝を申し上げます。

　またこうして皆様と紙面にて、お目にかかるのを楽しみにしております。


延野正行
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